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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　『龍りゆう衣いの鏡きよう閃せん』










　和かず穂ほが宝ぱお貝ぺいをばらまいた事件から遡さかのぼる事、七十六年前の話。




　それは、とてつもなく分ぶ厚あつい雲が空を覆おおい尽つくしていた、ある夜の事。

　空には月も星も輝かがやかず、ただ暗黒だけが広がっていた。

　明あかりらしい明かりは、道を行く数人の男の手に握にぎられた提ちよう灯ちんだけであった。

　提灯に照てらされた一同は、暗黒の空の下、田んぼの中の畦あぜ道みちを進んでいった。

　提灯を持つ男たちは、無表情だった。まるで感情を持つ事を恐おそれているようですらあった。

　光もなく、音も一つしかなかった。

　若い母親の狂ったような叫さけび声が、ただ一つの音だった。

　畦道を進んでいるのは、提灯を持った男たちと、大声で泣きわめく一人の若い母親。

　赤ん坊ぼうを抱だいた母親を、三人の老人たちが支えていた。

　もしも、老人たちが誘いざなわなければ、母親は一歩たりとも動きはしなかっただろう。

　一同の先頭に立つのは一人の道士だった。

　袖そでの長い白い道服を着た、老人だった。

　道服に溶とけ込むような長い白髪しらがと、髯ひげをたくわえている。

　道士、老人、男たち、若い母親。そして、母親の手の中の一人の赤あか子ご。そんな生気のない一同を嘲あざ笑わらうかのように、水田の中の稲いねは青々と繁しげっていた。

　ユラリユラリと畦道を進んでいく一行は、小川に辿たどり着く。

　小川には小さな丸まる太た橋ばしが掛かけられており橋の向こうには竹ちく林りんが広がっていた。

　暗くら闇やみの中で、風に吹ふかれた竹の葉がサラサラと音を立てていた。

　先頭の道士は、懐ふところから小さな鐘かねを取り出し振ふった。

　チリン。

　響ひびくのは女の叫びと、竹の葉の音、それと道士の鐘の音。

　道士は鐘を鳴らしながら、丸太橋を渡わたっていった。

　一同は道士の後を続いていく。

　鐘が鳴った。

　チリン。

　チリン。




　　　　＊




　竹林の中には、祠ほこらがあった。

　お供そなえも何もない祠だ。もし、これで床ゆかの位置が低ければ、只ただの小屋にしかみえなかっただろう。

　だが、それはあくまでも祠であった。高く持ち上げられた床へと続く、小さな木の階段があった。誰だれも手入れをしていないのか、扉とびらが半分外はずれかけている。

　道士を先頭とした一同は、祠の前へと到とう着ちやくした。提ちよう灯ちんの明かりが祠を闇の中から、浮うかび上がらせた。

　チリン。

　提灯が闇を払はらう為の物であるように、鐘の役目は静せい寂じやくを払う為ための物だった。

　母親の嘆なげき声では、静寂を破る事は出来ない。嘆きの声は、静寂をより深めるだけであった。

　チリン。

　祠の側そばには、消けし炭ずみのような石柱が立っていた。石柱には、消えそうな文字で『軒けん轅えん』と書かれている。

　母親は恐きよう怖ふを感じるどころではなく、老人は恐怖を感じても怯おびえはしなかった。

　無表情な男たちの間にだけ、恐怖は存在した。

　誰もが祠の中の閉じた扉の向こうに、何かの気け配はいを感じていたのだ。

　恐怖を押おし殺しつつ、男たちは道士の行動に注目した。

　この道士は一体、いかなる術を使って、村の苦境を救すくうというのか？

　だが、道士の行動は実に素そっ気けないものであった。

　道士は言った。

「龍りゆう衣いの鏡きよう閃せん様。贄にえを用意致いたしました」

　呪じゆ文もんもなければ、符ふ術じゆつでもない。ただの報告だった。

　贄。生いけ贄にえだ。道士は村の苦境を救うには赤ん坊ぼうの生け贄が必要だと言ったのだ。

　祠ほこらの中の答えより先に、老人の一人が言った。

「龍衣の鏡閃殿どの。どうか、赤子の代かわりに我われら年寄りを贄にしてくださいませ！」

　キッ、と道士は殺気の混じった瞳ひとみで老人をにらみつけた。

　赤子以外に贄となる物はない。道士は何度も説明していた。が、年寄りにそれは耐たえられなかった。

　道士の怒ど号ごうを予期した男たちだったが、言葉は祠の中から発せられた。

「ならぬ」

　人の声には違ちがいなかったが、尋じん常じような声ではなかった。まるで、何十人もの人間が同時に一つの言葉を囁ささやくような奇き妙みような残ざん響きよう音おんがあった。

　祠の扉とびらが、音も立てずにゆっくりと開いていく。

　提ちよう灯ちんの明かりが、ぼんやりと一人の人ひと影かげを浮うかび上がらせた。体格だけを見れば、ごく普通の人間の男だった。

　祠の床ゆかに直接ペタリと腰こしを下ろし、片かた膝ひざを立て、酒を徳利とつくりから直じかにあおっていた。

　薄うす闇やみの中で、龍衣の鏡閃の目は、蛍ほたるの光のような緑色に光り、呼吸を思わせる明めい滅めつを繰くり返かえしていた。

　緑色に光る目。黒目も白目もなく、眼球の代かわりにただ、緑色の光があった。光だけの目であったが、巧たくみに動く上下の瞼まぶたが、男の表情を形かたち作づくっていた。目を除のぞけば、不ふ自し然ぜんなまでに普通の顔立ちをしている。

　縒よれてボサボサの長い髪かみは、たった今、水を被かぶって纏まとめたようにどうにか収おさまりをつけてはいるが、幾いく筋すじかの髪は顔の前に垂たれていた。

　明滅していたのは、瞳だけではなかった。龍衣の名が示すように、彼の上うわ着ぎには無数の龍の鱗うろこが刺し繡しゆうされていたが、その鱗の一つ一つの輪りん郭かくが瞳と呼応して、同じように緑色の点滅を繰り返していた。
















　鏡閃が現れると同時に、白髪しらがの道士は地面にこすりつけるように頭を下げる。

　徳利を床に起き、鏡閃は言葉を続けた。

「年寄りの贄など何になる？　俺おれが欲ほしいのは赤子の贄だ。それ以外では『取り引き』には応じられんな」

　取り引きという言葉に、己おのれが何をしようとしているのかを、老人は再さい確かく認にんした。

　そう、赤子と引ひき換かえに、村を助けようとしているのだ。

「せめて、他の物が贄の代わりには？」

「くどいな。牛や豚ぶたでは駄だ目めだぜ。人間の、それも赤子だけしか駄目だ。別に強制はしない。取り引きは流れるだけだ」

　緑色に光る鏡閃の瞳ひとみが、笑えみを浮かべて細くなる。

　断ことわれるはずがないと知っているのだ。

「いいか、人間。俺はお前らの足元を見ているんじゃない。そっちにとって有利な取り引きなんだぜ。

　お前らの村から疫えき病びようを追い出してやる。その代だい償しようは赤子が一人だ。

　当然、今、疫病で苦しんでいる村人の命も助けてやる。まあ、未み来らい永えい劫ごうとはいかんが、今後三十年は、この村から疫病は出ないようにしてやる」

「しかし」

　老人の苦く悩のうを喜よろこぶように、鏡閃は言った。

「いいねえ、その苦しそうな顔。今ならちょっとしたオマケもつけてやるぞ。

　一つの命を寄よ越こせば、多くの命が救われるんだ」

　選せん択たくの余よ地ちはなかった。老人たちは、母親から子供を奪うばおうとしたが、母親は反狂乱になり我わが子を守ろうとする。

「あああ！　この子を殺させるぐらいなら、私のこの手で！」

　やむなく老人たちは、男たちに指し示じを出し力ずくで子供を引き離はなす。

　風か邪ぜをひかぬように、たっぷりと綿わたの入った柔やわらかな布でくるまれた赤子を抱かかえ、老人の一人はゆっくりと祠ほこらに近寄り、そして階段を登のぼった。

　母親の叫さけびは、鏡閃にとっては只ただの心地ここち好よい音楽にしか過ぎなかった。

「よろしい。

　賢けん明めいな取り引きだな。

『この赤子と引ひき換かえに、我、鏡閃はこの村から疫病を最低三十年の間は追放する』

　今のが絶対の契けい約やくだ。忘れるでないぞ。

　それと、この祠の周まわりに葉の尖とがった、植物を根づかせておく。お前らは見み慣なれてないだろうが、これは疫病によく効きく薬やく草そうだ。隣となり村に病人がでたら、わけてやるがよい」

　老人の手からついに、赤子は鏡閃に手て渡わたされた。

　己おのれの罪つみを悔くいたのか、老人は床ゆかにへたりこみ、驚きよう愕がくの表情を浮うかべたまま、凝こり固かたまった。

　鏡閃は、別わかれの挨あい拶さつをした。

「ではさらばだ、人間共どもよ！」

　途と端たん、一いち陣じんの風が巻き起こり、鏡閃の姿は消えた。風に煽あおられた祠の扉とびらが、パタンパタンと凝り固まる老人の前で動いた。

　男たちは、急いで、道士を羽は交がい締じめにした。

　道士は面めん倒どうそうに言った。

「ふん。鏡閃様は本物だ。贋にせ物ものじゃない。約やく束そく通り、疫えき病びようの被ひ害がいが消えなければ俺おれを殺せばいい。

　その代かわり、病人の病やまいが癒いえたら、さっさと解放してもらうからな」

　完かん璧ぺきな自信が道士にはあった。男たちも、この生いけ贄にえ騒さわぎがインチキでないのを本能的に知っていた。彼らも鏡閃の姿を見ていたからだ。

　男の一人が、未いまだ放心状態の老人の側そばに近寄り、声を掛かけた。

「さあ、村に戻もどりましょう」

「ああ、恐おそろしい。恐ろしい」

「……こんな事を言えた立場ではありませんが、仕し方かたがなかったのですよ。鏡閃は本物でしょう。村は救われます」

「ああ、ああ、ああ」

　老人は己のしでかした行こう為いに、放心していたのではなかった。

　鏡閃に赤子を渡わたす時、赤子をくるむ布が僅わずかにずれたのだ。

　布の隙すき間まから老人は赤子の顔を見た。

　力ずくで赤子を取り上げようとする男たちに対たい抗こうし、母親は赤子を強く抱だき締めたのだろう。

　それどころか、お気に入りの人にん形ぎようを手て放ばなしたくない子供のように、母親は赤子の顔に力ちから任まかせに爪つめすら立てていた。

　その為ため、赤子の頰ほおは切れ、赤い血が流れていた。

　村を救う為に、赤子を生け贄に捧ささげる為の一同の行進。この異様な行為の中で、老人は疑ぎ問もんにすら思わなかったが、一つだけ不自然な所があったのだ。

　赤子は全まつたく泣いていなかった。母親があれだけ大声で叫さけんでいたからには、寝ねていたとは考えられない。

　頰から血を流した赤子の目は、開かれていた。

　その黒く小さな瞳ひとみは確かに鏡閃をにらみつけていたのだ。

　老人は薄くなった髪かみの毛を搔かきむしった。

「ああ！　我われ等らは間ま違ちがっていた！　鏡閃になど屈くつするべきではなかった！

　あんな赤子でさえ、あんな赤子でさえ！」
















第一章　『まだらの豹ひよう絶ぜつ』







　　　　一




　強く握にぎられた殷いん雷らいの左拳こぶしは、小こ刻きざみに震ふるえていた。いつもの猛もう禽きん類るいを思わせる鋭するどい瞳ひとみは閉とじられた瞼まぶたに隠かくされ、眉み間けんには縦たて皺じわが寄よっている。

　拳と一いつ緒しよに、彼の長い髪かみもワナワナと揺ゆれていた。

「ああ、我われの魂たましいは造つくられし魂。この血と肉も人の形はしていても、所しよ詮せんは造り物！」

　和かず穂ほは背せ中なかを丸めて、湯ゆ飲のみの番ばん茶ちやに息いきを吹ふきかけた。

　珍めずらしく年とし寄よりのような仕し種ぐさをしているが、和穂はまだ若い。年の頃ころなら十五、六歳の娘むすめだ。柔やわらかそうな髪に、ほっそりした顎あご、意い志しの強そうな太めの眉まゆ毛げが澄すんだ瞳の上に乗っかっている。

　娘にしては珍しく、袖そでの長い白い道服を身に纏まとっていた。

　基本的に人を疑うたがわない、素す直なおな娘であったが、今の殷雷の態たい度どが、只ただの芝しば居いなのは彼女にも明らかだった。

　いくらなんでも、食しよく堂どうで鍋なべをつつきながら本気で苦く悩のうしているはずはないだろう。

　和穂は殷雷に、気のない言葉を返した。

「ふうん。それで？」

　殷雷の左拳よりも、箸はしを握った右手の方がさらに震えていた。

「ああ、幾いく度ど、我わが生まれを悩なやんだ事か！」

　卓たくの上では、グツグツと鍋が煮にえていた。

　鍋を挟はさんで、和穂の正面には恵けい潤じゆんが、殷雷の正面には塁るい摩まが座すわっている。

　恵潤。和穂より少し年上で、殷雷と同じぐらいの年ねん齢れいに見える女であった。

　殷雷と同じように長い髪をしていたが、よりしなやかそうな艶つやをしていた。

　眼がん光こうは鋭するどかったが、彼女の整ととのった顔立ちの中では、凄すご味みというより純じゆん粋すいに美しさを際きわ立だたせていた。

　彼女は細くしなやかな指で箸を握り、茹ゆであげられた真まっ赤かな蟹かにの足から身をほぐし、取とり鉢ばちの中へと入れていく。

　そして、たっぷりと蟹の肉が溜たまった取り鉢を、恵潤は塁摩に渡わたした。

「はい、塁摩。生しよう姜がが欲ほしけりゃ、勝かつ手てにどうぞ」

「ありがとう！　カニ、カニ、カニィ」

　指先についた蟹の汁しるをペロリと嘗なめ、その後、手て拭ふきで拭いて恵潤は言った。

「どういたしまして」

　取り鉢を受け取り、塁摩は嬉うれしそうに笑った。彼女が鍋を囲かこむ四人の中では一番若い。いや、一番若い姿をしていた。

　見た目に関しては、まだ年とし端はもいかない少女に過ぎない。

　三つ編あみにした髪かみを丸めて、飾かざり布の中へとしまっている。子供用の椅い子すがなかったので、ふかふかの座ざ蒲ぶ団とんを四つ折りにして高さを調整していたが、塁摩はその柔やわらかさが気にいっていた。

「カニ、カニ、カニィ」

　殷雷はジロリと、塁摩と恵潤を見た。

「そこ。人が折せつ角かく苦く悩のうしてるんだから、ちゃんと見てろよ」

　恵潤は軽く答えて、自分の取り鉢に手を伸のばした。

「はいはい。勝手にやんなさいよ」

　殷雷は言葉を続けた。

「ああ。だがしかし、宝ぱお貝ぺいであるが故ゆえの喜よろこびもあるのだ！

　ふっふっふ。宝貝であるが故に、俺おれには普ふ通つうの毒どくは通用しない！

　それが何を意味するか、判わかるか和穂！」

　皿の上の寒かん鰤ぶりと大だい根こんの煮にしめを皿に取りつつ和穂は答えた。

「……判るわよ。フグでしょ？」

「いかにも！　そう、宝貝であるが故に、フグの毒を恐おそれずに済すむのだ！　どうだ、うらやましいだろう。

　どんな下へ手たな料理人の捌さばいたフグでも当たらねえんだぜ」

　店の隅すみの店主が、露ろ骨こつに嫌いやな顔をして殷雷に言った。

「……お客さん。人聞きの悪い話はよしてくださいよ。

　うちは、たっぷり水を使いながら捌いてますんで、当たりはしませんよ」

　殷雷は不ふ敵てきに笑う。

「ふっふっふ。万が一はあるだろうが」

　言うだけ無む駄だだと店主は肩かたをすくめた。

　さすがに和穂も不ふ服ふくだった。

「だから私はフグを食べちゃ駄だ目めなの？　こうやって、皆みなで鍋を囲んでるのに、私だけ寒鰤大根なわけ？」

　さも大おお袈げ裟さに殷雷は叫さけぶ。

「それは勿もち論ろん、和穂様に万が一の事がありましたら、それこそ一大事。

　和穂様にそんな危険な橋を渡わたらせるわけにはいきますまい」

「……お客さん。もしかして嫌いやがらせに来てる？」

　慌あわてて恵潤は引きつった愛あい想そ笑いを浮うかべ店主に頭を下げ、そして殷雷の脇わき腹ばらを肘ひじでつつく。

「ちょっと、いい加か減げんにしなさいよ。フグを食べられるのが嬉うれしいなら、一人で喜んでなさい。フグ刺さしにでもすりゃいいのに、わざわざ鍋なべの中にフグ入れて、和穂には食べるなじゃ、ちょいと意い地じ悪わるなんじゃないの？」

　殷雷は真顔になる。

「何を言うか。護ご衛えいとして和穂の安全を最優先にするのが当然であろう」

　殷雷の芝しば居い気ぎに当てられたのか、和穂の言葉も多少大袈裟になる。

「いいのよ、恵潤さん。私はこうやって一生寒かん鰤ぶり大だい根こんを食べてればいいの」

「カニカニィ。私はフグよりカニが好きい」

「有あり難がたみの判らねえガキだな。黙だまって食ってろ！」

「カニ、カニィ」

　和穂の安全を最優先するなら、フグを我が慢まんしなさいよ、と恵潤は考えたが、言うだけ無駄なのは判っていた。

「本当に、あんたは昔からちょっと気にいった相手には、そうやって意地悪するんだからね。そういうとこって、子供っぽい」

　本当に子供ならば、『誰だれが和穂なんか気にいっているか！』とでも言い返したのだろうが、生あい憎にく殷雷はそこまで素す直なおではなかった。

「おや、恵潤も俺に意地悪されたいか？」

　軽い頭痛を恵潤は覚えた。

「ほんとにもう、どうしてフグの一つや二つで、そこまで舞まい上がれるのよ！」

「だって、フグだぜフグ。そう簡単に食えるもんじゃねえだろ。寒鰤大根となんか、比べ物にならねえな」

　恵潤とて、その本ほん性しようは武器の宝貝である。その心の奥おく底そこには秘ひめたる激情がある。

　意地悪をされている当の和穂よりも、恵潤の方がムッとした。

　恵潤の瞳ひとみが鋭するどく光った。

「そう。寒鰤よりフグの方がいいのね。その言葉、覚おぼえてらっしゃいよ。混こん沌とんの名にかけて、殷雷が寒鰤を欲ほしがった時には、和穂に謝あやまってもらうからね」

　和穂も少し慌あわてる。

「あ、別にそんな真しん剣けんにならなくても。私が我が慢まんすればいいんです」

「駄だ目めよ。こういう時には、ちゃんと叩たたいておかないと。

　ねえ、和穂。私に寒鰤を分けてくれる？」

　キョトンとしながら、和穂は首を縦たてに振ふった。

「はい、どうぞ」

　フグを飲み込みつつ、殷雷は笑う。

「へっ。どうせ、寒鰤を美う味まそうに食って、俺に欲しがらせようという魂こん胆たんだろ？」

　答えずに恵潤は、店員に茶ちや碗わんの六分目まで入れた御ご飯はんと熱い番茶を急きゆう須すごと注ちゆう文もんした。

　殷雷の目も真剣になった。

　恵潤は茶碗の中の飯の上に寒鰤をチョコンとのせ、その上からタプタプと番茶を注つぎ込んだ。

　熱い番茶からは途と端たんに湯ゆ気げがたちのぼり、それと同時に、煮にこまれた寒鰤の香かおりが周囲に広がった。

　既すでに殷雷の仕し種ぐさは、まるで戦せん闘とう時じのような鋭さを帯びている。我関せず、塁摩だけは一人で蟹かにを食べていた。

　殷雷は言った。

「なるほど。確かに美味そうな茶ちや漬づけだな、恵潤よ。

　狙ねらいは鋭いが、俺をなめてもらっちゃ困こまるな。

　ああそうだ。確かにその茶漬けは美味そうだ。だがな、人が食っている茶漬けを横から欲ほしがる程ほど、この殷雷刀とうは浅あさましくはないぞ！」

　やはり恵潤は答えず、殷雷にではなく和穂に話し掛かけた。

「ねえ、和穂。冬場はその恰かつ好こうで寒くないの？」

「ええ。宝貝ほどじゃないですけど、この道服には仕し掛かけがあるみたいで、夏は涼すずしいし冬も温あたたかいんです」

「そうなんだ。でも、あんまり過信しないほうがいいわよ。宝貝の服じゃないんだったらさ、耐たい寒かん温度もそれほど凄すごくないはずだからね。一いち応おう、防寒具も買っておいたほうがいいわよ。ほら、毛皮付きのなら結構、可愛かわいいのも売ってるでしょ」

「そうですね。あ、そうそう……」

　和穂と恵潤の話は続き、殷雷の顔は徐じよ々じよに引きつり始めていった。

　独どく特とくの、芳かぐわしい香りを撒まき散ちらす茶漬けが、目の前にある。

　恵潤はそれを食べる素そ振ぶりを見せようとはしていない。

　このまま放ほうっておくつもりか？　殷雷の額ひたいを一ひと筋すじの汗あせが流れた。どだい、茶漬けなんてものは熱いうちに食うから美う味まいのだ。

　このまま、茶が冷めればとてもじゃないが食えた物ではなくなる。

　こうしている間にも、香りの強さが弱くなっていくのが判わかる。

　美味いから欲しいのとは少し違ちがうと、殷雷は考えた。

　別に寒かん鰤ぶりの茶ちや漬づけを我が慢まんするぐらいの忍にん耐たい力は、殷雷にも充じゆう分ぶんある。

　どれだけ美味そうに恵潤がこの茶漬けを食ったところで、殷雷は鼻はなで笑っただろう。

　だがそうはなっていない。このまま折せつ角かく美味い茶漬けが無む駄だになろうとしているのだ。

　つまらぬ意い地じを捨てて謝あやまれば、この茶漬けを救う事が出来るのだ！

　恵潤と喋しやべりつつ、和穂は殷雷の真しん剣けんな顔を見た。

　鍋なべをつつきながら苦く悩のうする事なんてあり得ないと和穂は思っていたが、茶漬けを前に苦悩する事はあり得るんだと、和穂は知った。

　髪かみの毛を搔かきむしらんばかりの形ぎよう相そうで殷雷は苦悩していた。




　　　　二




　殷いん雷らいは泣きながら、寒鰤の茶漬けを食べていた。

「恵けい潤じゆんよ。お前はなんて悪い女なんだ。食べ物を粗そ末まつにすると、いつかは罰ばちが当たるぞ」

　恵潤は答えた。

「別に粗末にしてないでしょ。勝算は充じゆう分ぶん過ぎる程ほど、あったのよ」

「お、おのれ。……和かず穂ほ、すまなかった」

「いいってば。それに冗じよう談だん抜ぬきで、フグの毒どくに当たったら困こまるもんね」

　塁るい摩まが殷雷の髪の毛を引っ張りながら、食いしん坊ぼう、食いしん坊とからかっていたが、殷雷にはそれを振ふり払はらう気力すらない。

　これは食い意い地じとは違う次元の問題なのだと、力説するのも面めん倒どうであった。

　恵潤もフグを食べる。

「大だい丈じよう夫ぶ。毒の心配はないわよ。私が保ほ証しようする」

「？　どうして、判わかるんですか？　そりゃ、このお店は信用出来ると思いますが」

「……一いち応おう、人間にとって有毒な物が混まじっているか、そうでないかを分ぶん析せき出来る能力はあるのよ」

　殷雷に向き直り、恵潤は言葉を続けた。

「本来、私たちの舌はそういう目的の為ためにあるんだと思う。

　毒が通用しないんだから、毒味としては最適よね。当然、味も判るんだから味見の役ぐらいは立つし」

　なるほどと納なつ得とくしながら、和穂も鍋なべに箸はしをつけた。

「あ、美お味いしい、このフグ！」

「……それ、鱈たらよ」

「え！」

「ほら、こっちのもっと小さい奴やつがフグ」

　殷雷が小声で怒ど鳴なる。

「だいたい、鱈とフグの違ちがいも判らん奴に食わせる道理があるもんか」

　軽く咳せき払ばらいして恵潤は、本題に入った。

「で、私と塁摩を呼び出したのは何か理由があるんじゃないの？」

　いい加か減げんしゃくに触さわったのか、殷雷は塁摩の鼻をつまんだ。

「どうせ、鍋を食うんだから、二人じゃ侘わびしいだろ。それで呼んだ。

　まあ、さすがにそれだけの理由じゃないがな。

　何、大した用事じゃない。恵潤に少しばかり聞きたい事があるんだ。

　塁摩はただのオマケだ」

　殷雷の言葉を和穂は引き継ついだ。

「ええ。恵潤さんに場所を教えてもらった、鏡きよう閃せんの屋や敷しきに殷雷と私で行ってみたんです」

　恵潤は鋭するどく、言葉の先を察した。

「ところが、屋敷はもぬけの殻から。ってところかしら」

「はい」

「でしょうね。私が和穂たちについたのは、向こうの九きゆう天てん象しようで筒つつ抜ぬけだろうし」

「それで、軒轅や鏡閃について恵潤さんは他に何か知っていませんか？」

　首を横に振ふり、恵潤は言った。

「手て掛がかりらしいものはないね。ただ、向こうは和穂たちをそれほど、脅きよう威いとは考えていなかったようね。

　鏡閃も、それほどの遣やり手てには見えなかった」

「鏡閃て、どんな人なんですか？」

「そうねえ。似に顔がお絵えぐらい描かいてあげるけども、それほど特とく徴ちようのない男だったよ。

　どんな宝ぱお貝ぺいを持っているか、結局聞かずじまいだったしね」

　和穂は確かく認にんの為ために訊たずねた。

「本当に普ふ通つうの人なんですね、鏡閃という人は。何か素す性じようを隠かくしてたような素そ振ぶりは？」

「いや。それはない。これでも私だって武器の宝貝だからね。

　力量を隠されたら、力量を推おし量はかる事は出来ないけど、力量を隠しているかどうかの見み極きわめはつく。

　本当に、普通の男。武道の心こころ得えもなさそうだった。ま、武器の宝貝でも持っていたら、そんなの関係なくなるけどね」

「……そうですか」

「考え方次し第だいなんじゃない。

　向こうには九天象という、こっちの手の内を探さぐれる宝貝がある。つまり、絶対に向こうが先手なのよ。

　それなら逆に、あんまり軒轅の事を考えないのも一つの手でしょ」

「それもそうですね。

　それはそうと、恵潤さん。体の調子はどうなんですか？」

「……まだ、完全じゃない。

　日常生活には問題ないけど、戦せん闘とうはまだ不可能ね」

　心配そうな和穂の頭を恵潤は軽く撫なでた。

「別に体の調子が悪いわけじゃないのよ。

　そうねえ、どう言えば判わかってもらえるかしらね。

　昨日きのうまで自分が鳥だと知らなかった鳥が、急に自分に羽はねがあると気付いた感じかな。

　羽の使い方を把は握あくするまで、いかに鳥だって断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきからは飛び下りられないでしょ。

　私自身の感覚からいったら、まだ自分の体の大きさが把握出来ないのよ。

　抽ちゆう象しよう的てきで悪いんだけどさ。

　力加減もよく判らなくてね。だんだん判りかけてはいるんだけど」

　殷雷が静かに言った。

「充じゆう分ぶん承しよう知ちしてるだろうが、恵潤よ。

　お前は普ふ通つうの宝貝よりも強力な力を得ている。

　が、それだけじゃ済むまい。強力な面があるなら、その反面として絶対に弱い部分も得ているはずだからな。

　自分の弱点が把握出来るまでは絶対に無理をするな」

　コクリと恵潤は頷うなずいた。

「忠ちゆう告こく、ありがたく受け取っておく。もう暫しばらくは、断だん縁えん獄ごくの中で様子を見させてもらう」

「うむ。さてと、鍋なべの中身も殆ほとんど食ったか。ならば、そろそろ雑ぞう炊すいでもするか」




　　　　＊




　殷雷たちが、雑炊をあらかた片付けかけたころ、客の一人の男がソロリと殷雷たちの卓たくに近寄ってきた。

　そのまま、卓を通り越こして店の外に出るとでも、和穂は考えたが、恵潤と殷雷の箸はしの動きが同時にピタリと止まった。

　そして、二人の鋭するどい視線は男の動きに注目しはじめた。

　塁摩はたいして気にもせずに、雑炊を食べ続けていた。

　二人の緊きん張ちよう感かんに和穂は、少々驚おどろく。

「どうしたの？　二人とも」

　殷雷は和穂にではなく、店主に言った。

「よお。親父おやじ！」

「なんすか？　漬つけ物ものの追加？」

「違ちがうって。お前の所の食材はどこから仕入れていやがる？」

　言いながらも、殷雷は男を見つめ続けた。これでも殷雷は武器の宝貝である。

　その鋭い眼光でにらまれれば、普通は臆おくするか、逆につっかかってくるだろう。

　だが、男はソロリソロリと歩き続けたままだった。

　確たしかに、この男は少し異常かもしれない。

　店主は言った。

「仕入れ？　市場ですよ」

「あんまり、怪あやしい所からは仕入れるな」

「またまた、人聞きの悪い事を」

「まあ、注意したところで、稀まれにゃ変なのも仕入れちまうか」

「？」

「せいぜい、『虫』だろうな」

　和穂に殷雷の言葉が理解出来ない。恵潤は事情を察しているようだ。

「『虫』よりはちょっとでかそうね。珍めずらしい偶然か、宝ぱお貝ぺいのせいか？」

「宝貝にしちゃ、ちょいと回りくどいぜ、和穂よ。索さく具ぐ輪りんで店の中に宝貝所持者がいないか、もう一度確かく認にんしろ」

　言われるままに、和穂は左耳の耳みみ飾かざりに手を伸のばす。

　宝貝、索具輪。他の宝貝の所在を示す宝貝であったが、時々、作動しなくなる。

　索具輪を作動させると、和穂の視界に近きん隣りんの宝貝の存在場所が重なっていく。

「この店の中には、殷雷たち以外に宝貝の反応はない。

　ちょっとまってね、もっと広い範はん囲いを探さがしてみる」

　ソロリ。男の目は焦しよう点てんを失うしない、虚うつろになっていた。

　殷雷は言った。

「店の中にいないんだったら、それでいい。これはすごく珍しい偶ぐう然ぜんの可能性が高いな。宝貝の使い手が仕し掛かけたんなら、かなり遠くからやってるはずだ」

　恵潤が意見を述べる。

「私も偶然の方に賛成。ほら、塁摩。さっさと雑ぞう炊すいを食べちゃいなさい。あんまり、食事中に見たくない事が始まるから」

　塁摩は気付いてないのではなく、気付いていながら興きよう味みがなかっただけだった。

「滅めつ多たにいない妖よう怪かいがいて、その妖怪がわざわざ私たちの所に来たのは、ひつぜんせいを感じるわね。塁摩としちゃ」

　妖怪？　この男の人が妖怪だとでも言うのだろうか？　と、和穂は不思議に感じた。だが、塁摩の言葉を恵潤も殷雷も否定はしない。

　そして、突とつ然ぜん男は意味不明の叫さけび声を上げて、殷雷に殴なぐりかかった。

「ねをう！」

　男の拳こぶしは、殷雷の後こう頭とう部ぶに命中していた。宝貝とはいえ、今は人の形をしている殷雷であった。

　だが、彼は涼すずしい顔をしている。男の拳けん撃げきの間合いを悟さとっていた殷雷は、当然、拳が本来の攻こう撃げき力を持つ間合いも、見切っていたのだ。

　拳が届かない位置に頭を動かせば、完全に男の攻撃は空を切るのだが、逆に拳が威い力りよくを持つ寸前の位置に、あえて自分の頭を動すのも、ひとつの戦法だった。威力の出ていない拳は、強く押おされたぐらいの衝しよう撃げきしか与あたえられない。

　殷雷は言った。

「さて、親父おやじよ。いきなりこいつが殴なぐり掛かかってきた。俺おれらに過失はあるまい。

　俺としちゃ、自分の身を守る為ために最低限の抵てい抗こうをさせてもらう。

　ちょっと椅い子すや机つくえが壊こわれても、こいつの払はらいだぜ」

　男が酔よっぱらっていたりしたのなら、和穂も驚おどろきはしなかっただろう。だが、男は酔った風もない。

　男の行動があまりに唐とう突とつだったのは、男と一いつ緒しよに鍋なべを食いにきていた連れも同様だったようだ。

　男の行動を止める事も思いつかず、ポカンとみつめるだけだった。

　椅子から立ち上がりながら、殷雷は和穂に説明した。

「天と地の気の淀よどみに、妖よう怪かいは発生する。

　だが、太古の昔ならいざしらず、人間の世界というのは堅けん牢ろうで、そう簡単に妖怪なんざ出現しないのだ。

　でも、たまにゃこういう『虫』が出てきたりする。それが、何かの魚に混じって、こいつの体の中に入ったんだろうな」

「『虫』？」

　殷雷は軽く、目の前の男の腹を殴なぐった。痛みに男の背中が曲がるが、奇き妙みような曲がり方であった。こんなに曲がれば背せ骨ぼねが折れてしまうのではないかと思えるように、グニャリと曲がったのだ。

　殷雷は男の下がった顔に手をのばし、左手で顎あごをつかむ。

「妖怪に憑つかれているから、体質がちょっと奇妙になってるんだ。見てな」

　つかんだ顎を、ぐいと下に向けて引っぱると、簡単に顎が外はずれた。男の口はガバッと開き、妙に赤く長い舌が見えた。

　口の開き方もまた尋じん常じようではない。グニャリと伸びるように開いていたのだ。しかも、西瓜すいかぐらいならば、楽に丸飲み出来る位に大きく開いている。

　左手で支えたまま、殷雷は開いた口に右手を差し込む。

　店主、そして客たちは虚きよをつかれながらも殷雷の動きから目が離はなせないでいた。

　右手はゆっくりと、そして軽かる々がると男の口の中に入っていった。

　殷雷は袋ふくろの中身を探さぐるように、もぞもぞと右手を動かす。

「こういうのって、確か心臓の裏手にいるんだよな」

「そうね。心臓に食らいついてるはずよ。でも小さいと判わかりにくいから気をつけてね」

「えぇと、あっ、これに違ちがいない……！」

　その時、殷雷の顔から血の気が引いていった。

　和穂と恵潤は、いち早く殷雷の表情を読み取った。

「どうしたの？」

　二人の叫さけびに答えるよりも早く、殷雷は男の口の中から、それを引きずりだした。

　和穂は驚おどろいたが、恵潤の驚きはそれ以上だった。

　和穂は化け物じみた物が現れると、覚かく悟ごしていたからそれほどでもなかったが、恵潤はせいぜい糸ミミズぐらいの大きさの物を予想していたのだ。

　男の口からズルズルと引きずり出されたのは、塁摩の身長ぐらいある、細長いものだった。それの全身は長い金色の毛に覆おおわれている。

　果たしてこれは何か？　どうしてこんなに長いのか？　殷雷と恵潤の疑問を見み透すかすように、塁摩は言った。

「偶ぐう然ぜんの一言で片づける前に、それが必然である可能性を考えなくっちゃいけなかったのよ。必然なら、せいぜい『虫』ぐらいの大きさだろうって、甘あまく見ていた妖よう怪かいの正体が、そんなに大きくても不ふ思し議ぎじゃないんじゃないのさ」

　舌したったらずの言葉であったが、正論には違いない。だが、簡単に殷雷の驚きは消えなかった。

　海は広い。その広い海でたまたま発生した妖怪が、魚に混じり、この店に来た。妖怪といってもせいぜい、糸ミミズ程度の大きさでうっかりと客の口に入ったのだと殷雷は考えていた。

　が、それは真実ではないのか？

　和穂は塁摩に訊たずねた。

「ねえ、塁摩。あれってなんて名前の妖怪なの？」

「……いや、和穂。妖怪ってそういう種類のもんじゃないんだよ。形のある『淀よどみ』を妖怪って呼んでるだけで」

　妖怪を口から引きずり出された男は、床ゆかに倒たおれこんだ。気き絶ぜつしているが、吞のん気きな寝ね顔がおのような表情が浮うかんでいるところからして、体に害はなかったのだろう。

　殷雷は手の中の細長く、毛の生えたもの、まるで尻尾しつぽのようなものを、床に捨てた。

「もう害はないから、心配いらん。壁かべにでも飾かざって、客寄せにするのは勧すすめないぜ。一週間もすれば、分解して跡あと形かたもなくなるはずだからな」

　店の中は静かだった。あまりに異様な出来事に呆あつ気けにとられているにしても、静か過ぎる。

　客たちや店主、店員たちは同じように殷雷たちを見つめ続けていた。

　そして、その瞳ひとみからはやがて焦しよう点てんが消えていった。

　和穂の背せ筋すじを冷ひや汗あせがつたう。

「まさか、店の中の人が全員」

　殷雷は塁摩の頭を撫なでた。

「さすがは兵器の宝貝。俺や恵潤より、お前の読みの方が鋭するどかったな。

　だがな、塁摩。瞬しゆん時じの判断は武器の方が鋭いんだぜ」

「でしょうね」

　ユラリと、客たちが立ち上がった。一いつ斉せいに引かれた椅い子すが地ぢ響ひびきのような音を立てる。

　殷雷は顎を撫でつつ言った。

「これは厄やつ介かいだな。いちいち妖よう怪かいを引きずり出すのも、一人じゃ手間だ」

　箸はしを振ふり回して塁摩は言った。

「あ、私も手伝う！」

「やかましい。力ずくで済むなら、片かたっ端ぱしから切り捨てりゃいい。だが、そうもいくまいな。

　ここは、さっさと逃にげちまおう」

　和穂は首を横に振った。

「でも、塁摩の推すい測そくが本当ならば……」

　虚うつろな人間たちは、同時に同じ言葉を発した。

「そうだ。簡単に逃がしはしないぞ。

　殷雷刀とうは貴き様さまか。悪いが貴様の命、貰もらい受けるぞ！」

　鼻で笑い、殷雷は卓たくに立て掛かけた棍こんを手にした。

「おやおや、狙ねらいは和穂じゃなくて俺か？　こいつは事情がありそうだな」

　異様だが、勝負の形としては単純だ。

　殷雷は人間たちの影かげを見て、そう判断していた。

　影は、店の中の明かりには従したがっていなかった。光源を無視した影が、店の一点に集中して伸のびているのだ。

　答えは単純。客たちを操あやつっている相手が、その集中した影の中にいるはずだ。

　そして、敵も馬鹿ではない。食事を通じて客たちに妖怪を仕し込こんだが、和穂には同じ手を使っていない。

　もし、そうすれば和穂が妖怪を食う前に殷雷が勘かんづくと判断しているからだ。

　集中する影の中に敵がいると、殷雷が気付いているのも先方は承しよう知ちだ。簡単に影に近づけないように客を配置していやがる。と、殷雷は考えた。

　今の所、手は二つ。

　敵を倒たおすか、さっさと逃げるか。倒すのは厄やつ介かいそうだが、逃げるのは簡単だ。逃とう走そう経路にいる客は、せいぜい二、三人しかいない。

　和穂を抱かかえて逃げれば、簡単だ。

　だが、問題は敵もそれを承知しているという事だ。

　客たちは、ゆっくりと側そばにいる別の客の首に手を掛かけた。

　他人の首を握にぎり、他人に首を握られつつ、客たちは言った。

「逃とう亡ぼうは許ゆるさん。人質がこれだけいるんだからな」

　はい、よく出来ました。心の中で殷雷は舌打ちした。この場で、相手にとれる最さい善ぜん手しゆは人質だ。

　殷雷は棍こんを床ゆかに捨て、両手を上げた。

「ほらよ。逃げはしないぜ」

　次に敵がどうでるかが勝負だ。絞こう殺さつで瞬しゆん時じに人を殺すのは不可能だ。

　速そつ攻こうで、敵を倒せば、こちらの勝ち。

　視線を交かわすまでもなく、恵潤が俺の狙ねらいを理解していると殷雷は確信していた。

　このまま、俺が捨て身でとにかく、影かげの中心に突つっ込む。

　恵潤は、同時に和穂を摑つかみ、同じく影の中心へとブン投げる。和穂に俺を使わせ、影の中心に攻こう撃げきを仕掛ける。

　それが殷雷の狙いだった。

　手を上げた殷雷は言った。

「さあ、どうすりゃいい？」

「抵てい抗こうをやめるのは、いい心掛けだ。

　まずはその命、静せい嵐らん大たい帝ていに捧ささげてもらおうか」

　殷雷と恵潤の髪かみの毛がピクッと動く。

　殷雷と恵潤は、静嵐の名を知っていた。

「静嵐だと！」

　と、その時。何者かが店の中に現れた。あまりに静かな出現だった。店の壁を何事もないようにすり抜けながら現れたのだ。

　客たちの布ふ陣じんは、殷雷たちに向けられていたもので、唐とう突とつに現れた襲しゆう撃げき者しやには全まつたく対応出来ていなかった。立ちつくす客たちの肉体すら、襲撃者はすり抜けていく。幽鬼や幻まぼろしにしては、あまりにもハッキリとした姿をしている。

　襲撃者は、事もなく影の中心に立っていた。

　虚うつろな客たちに、僅わずかな驚おどろきの表情が浮うかんだ。それは、客たちを操あやつるものの驚きのせいであった。

　影の中心に立っているのは、一人の青年だった。殷雷より一回りほど体格は大きく、片手には旗はたを持っていた。

　一枚の布を竿さおに付けた旗ではない。

　細長く、色々な文字の書かれた無数の布切れを竿につけた旗だ。

　細い布切れはそれぞれ鮮あざやかな色をしている。

　和穂は本能的に索さく具ぐ輪りんを作動させた。男の旗からは、宝ぱお貝ぺいの反応がした。

「あ、あの旗は宝貝！」

　和穂の言葉に、初めて男は和穂たちの存在に気付いたようだった。

　男はゆっくりと和穂たちに顔を向けた。

　その顔には虎とらを思わせる、無数の黒い縞しまが浮かんでいた。

　男は高らかに笑い、影に向かい叫さけんだ。

「はっはっは。ついに追い詰つめたぞ、狐きつねめ。もはや逃にげられはせんぞ！」

　言葉通り、影かげの中から一匹ぴきの狐が浮かび上がった。

　ごく普ふ通つうの狐に見えたが、無数の尻尾しつぽが生えている。長くしなやかな尻尾がそれぞれの客たちの足元に伸のびている。無数の尻尾より、獣にしては豊か過ぎる狐の表情が異様だった。

　影と見えたのは、尻尾だったのだ。

　和穂は、最初の男の口から出たのも、この狐の尻尾だと知った。

　狐と、客たちは同時に言った。

「ひ、豹ひよう絶ぜつ！　まだらの豹絶！」

　豹絶と呼ばれた青年は、とてつもなく楽しそうに笑う。

「ふっははっ。逃がしゃしねえぜ、こう見えても鼻が利きくんでね。お前の臭においを手た繰ぐらせてもらった。

　ま、悪さをする前に追い詰められて良かった。

　では早さつ速そくだが、消しよう滅めつしてもらうぞ」

　それは、戦いにおいて全まつたくの素人しろうとである和穂の目から見ても、しなやかな動きだった。

　風が吹ふき、水が流れるような滑なめらかな動きで、豹絶は旗を振ふりかぶった。

　そして、迷まよいもなく一いつ瞬しゆんで旗の柄えを狐に突つき刺さした。

「お、おのれ！　だが、最後に笑うのは静嵐大帝だ、貴様に勝利はない！」

　旗に突き刺され、命を奪うばわれたのとは少し様子が違ちがっていた。

　まるで、旗のせいで存在する為ための拠より所どころを失ったような感じだった。

　少しの墨ぼく汁じゆうに、大量の水を浴あびせたかのように、つむじ風が己おのれの中心を失い消滅するかのように、狐の姿はかき消えた。

　途と端たんに、客たちはばったりと床ゆかに倒たおれこんだ。

　殷雷の緊きん張ちようはまだ解けていない。

　それどころか、狐きつねと相対した時よりも真しん剣けんさが漲みなぎっていた。

　豹絶は床に刺さった旗を、引き抜ぬいた。

　男の手にあるのは、宝貝。殷雷はそれを奪うばう必要があった。

　だが、相手からは得え体たいの知れない強さが感じとれる。小細工を使う相手ならば、仕切り直しも有効だろう。

　が、この相手に仕切り直しは何の意味もない。今勝てないのなら、後でも勝てるはずがないのだ。

　殷雷の緊張を見ながら、豹絶は言った。

「どうやら、あんたが殷雷刀らしいな」

「そうだ」

「て、事は俺の制せい流りゆう旗きが欲ほしいわけだ」

「そうだ」

「でも、俺は制流旗を渡わたしたくない」

「なら、戦うまでだ」

「そう、焦あせりなさんな。俺はあんたと、無理に戦うつもりはない。ちょっと面おも白しろい事件が起きてるんだ。力を借りたい。

　事件が解決したら、制流旗は返す。それどころか、俺以外にも多くの連中が返してくれると思うぜ」

　しばし考え、殷雷は椅い子すに座すわった。

「いいだろ。話を聞かせてくれ」

　豹絶が卓たくに近寄った、その時、彼の服の懐ふところから一匹ぴきの猫ねこが顔を出した。赤い毛と黒い毛が入り混じる、奇妙な猫であったが、色以外はごく普通の鯖さば虎とら縞じまの猫だ。先刻の狐のような、凶まが々まがしさはない。

　凄すご味みのある声で、豹絶は言った。

「おお、すまなかったねえ、彩さい朱しゆ。ちょっと暴れたから、痛かったかなあ？」

　殷雷の顔が大きく引きつった。

　豹絶という得体の知れぬ使い手は、猫好きときやがったか。肌身離さず懐に猫を忍しのばせている感覚は理解しがたかった。

「あ、猫だ猫だ」

　塁摩がはしゃいだ声を上げるのを見て、豹絶は懐から猫を取り出し、塁摩に預あずけた。

　殷雷の露ろ骨こつに嫌いやな顔を見て、豹絶は少し慌あわてながら説明した。

「勘かん違ちがいするなよ、兄ちゃん。

　俺にとって、彩朱は只ただの猫とは訳わけが違ちがうんだ！」

　冗じよう談だん抜ぬきに、殷雷は頭ず痛つうを覚おぼえた。

「うちの彩朱ちゃんは、この世の中で一番可愛かわいい猫でちゅからねえ、とでもほざきたいかこのスットコドッコイ！」

　ぶんぶんと豹絶は首を横に振ふった。

「違う。俺は彩朱を愛しているのだ！」

「か、勘かん弁べんしてくれ！」

　黙だまって、状じよう況きようを見守っていた恵潤であったが、半なかば呆あきれて和穂に言った。

「よくもまあ、次から次へと訳わけの判わからないのが出てくるもんね。

　和穂。あんたの苦労にゃ同情するよ」

　頭をかきながら、和穂は笑い、軽く冗談を飛ばす。

「はっはっは。もっとややこしくなったりして」

　恵潤は真顔になった。

「そういうのは、冗談でも言わない方がいいわよ」

　と、その時。

　窓まど枠わくを破やぶって、一人の男が店の中に転げ込んだ。

　片手に、緑色に点てん滅めつする刃やいばの矛ほこを持った男だ。

　男は豹絶の姿を見て叫さけぶ。

「よし！　ついに見つけたぞ豹絶。今度こそ貴様を仕し留とめてやるからな！」

　和穂は親指を折り曲げた。

「まず、殷雷を狙ねらった狐きつねでしょ」

　続いて人差し指も折る。

「次に狐を狙った豹絶さんでしょ」

　当然、次は中指を折り曲げた。

「で、豹絶さんを狙う、あの人が来た」
















　豹絶は溜め息をついて、言った。

「あいつは、願がん月げつ。あいつの持ってる矛も一応、宝貝だぜ。

　ところで、殷雷の兄ちゃんよ。俺は落ち着いて話をしたいんだ。

　願月をしばき倒たおしてくるから、ちょっと待っててくれ」

　殷雷はジロリと願月を見て、立ち上がった。

「俺も手伝おう」
















第二章　『混こん沌とんの大たい帝てい』







　　　　一




　カラカラと小川の上の水車は回っていました。

　川を流れる真まっ赤かな紅葉もみじが水車に巻き込まれていきました。

　小川の側そばには、丘がありました。




　旗はたを持った男は言いました。

「これで、全すべては終わる。貴様を倒たおして、この永ながき戦いに終しゆう止し符ふをうつ」

　煙管きせるを持った男は言いました。

「これで、全ては終わる。貴様はもう逃にげられない。

　その傷では、もう一歩も逃げられまい。ここから一歩でも動くことは叶かなわぬのだ」

　横よこ笛ぶえを持った男は言いました。

「これで全ては終わる。もはやその手傷では何も出来まい。

　ここからは一歩も動けず、過去へも未来にも跳とべまい。

　貴様の肉体は、この場所、この時代から逃げる事は出来ぬ」

　煙管を持った男は言いました。

「貴様は善でも悪でもない。貴様を悪に祭り上げて打ち倒すつもりはない。

　貴様は善でも悪でもない。我われ等ら、人とは相入れぬ『敵』であった。

　故ゆえに滅ほろぼす。我等同どう胞ほうの命を滅ぼしたのと同じように、我等は貴様を滅ぼす」

　矛ほこを持った男は言いました。

「これで、全ては終わる。我わが血族は貴様を滅ぼす為ためにこの世に存在したのだ。

　我が血けつ族ぞくこそが、貴様にとっての絶ぜつ望ぼうであったのだ。ついに一人となり果てた我が血族である。

　血族は絶えても、我には仲間がいた。仲間の協力を得て、今貴様を滅ぼす」

　鍬くわを持った男は言いました。

「これで、全ては終わる。

　我等の命は、貴様の為にではなく、我等の為に栄さかえるのだ」

　刀かたなを持った娘むすめは言いました。

「これで全ては終わる。

　我等の涙なみだは、我等の業ごうによってのみ流される。貴様の為に流される涙は、もう一ひと粒つぶたりともあってはならぬ」

　旗はたを振ふりながら男は言いました。

「ここは、混こん沌とんの過ぎ去りし、人の世界。貴様が存在してはならぬ世界」

　バサバサ、バサバサと旗は鳴りました。

　旗の音に合わせて、横よこ笛ぶえが鳴りました。

　煙管きせるからは、霞かすみのように虚うつろな煙けむりが吐はき出されました。

　大きく矛を構え、男は言いました。

「さあ、全ては終わる」

　矛はズブリと、地面に横たわるものの、胸むねを刺さし貫つらぬきました。

　地面に横たわるものに痛みはありませんでした。

　ただ、矛が自分の命を吸い取っていくのを感じました。

　鍬が、地面に横たわるものに振ふり下ろされました。

「さあ、全ては終わる」

　鍬は武器ではありませんでしたが、鍬の刃やいばは、地面に横たわるものの体を引ひき裂さきました。

　幾いくつかの刃が、地面に横たわるものの体を傷つけました。武器の刃もあれば、武器以外の刃もありました。

　しかし、地面に横たわるものにとって、恐おそろしかったのは矛と旗でした。矛だけが、確実に命を奪うばい、旗だけが彼を消しよう滅めつさせられるのです。彼の命が消え去るほどに弱くなった時に、旗は刺されるでしょう。

　もはや、体は動きません。あまりにも大きな怪け我がを負っていたからです。

　傷がある限り、もう一歩も動けないでしょう。傷がある限り、世界の外に出るのも不可能でしょう。傷がある限り、時間の流れを渡るのも無理でしょう。

　もう、どこにも逃にげ場はないと、地面に横たわるものは、諦あきらめかけました。

「ぶぞげあ！」

　地面に横たわるものは、大きな声で鳴きました。

　次に娘むすめが刀を突つき刺しました。

　地面に横たわるものは、叫さけぶのを止やめました。命が尽つきたのではありません。

　この傷が癒いえるまで、ここから一歩も動けません。そして、誰だれが傷の癒えるのを待ってくれるでしょうか。

　しかし、それでも打つ手はあったのです。

　自分の体に刀の刃が沈しずむのを見て、それは優やさしく微笑ほほえみました。




　　　　二




　ぼたぼたと生なま温あたたかい雨が天から滴したたってきた。

　小高い丘の側そばの小川から外はずされた、水車の上に積つもった雪が、生温かい雨のせいで解とけていった。

　肌はだを切るような冷たい風と、生温い雨にさらされる感かん触しよくは不ふ快かい極きわまりなかった。

　ここは小高い丘の上、一人の男が雨の中、傘かさもささずに佇たたずんでいた。

　男の名は豹ひよう絶ぜつ。年の頃ころなら二十二、三の青年だった。だが、背中は力なく猫ねこ背ぜになり、年とし相そう応おうの覇は気きが全く感じられない。

　病的な感じはなかったが、絶望が服を着ているような男だった。

「あああ。なんてこった。とうとう雨まで降ってきちゃったじゃないか。

　あああ、もう駄だ目めだ。どうせこの雨も尋じん常じような雨じゃないんだろうな。

　春の雨だってもっと冷たいよ。どうしてこんなに温かい雨が真冬に降るんだ？

　そうだ、どうせ皆みんな死んでしまうんだ。いやだあ、そんなのいやだあ」

　豹絶は寝ね不ぶ足そくの時のように腫はれた目で、丘の周囲を見回した。特に、眼下に広がる村に注目した。そこには、普ふ段だんの生活があった。井い戸どから水をくむ者、洗せん濯たく物ものを干ほす者までいる。

　どうやら奇き妙みような雨は丘の上にだけ降っているらしい。

　自分が丘に立っているのを、村の連中には気付かれていないと、豹絶は確信した。

　もし、ばれたら、また厄やつ介かいな羽は目めになる。

　雨は、くるぶしの高さぐらいにまで積もっていた純白の雪をドロリと解かす。

　解けて水になった雪は、冷たい風を受け氷へと変わろうとする。

　空に雲はなく、太陽が照り輝かがやいていた。

　雨はどこから来たのか？　本当に雨なのだろうか？　雨について、疑問に思わないわけではなかったが、質問した所で何がどう変わるのだと、豹絶は考えた。

　何がどう狂っているかは、たいした問題ではない。

　何をどうすれば、元に戻もどってくれるかが、大事なのだ。

　思し案あんする豹絶の服の懐ふところがゴソリと動き、猫ねこの頭が顔を覗のぞかせた。

　極きよく端たんに熟じゆくした葡萄ぶどうのような、黒と赤が混じり合った奇妙な毛色をした猫だ。俗ぞくにいう鯖さば虎とら縞じまをしている。

　外の空気を吸えて満足したのか、猫は大きな欠伸あくびをした。

　豹絶が頭を撫なでてやると、猫は目を細めゴロゴロと喉のどを鳴らす。猫の機き嫌げんを確かめてから、豹絶は猫が雨に濡ぬれないように、再び懐の中へ猫を戻す。

　再び、思考は同じ所に戻っていく。

　何をどうすれば、元に戻ってくれるかが、大事なのだ。どうすれば？　どうすれば？

　豹絶は一人で言った。

「さあ、彩さい朱しゆ。窮きゆう屈くつだろうが、おとなしくしていてくれよ」

　絶望という感情をまといながらも、豹絶の心の奥おく深くは冷静に状じよう況きようを判断していた。




　豹絶の前には巨きよ大だいな岩があった。

　闇やみのような漆しつ黒こくの、巨大な岩だ。球形ではないが、表面はすべすべしている。

　色彩のない宝ほう石せきか、複雑な形に固まった黒い氷や結けつ晶しようを思わせた。

　小こ器ぎ用ような人間ならば、この岩の形を折り紙で再現出来たかもしれない。

　複雑ではあるが、組合わさる一つ一つの面は完全な平面であった。

　平屋の民家ぐらいの大きさで、岩と地面の間に化け物が挟はさまっている。




　化け物は狐きつねに似ていた。

　黄こ金がね色いろの毛皮に覆おおわれた顔は、まさに狐そのもので、瞳ひとみだけは人間だった。

　黒目と白目の割合が人間と同じ。それだけの理由で、化け物は異様な雰ふん囲い気きを周囲にばらまいていた。

　岩の下した敷じきになり、狐の化け物は首から上しか見えていない。

　天から滴したたる温かい雨が、仰あお向むけの狐の顔にも落ちていた。

　狐の化け物は、頭上に佇たたずむ豹絶に言った。

「……お前は豹絶なのか？」

　食当たりと宿酔ふつかよいが同時に来たような顔をして豹絶は答えた。

「そうだよ。俺が豹絶だ。……どうせ期待外れだったとでも思ってるんだろ。

　でも、俺が豹絶なんだよ。うるさいな、ほうっておいてくれよう」

　豹絶。この巨岩の封ふう印いんを施ほどこした男。狐も彼の名前と顔の特とく徴ちようは知っていた。

　確かにこの男は豹絶の特徴を持っている。だが、こんなに覇は気きのない男だったのか？　我われ等らをこの忌いま忌いましい岩の下に封じ込めたのは、こんなに頼たよりなさそうな男だったのか？

「なあ、豹絶。この岩を、どけてはくれまいか。こんな重い岩の下敷きになっている俺おれの身にもなってくれよ。

　そして我等を解放してくれよ。意地を張っても仕方がないだろうに。勘かん違ちがいしないでくれよな、これは脅きよう迫はくなんかじゃない。

　俺たちは仲間じゃないか。

　なあ、まだらの豹絶よ」

　化け物の口調は優やさしく静かだった。が、化け物の言葉を耳にした途と端たん、豹絶はさらに暗く落ち込んだ。嚙かみ締しめた歯の隙すき間まから、辛かろうじて言葉がこぼれる。

「俺はお前らの仲間なんかじゃないぞ。俺はれっきとした人間だ」

　化け物は答えた。

「言葉は正しく使うもの。それが『混こん沌とん』に対する第一の礼れい儀ぎだ。

　まだらの豹絶よ。お前は人間か？　正確には『かつては人間であった』か『今でも何割かは人間だ』ではないのか」

「俺は人間なんだってば」

「くっけっけっ。

　一応、判わかってはいるのだな、まだらの豹絶よ。

　俺は人間だ。と言えても、俺は普ふ通つうの人間だ。とは言ってないな。よいよい。不正確な事実は、少なくとも噓うそではない。

　混沌に対する礼儀に反してはおらぬ」
















　ぼたぼた、ぼたぼたと雨は降る。

　豹絶は濡ぬれた狐きつねの顔を見下ろした。

「人を迷まよわすのはやめてくれよ、それでなくても落ち込んでいるのに。あんまり怒おこらせるとその首を引っこ抜ぬくぞ」

　人の言葉を操あやつるのは、狐の肉体では難むずかしいのか、狐の口は柔やわらかいが容易に嚙かみきれない肉をもてあましているように動いた。

「やりたければどうぞ。

　それが意味のある行動ならばな。

　豹絶よ。首を落としても意味がないのは承しよう知ちしているだろ？

　普通の人間ならば、俺の首を斬きれば退たい治じ出来ると考える。

　だが、お前はそうは考えない。

　この状態の俺から首を落としても、人間が髪かみを切られたようなものだからな。

　それが判るのは、お前が俺らに近い証しよう拠こであろう。

　なあ、まだらの豹絶よ」

　狐は岩と大地の間にいる。

　下した敷じきであるのには違ちがいない。が、下敷きにされたのではない。

　岩と大地の隙すき間まからゆっくりと染しみだし、結果として下敷きの恰かつ好こうになっていたのだ。

　狐は吠ほえた。

「なんとも忌いま忌いましい封ふう印いんだ。こんな急場凌しのぎの封印、時間をかければ簡単に解けるのだぞ」

「お、脅おどかさないでくれ。その封印だって、命がけでかけたのに。

　簡単に解かれちゃ、ありがたみがなくなるじゃないか」

「……岩は何によって崩ほう壊かいするか判わかるか？　封印岩であろうがなかろうが、岩を崩ほう壊かいさせるもっとも有力な手段は何だと思う？」

「火薬か、つるはしかな」

　しっとりと、べっとりと、雨が狐きつねの毛皮を濡ぬらしていく。犬によく似た平らな肉色の舌を、狐はチロチロと動かした。

「違う。もっとも有効なのは『水』さ。

　水に耐たえられる岩は、陰おん陽みよう五行の法則の前に存在しないんだよ」

　豹絶の目に雨が入った。体温に近いせいだろうか、豹絶は自分が涙なみだを流しているような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「雨どいの下の石が、雨だれでへこんでいくと言いたいんだね。

　それで雨を呼んだのかい？　この奇き妙みような雨で、封印を解くつもりか。でも、悠ゆう長ちような話だね、まあ封印を解くのに雨を使って数百年かかるってんなら、無責任なようだけど、俺には関係ないや。

　どうせ寿じゆ命みようで死んじゃうんだから」

「それほど悠長な話でもない。ざっと三か月もあれば、この岩は割れる」

　豹絶はゆっくりと岩を見た。

　岩の表面を、それほど雨水が流れていない気がする。この雨は岩に吸い込まれているのか。

　狐の勝かち誇ほこった笑えみに、豹絶も笑顔で答えた。

「ならば、雨を呼んでいる、きみの頭を潰つぶす意味が出てきたな」

「生あい憎にく、呪じゆ文もんで雨を呼んでるんじゃないんで頭は無関係だよ」

「？」

「ここからじゃ見えないだろうが、尻尾しつぽも外に出ている。

　尻尾の揺ゆさぶりで雨を呼んでる。尻尾のうねりですら術を仕し掛かけられるとは、仙せん術じゆつのなんと偉い大だいなる事か」

「仙術とはでかく出たねえ。ならば、尻尾を切ってやるよ」

「俺の尻尾を切るのは大仕事だぜ。尻尾は全部で三十二本ある。

　岩の隙すき間まから出ている三十二本の尻尾をこまめに探すのは骨だぜ。

　それに、一本切っても、すぐに別のが別の場所に生えてくる。

　判わかっただろ。三か月後にこの封ふう印いんは解かれる。それはもう決まった事だ。誰だれにも覆くつがえせやしないんだ」

　この狐きつねの本当の姿を豹絶は想像してみた。

　頭の側そばに体があり、妙みように長い三十二本の尻尾があちらこちらから、岩の外にはみ出しているのだろうか？

　それとも、全く別の化け物なのだろうか？

　たまたま、顔だけが狐に類るい似じしている化け物なのか？

　豹絶はすぐに、狐の姿を知った。

　こいつは、ほとんど狐と同じ形をしていて奇き妙みようなのは瞳ひとみと伸しん縮しゆく自じ在ざいの長い尻尾だけだ。

　最初の想像でほぼあっているはずだ。

　狐の姿を確信する自分自身に、豹絶は嫌けん悪お感かんを覚おぼえた。

　妖よう怪かい、化け物がどんな姿をしているか、本当ならば判るはずがないのだ。

　狐に似ているのは顔だけで、胴どう体たいは馬うま、尻尾は蛇へびに似ていても、それは全く不思議ではない。

　化け物の姿が予想出来るのは、化け物と同じ感覚を持っているからではないのか？

　考えながら、豹絶の額ひたいを脂あぶら汗あせが流れ、左腕うでだけに鳥とり肌はだが立った。

　自分の想像が外れている事を豹絶は祈いのる。

「……岩の下のお前の姿を教えて欲ほしいもんだね」

「けけけ。だったら、この岩をどかしてみればいいじゃないか。

　ともあれ、時間は無む駄だにするもんじゃないぞ。

　なあ、まだらの豹絶よ」

　まだら。まだら。まだら。

　狐は自分を動どう揺ようさせる為ために『まだら』と呼び掛かけていると、充じゆう分ぶんに承しよう知ちしていた豹絶であったが、ついつい言葉に力が漲みなぎった。

「まだらと呼ばないでくれ、これでも気にしているんだ」

　逃のがさず狐の言葉が食らいつく。

「だって、まだらじゃないか。

　その無ぶ様ざまな影かげは一体なんだ？

　お前が化け物扱あつかいする俺でも、日の光に晒さらされれば、至し極ごく全まつとうな影が出来る。俺の姿にそっくりな完かん璧ぺきな影だ。

　それに比べて、豹絶よ。お前の影の何と無様な姿か！」

「うるさい！」

　生温かい雨の中、太陽は輝かがやいていた。

　当然、豹絶の影も伸のびていたが、狐きつねの化け物の言葉どおりにそれは、尋じん常じような影ではなかった。

　豹絶の姿から、それほど掛かけ離はなれているのではなかった。大体は豹絶の姿と同じだ。

　だが、影はまだらだった。

　木こ漏もれ日のように、豹絶の影の所ところ々どころに光の塊かたまりが零こぼれている。

　もし、そんな影を作ろうと思うのならば、豹絶の全身には無数の風穴が開いている必要がある。

　穴だらけの人間の、まだらな影ならば、異様であっても異常ではない。

　豹絶の体に風穴は一つもない。

　袖そでの上から左腕を撫なでつつ、豹絶は呼吸を深く吐つく。

　豹絶の心を充分揺ゆさぶったと判断した化け物は、声こわ色いろをさらに優やさしい物に変えた。

「さあ、抗あらがうな豹絶。我われ等らの大たい帝ていに従したがうのだよ。大帝の力を以もつてすれば、お前も普ふ通つうの人間に戻もどれる。

　お前の女も元に戻れるんだ。さあ、あのお方に縋すがるんだ。そうすれば、苦しみから解放されるのだ」

　豹絶は静かに言った。

「俺にも儀ぎ堂どうのようになれと？」

　儀堂。かつての友。そして裏切り者。

「そうだ。儀堂殿どのは貴様より、遥はるかに聡そう明めいなお方だ。いち早く大帝の偉い大だいさを理解なされて、人間でありながら陰おん陽みよう官かんの役職につかれたのだ」

「陰陽官って何だよ？」

「大帝は、あまりにも全すべてを超ちよう越えつしておられるのだ。正しよう直じきな話、思考の形一つとっても、我等、弱小の鬼き怪かいの理解を超こえておられる。

　鬼怪と大帝の間に入り、互たがいの意い志し伝でん達たつを引き受ける役職だ」

　そうさ、儀堂は賢かしこい男だ。そっちに付く方が遥かに得だからな。

　だがな。

「するとなにか？　お前ら化け物……鬼怪というのか。は、直接大帝の指示を受けているんじゃないのか。

　ならば気をつけろよ。大帝の名を借りて、儀堂に利用されるかもしれんぞ？」

「馬鹿め。大帝がそのような行動を許ゆるされるはずがない。

　豹絶よ。知っているぞ。貴様が我等と敵対して、人の為ために尽つくしているというのに、とうの人間たちは」

「言うな！」

「とうの人間たちは、貴様を我等の同類と考えているではないか。

　宝ぱお貝ぺいの力を借りて、我等を狩かろうとしている村の連中は、貴様も標的にしているのではないか？」

「ああそうだ。そのとおりだ。だが、誤解はいつか解ける」

「甘あまいな。俺が狐きつねに似た鬼怪であるように、貴様は人に似た鬼怪と思われているのだぞ」

「……万が一、誤解が解けなかったとしてもだ、俺は貴様らの仲間にはならん。

　誰だれのせいで、俺がこんな姿になったと思ってる！　全ては静せい嵐らんのせいじゃないか！」

　静嵐という言葉に、化け物の顔に初めて怒いかりが浮うかんだ。

「貴様、軽々と大帝の名を口にするな。

　しかも呼び捨てにするとは、なんと恐おそれ多い事か！」

「で、結局偉い大だいなる静嵐の下げ衆す野や郎ろうは、一体何を望んでいる？　この世の破は滅めつかい？」

「お前は大帝の望みを知っているのではなかったか？」

「信用など出来るか。まあ、噓うそではないのかもしれないが、その望みの先を知りたい。

　恐れ多い静嵐のなまくら刀が、なんたら刀という刀の破は壊かいだけを望むというのか？」

　狐はゆっくりと冷静さを取り戻もどしていた。

「なんたら刀ではない。殷いん雷らい刀とうだ。

　殷雷刀の破壊が、大帝の唯ゆい一いつの望みと言ってもよい」

「そんな刀を壊こわしたところで何になる？　刀を壊せばこの世はどうなる？」

「その答えは大帝の心の中にのみある」

　豹絶と狐の間に沈ちん黙もくが広がった。

　雨の音だけが世界に響ひびく。




　　　　＊




　雨はさらに降り続いていた。狐の言葉が真実ならば、この雨は三か月は降り続けるのだろうか。

　豹絶に見下ろされている狐は言った。

「何度もいうが、もはや抵てい抗こうは無意味なのだぞ、豹絶よ。

　三か月の月日などすぐに過ぎる。今すぐにこの封ふう印いんを解除してくれれば、お前に大帝は褒ほう美びを与あたえてくださるかもしれないぞ。

　大帝は心の広いお方だ。

　封印を施ほどこしたお前に対しては怒いかりをお持ちであろうが、大帝の強大さを認め、従したがうのならば大帝は許してくださるであろう」

「…………」

「くっけっけっ。

　それとも何か？　封印が切れる三か月の間に、助けが来るとでも信じているのか？

　あわや、あと数刻で、岩が消し飛ぶその時に助けが来るとでも？

　そんな芝しば居いみたいな話があると信じているのか？」

「…………」

「答えろ、豹絶！」

「……そう、都つ合ごうよくはいかないだろうな。封印が解ける寸前に助けが来るなんて、ありえないだろうね」

　狐きつねは少し疑ぎ惑わくの表情を浮うかべた。

　豹絶とまともに口をきいて、まだ一刻も過ぎてはいない。

　その短時間の間で豹絶の気き迫はくの強さを、狐は感じとっていた。仙せん術じゆつ的てきな感覚や、化け物独自の習性で気迫を知ったのではない。

　狐は豹絶の声で、その魂たましいの気迫の強さを確信していたのだ。

　男にしてはそれほど低い声ではない。ただとてつもなく深い声だった。巨きよ大だいな楽器から繰くり出される音に似ている。音自体の大きさは普ふ通つうでも、音の質が普通の物とは完全に違ちがう。

　頼たよりなさげな風ふう貌ぼうと、声が全まつたく一いつ致ちしていないのだ。

　狐の疑惑をよそに豹絶は、恐おそろしく深い声で弱音を吐はいた。

「判わかった。岩の封ふう印いんを解いてやる。今まで重くて大変だっただろ」

　豹絶は右手を軽く上げた。

　ゆったりとした袖そでの着物が、肘ひじまで軽くめくれ、日に焼けた右腕うでが現れた。

　そして、そのまま指を鳴らし、叫さけぶ。

「よし！　もういい制せい流りゆう旗き。御ご苦く労ろうだった。封印を解除してくれ！」

　しばしの間。

　続いて地じ響ひびきが起き、狐の上の巨大な岩がゆっくりと宙に浮ういた。途と端たんに今まで漆しつ黒こくであった岩から色が消え、水すい晶しようのような透とう明めいな岩になる。

　いや、岩は元々透明であったのだ。

　岩の下には岩と同じ大きさをした、黒い物があった。見ただけでは、それが巨大な穴なのか、黒く平らな物かが判断出来ない。

　岩の下の狐きつねの姿は、豹絶の予想どおりの物だった。黒い円の上を三十二本の尻尾しつぽが四方に広がっていた。その姿は植物の根を思わせる。

　尻尾たちは、ひゅるひゅると、音を立てて元の長さに戻もどっていく。

　透明な岩はさらに上じよう昇しようを続けた。

　狐の尻尾はあまりにも多すぎた。ちょこんと座すわる狐と、その背後でのたうつ無数の尻尾が一つに繫つながっているとは、にわかには理解出来ないだろう。

　宙に浮かぶ巨きよ大だいな岩。その下には無数の尻尾をもつ狐が静かに座っている。

　狐が持つ人間の瞳ひとみは、油ゆ断だんなく豹絶を見つめていた。

　ざわめきが、岩の下の黒色から響きはじめた。

　うわん、うわん。と、奇き妙みような音だった。小さな小さな虫の羽音が無数に集まった音か、か細い囁ささやき声が、数多く集まり発生するざわめきに似ている。

　余あまりにも岩の動きがゆったりとしていたので、豹絶は右手を下ろした。

「やはり、制流旗に封ふう印いんの仕事は荷が重すぎたのかな？　動作が遅おそくなってる。

　宝ぱお貝ぺいとはいえ、汎はん用よう性せいによりかかっちゃいけないのだな」

　豹絶が制流旗と呼んだ岩が、空中でゆっくりと分解していった。

　岩を作り上げていた全すべての面が、他の面との接せつ触しよくを解除したのであった。

　がらんどうだった岩は、無数の透明な板に姿を変える。

　透明な板を一いつ瞬しゆん、七色の光が縁ふち取どり、続いて板は張りを失いグニャリとなり、代わりに色を得た。

　狐の視線を楽しむように、豹絶は吞のん気きに言った。それは敗北を認めた男の声には思えなかった。

「ほお、制流旗はああやって変形していたのか。この前は一瞬で変わったからよく判わからなかったんだ」

　柔やわらかな板の上に色が乗る。板によって赤やら黄色など色が違ちがっていた。

　それはもはや、板ではなく布であった。大きな布は小さく裂さけ、それぞれが短たん冊ざくのようになった途と端たん、全ての布は豹絶の足元目め掛がけて落下した。

　落下の砂ぼこりが消えた頃ころ、そこには一ひと竿さおの旗はたが転ころがっていた。

　通常の一枚布の旗ではなく、無数の細布をまとわりつかせた旗だ。

　布のそれぞれは、朱しゆ色いろや青色などの派は手でな色しき彩さいであり、一枚ずつ複雑な文字が記しるされている。

　豹絶はチラリと制流旗を見た。

　雨にさらされ、ほんの僅わずかだが布がほぐれかけている。宝貝たる制流旗が尋じん常じような水でほぐれるはずがない。

　狐きつねの術はやはり有効だったのか。

　狐の背後のざわめきがさらに大きくなっていった。

　狐は言った。

「何をたくらんでいる？」

「意外と、妖よう怪かいというのは慎しん重ちようなんだね。いや鬼き怪かいだったか。

　岩がなくなれば喜んであふれでると思ったのにな」

「何をたくらんでいる、まだらの豹絶！」

　黒い円の中の無数の視線を豹絶は感じた。

「狐よ。『芝しば居いのように都合よくいかない』って意見には賛成してやるよ。

　だからお前も、『芝居のようにそうそう都合の悪い危機が訪おとずれやしない』って意見に納なつ得とくしてくれ。

　三か月も待つ必要などないんだ」

　豹絶は左袖そでを一気にまくった。

　腕には虎とら模も様ようを思わせる、黒い縞しまが浮うき出ていた。

　その模様が入いれ墨ずみではないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。縞は皮ひ膚ふをはいずるように刻こく一いつ刻こくと動き続けていたのだ。

　まだらに欠かけた影かげを持つ男、豹絶。

　欠けた影は豹絶の肉体にこびりついているのだ。

　縞は嵐あらしの前の雲のように素す早ばやく無む秩ちつ序じよに動き、豹絶の掌てのひらや爪つめにまで広がっていった。

　狐が笑う。

「さあ、どうするつもりだ豹絶、まだらの豹絶、虎とら嚙がみの豹絶、黒手の豹絶、いいや、化け物の豹絶よ！」

　苦く悩のうと絶望を友にし、豹絶は笑う。

「とても、怖こわい事をするんだよ」




　　　　三




「だいたい、あんたのせいで、豹ひよう絶ぜつを仕し留とめそこねたのよ！」

「目め茶ちや苦く茶ちやな事を言うな！　俺おれと豹絶が戦っている最中に、いきなり現れたのはお前じゃないか！　そのせいで、俺は豹絶に負けたようなもんだ！」

　男と女は言い争っていた。

　小こ麦むぎ粉こを詰つめ込んだ袋ふくろが、山積みにされている倉庫の中に、男と女は閉じ込められていた。

　そんなに頑がん丈じような倉庫ではない。鍵かぎが掛かかっていたとしても、充じゆう分ぶんに蹴け破やぷるのは可能だっただろう。

　だが、男と女は互たがいに背中を向けたまま、縄なわで縛しばりつけられていたのだった。

　足は自由に動くのだが、立ち上がる事すらままならなかった。

　女は背後の男の、煙草たばこの臭においが嫌きらいであり、男は背中の女の化け粧しようの臭いにめまいがしていた。

　もう少し、互いに協きよう力りよくすれば背中向けのままで立ち上がれたかもしれないが、二人は相手の素す性じようを全まつたく知らず、警けい戒かい心しんを解くわけにはいかなかった。

　女は言った。

「何が、豹絶と戦っていた、よ。私が来た時にはどうみても劣れつ勢せいだったわ」

　女の言葉がぐさりと男の胸むねに刺ささる。

「た、確かにそうかもしれなかったけど、勝負はついちゃいなかったんだ。それをお前が」

　いい加か減げん怒ど鳴なるのにも疲つかれたので、女は優やさしい声で、男の後こう頭とう部ぶに自分の後頭部をぶつけながら言った。

「あんたに、お前呼ばわりされたくなんかないわよ！」

　それをいうなら、俺おれも、あんた呼ばわりされたくないと思いつつ、男は答えた。

「判わかった。俺の名前は願がん月げつ。そっちの名前は？」

「……柴さい陽よう」

　ふてぶてしい態たい度どの割には、可愛かわいらしい名前じゃないかと、願月は考えた。

　こうやって、豹絶にふん縛じばられて柴陽と数刻も一いつ緒しよにいるが、ろくに顔も見てない事に願月は気がついた。

　化粧の臭いが鼻につき、それなりの年ねん齢れいの女だと思い込んでいたが、意外に若いのかもしれない。もしかしたら、二は十た歳ちにもなっていないのか？

　願月に悪あく態たいをつくのにも飽あきたのか、柴陽の言葉はだんだんと愚ぐ痴ちになっていった。

「本当にもう、訳わけが判わからないんだから。第一どうして、九きゆう天てん象しようの情報とこんなに食い違ちがっているのよ！

　人を疑うたがう事も知らない、田舎いなか者ものの宝ぱお貝ぺい所持者がうようよいるからって、喜よろこんで仕事を引き受けたのに！

　あんな豹絶みたいに変なのがいるなんて一言も聞いてなかったわよ！」

「……田舎者扱あつかいとは酷ひどいな」

「一応、確かく認にんしておくけどさ、豹絶もあんた……願月もこの村の人なんでしょ？

　まさか、この村にある宝貝を狙ねらって来た余よ所その人間じゃないんでしょ？」

「まあ、そうだな。

　豹絶はここの生まれだ。俺は生まれはここじゃないが、別に宝貝を求めてやって来たわけじゃない」

「じゃあ、どうしてこの村に？」

「……俺は元もと々もと、武む者しや修しゆ行ぎようで放ほう浪ろうの旅をしていたんだが、この村が気にいったんで、しばらく厄やつ介かいになっているんだ」

　生まれたのがどこであろうと、柴陽には関係がなかった。願月がどこの出身であろうとも、今は村の味方、すなわち柴陽にとって敵に近い存在なのだ。

「そんなに居い心地ごこちのいい村なのかしらね。

　どこにでもある特とく徴ちようも何もない村。貧びん乏ぼうでもなければ、裕ゆう福ふくでもない」

　願月は疑問を覚おぼえた。

「待ってくれよ。間違っても、ここはそんなに裕福な村じゃないぞ。土があんまり良くないんだ」

「知ってるわよ。赤土ばっかしじゃない。

　でも、私はこの村の特徴を、そう教えられていたのよ。

　場所だって間違いなくここなのに！」

「教えられたって、誰だれに？」

「そりゃ、軒けん轅えんの……」

　はずみで口を滑すべらしそうになり、柴陽は慌あわてて言葉を吞のみ込んだ。今、素す性じようがばれてしまえば厄介な事になるかもしれない。

　頼たのみの綱つなである彼女の宝貝、恐きよう波は足そくは豹絶に奪うばわれてしまっているのだ。

　柴陽は会話を誤ご魔ま化かす。

　床ゆかには一本の矛ほこが転がっていた。槍やりよりも平らな刃やいばを持った矛だ。朱しゆ塗ぬりの長い柄つかのどこにでもありそうな矛であったが、ただ一つだけ刃の輝かがやきは尋じん常じようではなかった。

　薄うす暗ぐらい倉庫の中で、蛍ほたるのようなうっすらとした緑色が浮うかび上がっている。

　その矛を顎あごで差し、柴陽は願月に問い掛かけた。

「それより、あれも宝貝なんでしょ？」

　顎で差されても、柴陽の後ろの願月には見えていなかったが、女が何を示しているのかは判わかった。

「あぁそうだ。俺の宝貝、怪かい吸きゆう矛ぼうだ」

　柴陽はつまらなさそうに言った。

「どうせ、たいした宝貝じゃないんでしょ」

「なんだと！」

「だって、そうじゃない。

　豹絶は、私の宝貝、恐波足は持っていったのに、願月の怪吸矛は置いていったのよ。

　名前はご大たい層そうだけど、どうせたいした宝貝じゃないからよ。豹絶にとっては役に立たないのよ」

「なんてことを言いやがる。そりゃまあ、怪吸矛は使用者の能力を引き上げたりはしないが、それでも」

「いいわよ。聞きたくもない」

「豹絶が怪吸矛を置いていったのは、あいつは既すでに武器として使える宝貝を持ってるからであって」

「だから、説明はいいって。

　それより、一番不ふ思し議ぎなのは、どうして豹絶と願月が戦っていたのよ？　何か理由があるんでしょ。

　仲間だ、どうだ、なんてどうでもいいけどさ。争あらそう理由が知りたいの」

　この質問に、珍めずらしく願月はすぐに返事をしなかった。

　願月の背中が、わずかに緊きん張ちようしたのを柴陽は感じとる。同じ村の人間が戦うのにはやはりどうしようもない理由があるのだろう。

　豹絶、願月、そして自分の三つ巴どもえの戦いを柴陽は思い出していた。願月に比くらべて、豹絶の強さは宝貝の強さというより、豹絶自体に尋じん常じようならざる能力があったように思えた。

　そこらへんに理由があるのか。

　願月が答えないので、柴陽は言葉を続けて言った。

「別に答えなくてもいいわよ」

「……さっきから、こっちの事を根ね掘ほり葉掘り聞いてるが、俺としちゃ、そっちの正体が気になってるんだぜ」

　願月は基本的に善ぜん人にんだと、柴陽は嗅かぎとっていた。

　豹絶と願月は知り合いであり、その知り合いと戦うにはそれなりの理由がある。本人が戦いを望んでいないのは、今までの態たい度どで明らかだ。願月は豹絶と戦う事に悩なやみを持っている。




　悪人ならば悩なやみはしない。悩まずに迷まようだけだ。




　なぜなら、悪人は、自分が成さなければならない事と、自分の望のぞむ事が常に同一だからだ。

　善人だけが、時に成さなければならない事と、自分の望む事に矛む盾じゆんを抱かかえ込む。




　これ以上相手を探さぐるには、自分の素す性じようも話さなければならなくなるだろう。

　その危険を冒おかす訳わけにはいかなかった。

「私の正体なんか、知ってもどうにもならないわよ」

「誤ご魔ま化かすなよ」

「……いい？　今は、この倉庫から脱だつ出しゆつするのが、一番大事な事でしょ？」

　深く深く、女は考えた。もし、この縄なわが解ほどけ、怪吸矛を自分の手に取り戻もどしても、願月は矛ほこを突つきつけて私の素性を白はく状じようさせはしないだろう。

　善人であり、甘あまい男だ。それに、どことなくボヤッとした部分がある。

　だが、それでも縄から抜ぬけ出して、なおかつ怪吸矛を奪うばうのはいくらなんでも不可能だろう。

　もし、そんな素そ振ぶりを見せれば、いかに甘い男でも私に矛を突きつけるはずだ。

　今はこの倉庫から逃にげるだけで、満足しなくてはいけない。

「ねえ、願月。あの怪吸矛は動かせるの？」

「……命令すれば、飛んでくる」

「！　そんな能力があるなら、さっさと縄を切りなさいよ！」

「……投とう擲てき用の槍やりじゃなくて、矛だからな。触ふれずに飛ばすなんてのは、オマケの能力でしかない。

　だから、狙ねらいがちょっと甘いんだ。さすがに使用者たる俺に刃やいばが当たる事はないだろうが、柴陽よ。縄を切るつもりが、あんたごとぶったぎる可能性が無い訳じゃない。

　それでも良いというんなら」

「いいわけないでしょ！」

「判わかってる。だから、こうしよう。

　怪吸矛！　射しや出しゆつ準備！」

　途と端たん、地面に転がっていた怪吸矛はユラリと宙ちゆうに浮うかんだ。

　地面に平行になり、人間の腰こしの位置ぐらいでピタリと止まる。呼吸をするように、刃の緑色の光が僅わずかに明めい滅めつしている。

「この準備の態勢のまま怪吸矛を固定させておいて、こっちから動いて縄を刃にこすりつけて、切ろう。それが一番確実だろ」

「判った。それじゃ、どうにかして立ち上がった方がいいね。

　よし、私は膝ひざを胸むねに付けて、丸くなるからさ、願月は私を背せ負おって立ち上がって。

　立ったら私は足を伸のばす。これなら、どうにか立てるでしょ？」

「うむ」

　早さつ速そく、柴陽の指示通りに願月は動いた。手足をまるめた柴陽を、まるで薪たきぎの束たばを背負いながら立ち上がるように、願月は動く。

「いいわよ、その調子！」

　が、意外に体力がないのか、そのままフラフラとよろめいた。

「！」

　叫さけぶ間もなく、願月は小麦粉の袋ふくろの上に見事に転び、その弾はずみで袋は破れ、柴陽は粉まみれになった。

「……油断したわ。武む者しや修しゆ行ぎようやなんかだって言ってたから一応、武人だと思っていたのに何よその力のなさ！」

「す、すまん。どうも最近、体力が衰おとろえてきてな」

「それじゃ、豹絶に負けて当然よね」

「なんだと！」

「だってそうでしょ！」

　かくて幾いく度どとなく繰くり返された、背後の相手への罵ば倒とうが始まった。

　しばしの間。

「あまりにも不ふ毛もうね。ともかくもう一度、やってみて頂ちよう戴だいよ。

　ともかく、あんたが立ち上がってくれればどうにかなるんだから！」

　そして、数度の挑ちよう戦せんの後、ついに願月と柴陽は立ち上がる事に成功した。

　一度立ち上がりさえすれば、縄なわを切るのはそれほど難むずかしくなかった。

　怪吸矛で切れ目を入れ、後は力ちから任まかせにもがくだけで、縄は呆あつ気けなく解ほどけた。

　跡あとがついてるんじゃないかと、柴陽は腕うでをさすったが、軽く赤くなっているだけで内出血はしていないようだった。

　怪吸矛を拾う願月を横目で見ながら、柴陽は言った。

「ねえ、これからまた、豹絶を追うんでしょ？　一いつ緒しよに行きましょうよ」
















　当然、願月も豹絶を追い掛かけると思っていた柴陽であったが、男は首を横に振ふった。

「いや。とりあえずの目的は、倉庫の中に潜ひそんでいる豹絶を倒たおすという、指令だった。

　失敗したからには、さらに指示を仰あおがなければならない。

　豹絶を仕し留とめ損そこなった報告をしに、俺は環かん樹じゆ老ろうの所に戻もどる」

　環樹老。またしても、柴陽の知らない言葉が出てきた。その人物の指さし図ずで、願月は豹絶を狙ねらっているのか？

　ともかく、この倉庫で無む駄だに過ごした時間が長すぎる。柴陽は、この村の素す性じようを調べるよりも豹絶を追う方を優先したかった。

「なによ、豹絶を仕留めたら失敗の報告なんかしなくてすむんでしょ？

　だったら、一緒に豹絶を追おうよ」

「いや、駄目だ。深追いは厳禁だと注意されている」

　ふん。と柴陽は鼻を鳴らした。

　環樹老だかなんだか知らないが、命令で動いているだけの男だったのか。命令で嫌いや々いやながら豹絶と戦っていたのか。

　善人だ悪人だという次元の話ではなかったのだ。その環樹老とかいう奴やつが怖こわくて、その指示に逆らえないだけの男だったのだ。

　柴陽は、願月を見み損そこなった。

　納なつ得とく出来ない指図に従うような人間は、柴陽は嫌きらいだった。

「そう。ならば好きにしたら。

　私は豹絶を追って、恐波足を取り返すからね！」

　倉庫の扉とびらを蹴け破やぶりながら走り出す柴陽の背中に向けて、願月は叫さけぶ。

「待て、豹絶に関かかわるのは危険過ぎるぞ！」

　こんな言葉で考えを変えるような女ではないのは、願月にも判わかっていた。

　願月はしばし悩なやむ。

　柴陽と共に豹絶を追うか、このまま環樹老のもとに戻るか。

　怪吸矛を大きく振ふり回し、願月は迷まよいを断たった。

　今は環樹老への報告が、最優先されるべきだ。

　豹絶に関わるのは危険過ぎる。

　願月は柴陽に言った言葉を深く考えた。

　言葉に噓うそはない。だが、豹絶が危険なのではなく豹絶の周辺が危険過ぎるのだ。

　願月は豹絶の命を狙ねらっていながら、豹絶という人間を信しん頼らいしてもいた。

　豹絶ならば、柴陽を守ってくれるだろう。

　矛ほこを抱かかえ、願月は環樹老のもとへと駆かけ出していった。




　　　　＊




　やっと見つけた井い戸どで、小麦粉まみれの顔はなんとかしたが、髪かみを洗う暇ひままではない。なぜ、こんな目に合わねばならぬのだと、柴さい陽ようは怒いかりを新たにした。

「どこだ、あの縞しま々しま男め！」

　大声で悪あく態たくをついてみたが、怒りは全然収おさまらない。その怒りは、本当は豹ひよう絶ぜつではなく願がん月げつに向けられた怒りでもあった。

「待ってろよ！　宝ぱお貝ぺいを取り返してくれちゃうからね」

　そして、ボタボタと雨が天から滴したたり落ちて来た。

　柴陽の頭を冷やせるような雨ではなく、人ひと肌はだに近い温い雨だった。

「あぁ、もう本当についてないわね。小麦粉をはたき落としたと思ったら、今度は雨？

　いい加か減げんにしてよ！」

　旅の荷に物もつは、村外れの林の中に隠かくしてあった。わざわざ、化け粧しよう道どう具ぐや着き替がえを取りに林に戻もどる暇はなさそうだった。

「……なによ、この変な雨は！」

　生温かい雨の中、柴陽は周囲を見回した。

　願月を怒ど鳴なりつけて倉庫を飛び出したのはよかったが、一体豹絶はどこにいるのか？

　近くに豹絶の姿はない。だが、女はすぐに豹絶の居場所を思いつく。

『奴やつはこの辺りで一番、怪あやしい場所にいるはずだ！』

　それは、根こん拠きよも何もない直感に過ぎなかった。願月と話す事により柴陽は、余よ計けいに豹絶の素す性じようを摑つかみ兼かねていたのだ。

　もし、豹絶が他人に害を加える宝貝の使い手ならば、同じ村の願月が豹絶を狙ねらったとしても理解出来る……いや、正確には豹絶を倒たおせと環かん樹じゆとかいう爺じいさんが願月に命令を下したのも理解出来る。

　が、願月は悩なやんでいた。ならば、環樹が悪人なのか？　それも変だ。

　願月は悪人に従うような男じゃない。

　無意識の内に願月を弁護しようとする、自分の心に柴陽は余計に腹がたった。

　ともかく願月は関係ない。豹絶について考えるのだ。

　素性が判わからぬ、怪あやしい豹絶。怪しい奴がいるのは、やはり怪しい場所ではないのか？

　それは、こじつけでしかなかった。

　女が知っている、この付近での怪しい場所は一つしかなかった。

　村外れの丘にある、黒い巨きよ岩がんだ。

　これ以上考えても仕方がない。心当たりはそこしかないのだ。

　柴陽の勘かんは鋭するどかったが、それはいささか中ちゆう途と半はん端ぱな鋭さだった。




　真に鋭い直感を持つのならば、その岩の周囲には近寄らなかったであろう。




　　　　＊




　柴陽は人ひと影かげを見つけた。巨岩のある丘の上で一人佇たたずんでいるようだ。雪を蹴け散ちらし女は走る。

　人影は間ま違ちがいなく豹絶だった。

　最初に出会った時は、ちょいと寡か黙もくないい男と、思っていたが、宝貝をふんだくられ倉庫に閉じ込められ、小麦粉塗まみれになり雨でずぶ濡ぬれになった今では、無ぶ愛あい想そうで嫌いやな男としか見えなかった。

　女の頭の中では全すべてが『豹絶のせい』になっていたのだ。雨が降るのも豹絶のせい、仕事を失敗したのも豹絶のせい。

　豹絶の髪かみはそれほど長くはなかった。雨に濡れた髪も、手て櫛ぐしで梳すく程度でいつもの髪型に戻もどるだろう。

　歯を食い縛しばりながら不敵に笑うのが、似合いそうな形のいい頰ほおと顎あごを持っている。

　豹絶を見つけた喜びで、柴陽は肝かん心じんな物を見落としていた。丘を登るこの角度で豹絶の横顔を見てとれるのなら、当然巨岩も見えなければならないはずなのだ。

　女の瞳ひとみには、豹絶の姿しか映うつっていなかった。巨岩の姿はない。

　走りながら柴陽は叫さけぶ。

「見つけた！　私の宝貝を返しなさいよ！」

　豹絶は慌あわてて声がした方角を見る。えっちらおっちら一人の女が丘を登のぼっている。

「あ、昨日きのうの女！　どうやって抜ぬけ出したんだ！」

　柴陽は奇き妙みような違い和わ感かんを感じた。そう、目の前にいるのは確かに豹絶だ。顔形も昨日と全く一いつ緒しよだ。

　だが、何かが完全に違う。昨日、豹絶の体からはほとばしるような気き迫はくがあった。

　願月を軽く圧あつ倒とうしていた、あの気迫が今は全く感じられない。

　もしも、誰だれかがこの男は豹絶にそっくりの別人だと、力説したなら納なつ得とくしたかもしれない。

　昨日の豹絶は背せ筋すじのシャンとした、腰こしの据すわった男だった。

　こんな行き倒だおれ寸前のような、フラフラの男ではない。

　しかし、男は柴陽を見知っているようだ。やはり男は豹絶だ。この数刻に何かあったのだろうか？　どちらにしろ、女にとってそれは問題ではなかった。

「うるさい！　宝貝を返せ、この泥どろ棒ぼう！」

「誰が泥棒だ。人の宝貝を狙ねらうお前こそが泥棒じゃないか。……いや、そんな事はどうでもいい！　ここに来るな、危あぶないぞ！」

　さらに丘を登る女。そうだ、昨日の豹絶と決定的に違ちがうのは、顔の入いれ墨ずみだ。と柴陽は気づいた。

　豹絶の頰ほおには、黒い線の入れ墨があった。奇妙な模様の入れ墨が、この男にはない。

　が、柴陽は少し考え直した。入れ墨がないから別人というより、昨日の入れ墨が実は入れ墨ではなかったのではないか？

　顔料で描えがかれた奇妙な模様が、この雨に当たって流れただけなのかもしれない。

「なによそれ、ともかく私の宝貝を返しなさいったら！

　軒けん轅えんに逆らうとどうなるか、思い知らせてやるからね！」

「軒轅だか何だか知らないけど、ここに来ちゃ駄だ目めだ！　化け物に喰くわれる」

「ほっほっほ。

　いうにことかいて、お化けがいるから近寄るなですって？　ふん！　逃にげようったって無む駄だだからね。

　だいたい、何が危な……！」

　女は丘を登り切った。

　広がる視界には、豹絶の姿と黒い円の中の奇き妙みような狐きつねの姿が見えた。

「わ、化け物！」

　左袖そでをめくったまま、狐との視線を外さずに、豹絶は女の側そばに寄った。

「判わかったら帰るんだ！」

　口をパクパクさせて、慌あわてていた柴陽だったがどうにか平静を取り戻もどす。

「ほ。ほ。ほ。

　ふ、ふざけるんじゃないわよ。豹絶、あんたみたいな迷めい信しんに凝こり固かたまったような田舎いなか者ものならいざしらず、私は妖よう怪かいなんて信じないんだからね」

　豹絶と狐は唐とう突とつに現れた第三者の扱あつかいを決め兼かねていた。

　なぜ、ややこしい時に限って、さらにややこしい奴やつが現れるのだろうかと、豹絶は歯をギッと嚙かんだ。

「信じる信じないじゃない。そこに妖怪がいるだろ！

　あ、本人いわく、鬼き怪かいだそうだが」

「お黙だまんなさい、田舎者！　私はこう見えても軒轅の幹部なのよ！　あんたが知らない知ち識しきだっていっぱい持っているんだから！

　本来、妖怪というのは天と地、陰いんと陽ようの淀よどみの中に生まれる存在なのよ。

　地上に仙せん人にんがいた太古の昔なら、いざ知らず、この御ご時じ世せいに妖怪が存在するわけがないじゃないの！

　この世界は堅けん牢ろうなの！　妖怪が存在出来るような不安定な世界じゃない！」

　女のキンキン声に、少しうんざりした豹絶は、少し意い地じ悪わるく尋たずねた。

「じゃ、きくぞ。

　妖怪がいないのなら、そこにいる狐もどきは一体何なんだ？　珍めずらしい狐で説明がつくような代しろ物ものじゃない」

　勝ち誇ほこったように、柴陽は言った。

「決まってるでしょ。

　宝ぱお貝ぺいが化けているのよ。田舎者は知らないかもしれないけど、ある種の宝貝は動物の形をとったりもするんだからね！」

　次に口を開いたのは、豹絶でも女でもなかった。

　狐は言った。

「とんでもないとんでもない。俺おれは鬼怪なんだってば。

　正しよう真しん正しよう銘めいの鬼怪だ。宝貝なんかじゃない」

　女はかたくなに信用しなかった。

「じゃ、じゃあ宝貝で造られた、妖怪の贋にせ物ものよ！」

　狐は興味深そうに女の顔を見て、説明を始めた。

「妖怪じゃなくて、鬼怪だってば。

　少し正解で大きく不正解だな、お嬢じようさん。

　知識はそれだけでは善でも悪でもない。

　知識を統すべる知性の輝かがやきが鈍にぶいようだね、お嬢さん。

　人の世界は堅牢で、妖怪や鬼怪がゴロゴロ存在出来るような脆ぜい弱じやくな世界ではない。これは正解。

　俺が妖怪や鬼怪ではない。これは不正解。

　導き出される結論は何かな？」

　知性の輝きが鈍いと言われた柴陽だが、狐の言葉の意味は正確に理解した。

　簡かん単たん明めい瞭りよう答えは一つ。

　だが、その答えを認めるのはとてつもない恐きよう怖ふであった。

　ありえない事が、目の前で起きている。それは宝貝のせいだろう。ならば、その宝貝がしでかしたのは……

「そんな馬鹿な！」

　狐きつねは笑う。

「くっけっけっ。

　左さ様よう。我われ等らが静せい嵐らん大たい帝ていは、宝貝でありなおかつ、この堅けん牢ろうな世界を破は壊かい出来る能力を持つお方。混こん沌とんの具ぐ現げん者しやにして、混沌を支配なさるお方だ」

　やや錯さく乱らんしながら、女は豹絶をポカポカ殴なぐった。

「ちょっと、縞しま々しま男！　あんたもこの狐に何か言い返しなさいよ！」

　邪じや魔ま者ものと遊ぶ時間はそろそろ終わりだと、豹絶は判断した。

　豹絶は柴陽に言った。

「言い返しても仕方がない。

　こいつの言ってるのは事実なんだ。

　あの黒い円の奥おく深ふかくには、静嵐がいる」

「あ、あの円？　あれって穴か何かなの？　目がチカチカしてよく判わからないわよ！」

「あれは『黒くて丸いもの』。穴といえば穴だし、門といえば門。僕ぼくは見た目と広さが釣つり合わない、底そこ無なし沼ぬまのようなものだと理解しているけどね。

　あの円の中で静嵐は混沌を解放しているんだ。この鬼き怪かいはその先兵さ。

　やがて世界は混沌に吞のみ込まれる。

　あああ、やっぱり皆みんな死んじゃうんだ」

　女の登場に痺しびれを切らしたのか、黒い円の縁ふちがゆっくりとうねった。

　そして漆しつ黒こくの沼から浮うかび上がるように、無数の何かが円から這はいずりだした。

　びたら、びたらと、それの歩あゆむ音がする。

　それらは、全すべて豹絶の挙きよ動どうに注目を続けている。

　それらを見て、柴陽の顔からは血の気が引いた。

　ドロドログチャグチャの化け物が這はい寄よる恐きよう怖ふではない。

　それらは醜みにくい化け物ではなく、純じゆん粋すいに彼女の知らない生き物だったのだ。

　醜い鳥、醜い魚、醜い人間というチャチな言葉で表現は不可能だ。

　いかなる空くう想そう上の化け物でも、所しよ詮せんは実在のものを組み合わせたにすぎないと、柴陽は思い知った。

「あ。あ。あ」

　この恐怖は光を知らぬ者が初めて見た光、闇やみを知らぬ者が初めて見た闇、に覚おぼえる感情に匹ひつ敵てきするのか。

　幾いくつかの単語が柴陽の頭を堂どう々どう巡めぐりのように駆かけていった。

『魚』『獣けもの』『鳥』『龍りゆう』『花』『虫』

　何な故ぜ、そんな単語が頭を飛び交かうのか？　自分の考えを理解するのに、柴陽はしばし時間がかかったが、どうにか答えを見つけた。

　その単語は彼女の知る生き物の形だった。

　龍は、蛇へびやイモリやヤモリの類たぐいを示している。

　黒い円から現れたそれらに、どれを当てはめるか決め兼かねているので、頭の中を単語が巡っているのだ。

　決められない、決められない、決められるはずがない。決めない限りは永久に単語が回り続ける。それが狂気以外の何というのか？

　錯さく乱らんする意識の中で、柴陽は狂気から逃のがれる術すべを発見した。

　簡単だ、知らないのなら、新しく名前を付ければいいのだ。

　狐きつねの真後ろで私を見ている、アレは『井い』と名付けよう、井の隣となりにいるのは『正』だ正の隣にいるのは……

　ぶつくさと意味のない言葉を吐はき続ける柴陽の肩かたを、豹絶は右手一つで揺ゆさぶった。

「しっかりしてくれ！」

「だから、あれは井でこっちが正、その上にいるのが月で……あぁ、違ちがう、あれは全ぜん然ぜん月には似ていない！」

　豹絶は怒ど鳴なる。

「考えては駄だ目めだ！　あれは思考の外にいる存在。どれも『化け物』の一言で片づけたらいいんだ！」

　怒鳴り声で、柴陽は少し正気に戻もどる。

　井や正、いや化け物たちの名前よりも、この化け物たちをどうすればいいのだろうか。

　この混沌の円から無数の化け物が溢あふれ出したらこの世界はどうなるのか。

「ちょっと、どうにかしなさいよ！　あんたの縞しま々しまでどうにか出来るんでしょ？　私から宝貝を奪うばった時みたいに、縞々を使いなさいよ！」

「人を仙せん人にんみたいにいわないでくれ。願月をしばき倒たおして、こそどろを捕つかまえるぐらいの役には立つが、こんな化け物は手に負おえないんだ」

　化け物たちは、豹絶の動きから目を離はなそうとはしていない。それは高度な知性が導みちびく警けい戒かいなのか、純じゆん粋すいな野性が訴うつたえる警戒なのか、豹絶にも柴陽にも判わかりはしなかった。

　狐が言った。

「さあ、どうするんだ豹絶？」

　女は豹絶の背中にしがみつく。豹絶だけが頼たよりというよりは、喰くうのならこの男から先に喰え、というしがみつき方だった。

　無む駄だ話ばなしのせいで、黒い円からはかなりの化け物が這はいずり出ていた。

　豹絶はもう一度、左腕うでを自分の目の高さにまでかかげた。

　しゅるり、しゅるりと左腕の縞と縞の隙すき間まが小さくなり、縞々の腕は、黒色の腕となった。

　それは、闇やみと同じく、色としての黒よりも光がないがゆえの黒色だった。

　豹絶は己おのれの左腕に自分の右手を差し込んでいく。

「どうだ？　底無し沼ぬまみたいだろ？」

　右手は左腕の中に沈しずんでいく。手首から先は完全に左腕の中だが、左腕に変化はない。

　右手の形をした、でっぱりもなければ、細かい変化も全くない。

　しがみつく女は、豹絶の肩かたからこの異様な光景を覗のぞき見ていた。

「あ、あ、あ、あんた、もしかしてこいつらと同類なんじゃないの！」

「あああ、気にしているのに！　そんなこというな！」

　豹絶の右腕が、緊きん張ちように強こわ張ばった。

　今さら何に緊張しているかと、柴陽は一いつ瞬しゆん疑ぎ問もんを覚おぼえたが、その緊張は心理的なものではないと判断した。

　右手の緊張は右手が何かを摑つかんだせいだ。

　何かをしっかり摑み、右手が左腕の中からゆっくりと姿を現す。

　狐はそれを見て、絶ぜつ句くした。

　絶句の後には大きな笑い声が、狐の口から弾はじけた。

「そ、それで我われ等らに対たい抗こうするつもりか？　我等を雀すずめと勘かん違ちがいしているのか？」

　豹絶の出方に注意を向けていた化け物たちの動きも変わった。

　奥おくの手がある間は、相手を警けい戒かいする必要はある。だが、その奥の手がつまらないものであれば、警戒する必要はない。

　それどころか、つまらぬ脅おどしをかけていた相手を真先に標的にしようと考えるのが普ふ通つうだろう。




　豹絶が己おのれの左腕うでの中から取り出したのは、ひとつの案か山か子しだった。

　豹絶の背せ丈たけと同じぐらいの竹の棒が、垂直に立ち、その棒の先せん端たんには藁わらを詰つめた丸い布がついている。

　布には落書きのような人の顔が描えがかれていて、大きさも人間の顔と同じぐらいだ。

　横棒が縦棒と直角に交まじわり腕を表現していて、横棒の先には煤すすけて黒ずんだ手て袋ぶくろが結び付けられていた。

　竹も青々しいものではなく、枯かれたような黄おう褐かつ色しよくで艶つやもない。

　あまりにもなんの変へん哲てつもない案山子だ。顔の布や手袋には所々穴があき、詰められている藁がのぞいている。

　これだけの大きさの物である、豹絶の左腕から出現する時はグニャリと曲がり、少しは見み応ごたえがあったが出現してしまえば、普通の案山子に過ぎない。

　豹絶は薄うす汚ぎたない案山子の縦棒を、槍やりのように構えた。案山子の顔と手袋はだらしなく、うなだれる。




　柴陽は、豹絶が縞々を使い、腕の中に案山子を隠かくしていたのを知った。

　それがどういう術なのか、彼女には理解出来なかったが、豹絶は縞を操あやつる力があるのだ。

　案山子を吐はき出した後、縞たちは再び流れだした。服の中で、縞が動き出しているんだ、男の入いれ墨ずみもこの縞の一部だったのかと、柴陽が思い到いたったとき、豹絶の背中が真まっ直すぐになった。

　今までの猫ねこ背ぜとは全く違ちがう。気のせいか、みしみしと豹絶の体から音がしている。筋肉が増大しているのか？

「あ、あんた、豹絶？　さっきのヘロヘロな豹絶はなによ？」

　答える代わりに豹絶は高らかに笑った。

　純じゆん粋すいな笑いだった。

　やけになった笑いでも、勝利を確信した笑いでもない。

　己おのれの心がとてつもなく爽そう快かいだから、ほとばしる笑いだった。

　柴陽は軽い恐きよう怖ふを感じた。

　理由の理解出来ない笑いは、ある種の不ぶ気き味みさを持つ。

　豹絶の眼光は、昨日きのうのものに戻もどっていた。顔の縞々も昨日のままだ。頰ほおの縞を撫なでつつ豹絶は言った。

「ああそうだ、俺は豹絶だ。

　縞で気き迫はくを増大出来るのは、便利なんだがな。他の事に縞を使いながら気迫を上げるのは無理なんでねえ。

　ああいうふうになっちまうんだ、判わかったかいお嬢じようちゃん！　そういや名前を聞いてなかったか！」

「さ、柴さい陽よう！」

　つられて大声で叫さけんだが、あまり自じ己こ紹しよう介かいをしている雰ふん囲い気きではなかった。

　じわじわと化け物たちは、豹絶と柴陽の下に近寄っていく。

　柴陽の存在をコロリと忘れたのか、とてもとても低い声で豹絶は狐きつねに言った。

「狐よ。

　三か月の期限ギリギリに、状じよう況きようを逆転させるような幸運が起これば奇き跡せきだ。

　あまりに劇的で涙なみだが流れるだろうな。でもそんな涙など無用。

　時間切れの三か月前で、緊きん張ちよう感かんもへったくれもなくて申し訳ないが、勝たせてもらうぜ！

　ざまあ見ろ！」

　しがみつく女ごと、豹絶は宙に飛び上がった。あまりに急激な動きに柴陽の顔からは血の気が引く。

　鷲わしのような巨きよ体たいが飛び上がり、やがて落下を始めた。落下の衝しよう撃げきを利用し、豹絶は渾こん身しんの力で地面に案か山か子しを突つき刺さした。

　肉の塊かたまりに鉄てつ串ぐしを突き立てたような奇き妙みような音をたてて、案山子は土の上に立った。




　それはほんの少しの違ちがいでしかない。狐と他の化け物では、豹絶と接していた時間が少しばかり違っていたのだ。

　わずかな時間に、豹絶は勝負を捨てない種類の人間だと狐は察していた。

　狐は危機を感じたが、他の化け物はそうではなかった。

　罵ば声せいを浴あびせながらも、狐だけは油断をしていない。

「それがどうした？

　その案山子も宝貝なのは判わかっているぞ。それどころか、宝貝の持つ力の規き模ぼすら我には感知出来る。

　なんだ、その非力な宝貝は？　仙せん術じゆつ的てきな力は、あの封ふう印いん岩の数千分の一しかないではないか！」

　豹絶の言葉の代わりに、地面から新たな案山子が七体出現した。

　黒い円と化け物たちを取り囲むように、案山子が現れたのだ。最初の案山子と合わせて八体の案山子が黒い円と化け物を見つめる。

　自信の根こん拠きよが見えないのが、狐を苛いら立だたせた。

「八体に分身させて、力も八分の一になったな。

　それで、我われ等らをどうするつもりだ？」

　豹絶は答えた。

「案か山か子しに馬力は必要あるまい。さあ、怖こわくしてやれ」

「？」

　案山子の顔と手がブルブルと震ふるえ始めた。

　ブルブル、ブルブル、震えながら顔と手の形が変化を始める。

　変化はすぐに終しゆう了りようした。

　案山子の頭は三つに増えていた。一つだった頭が三つになりそれぞれの頭が、蛙かえるの頭になっている。

　蛙といっても、先刻の落書きのような代しろ物ものとたいして変わってはいなかった。布と、詰つめ綿代わりに藁わらを使ったような、ぬいぐるみの蛙だ。造り物の人間の顔が、造り物の蛙になったのだ。

　それに反して、手て袋ぶくろは中に本物の手が入っているような柔やわらかさを持ち始めた。

　言葉と精神に違い和わ感かんを狐きつねは感じた。だが、指し摘てきせずにはいられない。

「それでどうなる？」

　豹絶はパチンと指を鳴らした。途と端たんに、うなだれていた案山子の蛙頭がスッと正面を向いた。

　正面を向いた蛙の、焦しよう点てんの定さだまらない落書きの瞳ひとみは確かに化け物たちをにらんだ。

　黒い円の北に位置する案山子、すなわち豹絶が最初に地面に刺さした案山子は言った。

「だいにしてひとつなるものこれゆいいつのてんてんいがいにてんはなし」

　言葉の途と中ちゆうで、北の案山子は右手の指をパチリとならす。

　音に反応し、南西に位置する案山子が同じ言葉を繰くり返す。

「だいにしてひとつなるものこれゆいいつのてんてんいがいにてんはなし」

　南西の案山子の言葉に被かぶせるように、北の案山子は最初の言葉の続きを唱となえる。

「ことわりすなわちことわりのなかのことわりことわりのそとのことわり」

　次に指を鳴らしたのは、南西の案山子だった。反応して東の案山子が最初の言葉を唱え出す。

「だいにしてひとつなるもの……」

　東の案山子の言葉に北の案山子の新たな言葉が重なった。

「てんはひとつにしててんはむすうありちはひとつにしてちはむすうあり」

　同じ時、南西の案山子は、

「ことわりすなわち……」

　を唱え始めている。東の案山子の指がなり南の案山子の言葉が響ひびく。

「だいにしてひとつなるもの……」

　北の案山子は新たなる言葉を吐はき出す。

「ことわりすなわちこんとんをすべることわりこそせんじゅつのほんしつ」




　それは、八つの部分に分けられた言葉だった。言葉は一つずつずらされ八体の案か山か子しが唱え続ける。

　北の案山子はついに最後の言葉を唱え始めた。

「われはたいいつわれはたいいつわれはたいいつわれはたいいつわれは」

　最後の言葉だけが他の七つに比べ音節がわずかに短かった。それゆえに、この言葉は単なる輪りん唱しようには陥おちいらない。

　そして、当然のごとく北の案山子は最初の言葉にもどっていく。

「だいにしてひとつなるもの……」

　そして、恐きよう怖ふが巻き起こった。

　案山子に囲まれた中にいる、化け物たちは同時に恐怖の叫さけびを上げた。

　人間が理解出来る限界を超こえた化け物にも恐怖の感情はあるのか？

　だが、豹絶は確信していた。化け物たちは先を争って、黒い円の中に逃にげ込もうとしているのだ。

　この、怖こわく恐おそろしい案山子から逃のがれるには円の中しかない。

　バラバラだった米つぶが、勝かつ手てに握にぎり飯めしになるような動きを見せ、化け物は脅おびえる群衆となり円の中へと消えた。

　案山子の咏えい唱しようはそれでもやまない。案山子がいる限り化け物は外には出られない。

　さすがの豹絶も冷ひや汗あせを拭ぬぐった。

「ふう。どうにか封ふうじたか」

　ゴン、と柴陽が豹絶の頭を殴なぐる。

「なによ偉えらそうに！　恐きよう波は足そくは私の宝ぱお貝ぺいじゃないのよ！」

「け。こんなつまらない宝貝を有効に活用してやったんだ、ありがたく思え！」

「べ、弁べん償しようしなさいよ！」

　豹絶は唇くちびるをニヤリと吊つり上げた。それにつれて顔の入いれ墨ずみも動く。

「ま、何だったら、案山子を引っこ抜ぬきゃいいだろ。

　それをやる根こん性じようがあるのならばな」

　さっきの化け物の姿を思い出し、柴陽の顔からは血の気が引く。

　豹絶は首の骨を鳴らした。

「これに懲こりたらここに近づくな」

　柴陽は案山子を見た。延えん々えんと呪じゆ文もんの輪が回りつづけている。

　黒い円の回りの八体の案山子。奇き妙みようと言えば、奇妙な光景だった。

　が、女は円の中に奇妙な物体を見つけた。

「ねえ、あれは何よ？」

　豹絶は柴陽の指差す先を見た。

　それは黄こ金がね色いろの毛を生やした、何か太くて長い物だった。

　柴陽は笑って言った。

「あ、さっきの狐きつねの尻尾しつぽじゃないの。

　よっぽど慌あわててたのね、尻尾が一本切れちゃったのよ」

「違ちがう！」

「どうしたのよ、いきなり怒ど鳴なって」

　舌打ちしながら豹絶は答えた。

「奴やつは逃げやがった。

　奴だけは油ゆ断だんしてなかったんだ。

　俺が案山子を出したとき、尻尾を残して逃げてたんだ」

「？」

「だから、尻尾に自分の姿を写して、本体は逃げ出してたんだよ」

　どうして、そんな事が豹絶には判わかるのだろうか？　柴陽は不思議だった。

「……考え過ぎなんじゃないの？」

「違う、本当だ。ああいうふうに尻尾が残ってるなら、変わり身に決まってるだろうがよ！」

　そうだ、豹絶とは一体何者なのかと、女は疑問を覚えた。なぜ、化け物の使った術の意味を確信し、己おのれも縞しま々しまを使う能力があるのだろうか？

　昨日も、恐波足の呪じゆ縛ばくから簡単に逃のがれたのは何な故ぜだ？

「豹絶、あなた本当に人間なの？」

　静かに豹絶は笑った。

「ああ。本当に人間だぜ。ただな、静せい嵐らんのお陰かげで混こん沌とんを浴びてしまったんだ。この縞は俺の中の混沌なんだよ」

　柴陽はあとずさった。

「じゃ、あんたも化け物じゃないの！」

　地面に転がる制せい流りゆう旗きを拾い、豹絶は歩き始めた。

「どこにいくのよ！」

「あの狐を仕し留とめに行く」

「……あてはあるの？」

「あれは殷いん雷らい刀とうを狙ねらう」

「それだけじゃ、追つい跡せき出来ないでしょ？」

　背中を向けて、豹絶は首を振ふった。

「心配はいらん。……俺には判るんだ。あの狐の臭においが」




　　　　四




　中年の男は大きく、鍬くわを振りかぶり、地面へと振り下ろした。

　ザクリと音を立てて、鍬の白銀の刃やいばは大地を耕たがやす。

　赤い粘ねん土どのような土。耕こう作さくには適てきさぬ土が鍬の刃を差し込まれた瞬しゆん間かん、黒みを帯びた肥えた土に変わっていく。

　中年の男は何度も、鍬を振るう。首もとには汗あせを拭ぬぐう為ための布が巻かれていたが、彼の体からはたいして汗は流れていない。

　いい加減、畑を耕すのにも飽あきたのか、男は片手だけで鍬を振るった。

　その時、若い男の声が飛んだ。

「こら。手ぇ抜ぬくんじゃないよ。誰だれが見てるか判わからないんだ。普ふ通つうに耕してるふりをしやがれ」

　声の主は、一人の子供だった。少年と青年の丁ちよう度ど中間ぐらいの年とし頃ごろだ。

　畑はたけの側そばの切り株に腰こしを下ろし、プカプカと煙管きせるを吸すっている。

　年の割には、煙管を吸あつかう動作が堂どうにいっている。十年や二十年、煙管を吸い続けるぐらいでは、この風ふう格かくはでまい。

　中年の男は少年に言った。

「環かん樹じゆ老ろう。面めん倒どうですよ、一気に耕しちまいましょうよ。

　宝ぱお貝ぺいの鍬なんだ。やろうと思えば、岩だって耕せますぜ」

　少年の名前は環樹。中年の男は、少年に老の字をつけて呼んでいた。

　それが、冗じよう談だんではないのは中年の男の敬けい語ごから見て取れた。

　環樹は口から煙けむりを吐はく。彼の声は、声変わり直前の独特の甲かん高だかさがあった。

「阿あ呆ほうか。耕せば耕す程ほど、年ねん貢ぐが増えるだろうに。それにその宝貝が、永久にこの村にあるとも限るまい。

　阿呆ほど耕したはいいが、鍬はどこかに消えてみろ。来年からの年貢はどうするんだ。

　この馬鹿め」

「……そりゃそうですけどね。せっかくの宝貝じゃないですか。やろうと思えば、クルミの木の根本にだって花を咲さかせますぜ」

「いいから、黙だまって俺おれのいうように耕せ。一番割のいい、畑の広さは計算済みだ」

　環樹老の言葉は中年の男にも充じゆう分ぶんに理解出来た。だが、一いつ気きに耕しきれるのに、どうしてこんな手間をかけなければならないのだ？

「環樹老。だから、この土地の分をザクっと一気にやっちまいましょうよ」

　プカリと煙が環樹の口から流れて消えた。

「それを、村人以外の誰かに見られたらどうするんだよ。

　妖よう怪かいだけでも面めん倒どうなのに、他の村の連中の相手まで出来るか。

　収しゆう穫かくを確実なものにして、対妖怪に専念したいんだよ。明日は、日の出る前に、裏山へ隠かくし畑を造りにいけ」

　他の村といっても、近きん隣りんに村なんてものはないではないかと、男は考えた。

　が、万が一にも徒歩で数日かかる隣村の住人が、街かい道どうを歩いている可能性も、無ではあるまい。
















「へいへい」

　男は畑を耕し続けた。疲ひ労ろうは一いつ切さいない。まるで羽で出来たような、軽い鍬くわだ。

　どれほど耕したか、環樹は言った。

「よお。疲つかれただろう。ちょいと一服して茶でも飲めや」

　もし、本当に畑を耕していたのなら、休きゆう憩けいをいれてもいい頃ころ合あいではあった。

　口答えしてどやされるよりは、素す直なおに茶をすすっている方がよい。

　男は、切り株の横に置かれた籐とうのつづらから、素す焼やきの土ど瓶びんと、湯ゆ飲のみを二つ取り出した。

　うっすらと水が染しみだした土瓶の中には、冷たい水が入っていた。

　二つの湯飲みに男は水を注そそぐ。

　一つを環樹に渡わたしながら、草の上に大きな胡座あぐらをかく。

　左手に煙管きせる、右手に湯飲みを持ち、環樹は大きく欠伸あくびをした。

　そんな環樹の顔を男は、珍めずらしそうに見た。

　環樹は、男をにらむ。

「なんだ？　男に顔を見つめられても、嬉うれしくもなんともねえぞ、気色の悪い」

「これは失礼。失礼ついでに、環樹老。今年で幾いくつになられました？」

「さあな。六十歳さいを超こえてからは、面めん倒どうだから数えてない。たぶん、七十過ぎか？」

「その煙管、凝ぎよう命めい管かんの力でその若い姿になられておいでになるんですよね」

「そ」

「……それこそ、まさに仙せん人にんではありませんか。七十を超えて、その若さならばまさに不ふ老ろう不ふ死しすら」

「……違ちがうわい。ド阿あ呆ほう。気血けつき漲みなぎり、魂こん魄ぱく充じゆう実じつする、その結果としての若返りじゃねえんだよ。

　宝貝の力で、無理やりにこの若さを保たもっているんだ」

　男の理解を超えていた。それの何が問題なのだ。

「ですから」

「七十の体に負ふ担たんをかけて、この十三の体になってる。いっとくが、老いぼれの体と、この体じゃ遥はるかに、老いぼれの体の方が俺にとっちゃ楽なんだ」

「？」

「そうさな。例えば、お前がきっつい力仕事をする可能性があったとする。お前はその仕事をこなす為ためには、日頃から特訓をやって体を常に調ちよう整せいしておく必要がある」

「はあ」

　少しイライラしたのか、環樹は水を飲のむ。

「それはそれは、きつい特訓だ。そんな毎日が楽しいか？　俺のこの若さはその特訓と同じなんだよ」

「？」

「妖よう怪かいとの戦いの中で、常に的確な判断をする必要が俺にはあるんだ。七十の年寄りの知識は必要だが、その知識を柔じゆう軟なんに活用するには若い頭が必要なんだ。

　だから、俺はこの恰かつ好こうをしている。若返って爽そう快かいなんて次元の話じゃねえんだ、判ったか！」

「はあ」

　生返事に環樹もいい加減疲つかれてきた。

「凝命管は体力を消しよう耗もうさせて、肉体を若返らせているんだ」

　男はポンと手を打った。

「炎ほのおの小さい松明たいまつに、油をぶっかけて炎を大きくしてるようなもんですね？　炎は大きくなるけど、松明の寿命は短くなる。とうの松明にとっちゃ、あんまり気持ちのいいもんじゃないですわな」

　環樹以外の年寄りたちが、若返りたがらない理由が男にも理解出来た。

　環樹は舌打ちした。

「その通りだよ。凝命管は気力だか生命力だかを思考力に転じる宝貝だ。

　仙せん人にん様はどうかは知らんが、人間が使えば一番頭が冴える頃ころの肉体に若返る。でも、それは二次的な結果に過ぎん」

　本人にとってあまり気持ちのいい話題ではない。そんな環樹の気持ちを知っているのか男は、もう一つの疑問をぶつけた。

「それはそうと」

「なにがそれはそうとだ！　こっちは命いのち懸がけなんだぞ」

「まあまあ。例の豹ひよう絶ぜつの件なんですが。彼は敵ではありませんよ」

「その話はするな」

「……しかし、私は豹絶を子供の頃より知っています。頼たよりになるかどうかは別にして、裏うら切ぎるような奴やつじゃありませんよ。

　儀ぎ堂どうは、確かに切れ者ですから、状じよう況きようによって自分に有利なほうにつきます。しかし、豹絶はそんな奴では」

「うるせい。豹絶と彩さい朱しゆは仕し留とめるんだ。それが一番の手だ」

「そうでしょうか？　豹絶はあんな、まだらになっちまいましたが、逆に力を得ている訳ですし」

　人の上に立ち、指さし図ずをするのは何と難むずかしい事か。当然、指図の責任は取らなければならないのだ。

　いつもなら、強く突つっぱねるだけの環樹であったが、珍めずらしく、己おのれの考えを説明した。

「判わかってる。豹絶を味方につけりゃ心こころ強づよい。現に、今あの静せい嵐らんや儀堂を封ふうじ込めているのは豹絶の働きだ。

　だが、奴は混こん沌とんを浴あびている」

「……そこまで信用出来ませんか？」

「違ちがう。もしもあいつを信用し、裏切られたら、俺たちは完全に敗北するんだよ。

　あいつは切り札かも知れぬ」

「だったら」

「今、状況は拮きつ抗こうしている。互たがいに手を出せない状況は、俺おれらにとって有利だ。

　豹絶は、どちらにとっても状況を引っ繰くり返せるだけの切り札になりえる。

　さあ、どうするのが得とく策さくか？」

「切り札の豹絶を我われ等らの味方とし」

「違う。豹絶が実は相手の切り札である可能性が、わずかにでもあるのなら、豹絶の存在自体を始し末まつするのが、最さい善ぜん手しゆだ」

「判りました」

　環樹の言葉は非情だった。

　が、環樹が背負う責任を考えると、男には何も言えなかった。

　環樹と男の間に、沈ちん黙もくが漂ただよい始めた時、一人の男が二人のもとへと走ってきた。

　息いき急せき切りながら走ってきたのは、願がん月げつであった。片手には矛ほこを持っている。

「か、環樹老！」

　環樹老は溜ため息いきを吐つく。豹絶を仕し留とめる命令を与あたえた願月が手ぶらで帰ってきたのだ。仕留めそこなったのだ。

「又、負けたかこのスットコドッコイ！」

「す、すいません」

「せめて、傷の一つも負わせて……ねえんだろうな、ちきしょうめ」

「申もうし訳わけありません」

　水を飲みながら、男は環樹と願月の間に入ってとりなす。

「まあまあ」

　願月はこの村の人間ではない。たまたま通りかかった武む者しや修しゆ業ぎよう中の武人なのだ。その武人が、この村の実情を知り力を貸してくれているのだ。

　正義感が強いのか、はたまたただのお人ひと好よしなのか。善意で動く願月にたいしても、環樹老の言葉は容よう赦しやしない。善意の協力だろうが、失敗は失敗だ。

　願月は大きく頭を下げた。

「この次こそは、我わが流りゆう派はにかけて！　豹絶に一ひと泡あわ吹ふかせてみせます」

　男は言った。

「どのような流派なんです？」

「は。我が流派は、古来より龍りゆうを仕留める為ための秘法の技、伝説の砕さい鱗りん槍そう術じゆつと申します」

「ほお、何だか強そうですな」

　願月は煙管きせるを吸った。

「で、豹絶はどうした？」

　手短に、願月は豹絶と柴さい陽ようの話をした。

　環樹はうなる。

「柴陽？　まあいい。どうせ、妖よう怪かいに食われるか、利り口こうならば逃にげるかだな。

　で、願月ちゃんよ。まだやる気があるんなら豹絶を追い掛かけてくれ」

「はは。機会を与あたえて戴いただき、恐きよう悦えつ至し極ごく」

「頑がん張ばってくれよ。豹絶の居い場ば所しよは判わかる？」

「はい。怪かい吸きゆう矛ぼうが奴やつの臭においを覚おぼえておりまする」

「くどいが、深追いは禁物だぜ。豹絶は妖怪だ、何をするか判らん」

「承しよう知ち」

　叫さけび、願月は豹絶を追い、大地を駆かけていった。

　環樹は、肺はいが潰つぶれる程ほどの溜ため息いきを吐く。

「はあ。願月ももうちょい利口なら、豹絶と互ご角かくに渡わたり合えるものを」

「？　そうですか。願月殿は我われ等らの為ために力を尽つくしておられるのでしょ？」

「知ってるか？　砕鱗槍術のいわれってやつを？」

「いえ。無学なもので」

「太古の昔。原因は忘れたが、ともかく困こまっている仙せん人にんを猟りよう師しが助けたんだ」

「はい」

「仙人は、お礼をしようとした。それで猟師に訊たずねたんだ。お礼は何がいいかってな」

　男はうなずき、願月は言葉を続けた。

「猟師は言った。熊くまや虎とらを仕留めるのにこれだけ苦労してるんだから、龍りゆうを仕留める術を教えてくださいとな。

　仙人は、簡単な話だって砕鱗槍術の秘ひ伝でん書しよ全三巻を猟師に与えた」

「へえ。

　由ゆい緒しよのある槍そう術じゆつなんですね。そんな槍術を使われるのに、豹絶には敵かなわないとは不ふ思し議ぎですな」

「話は最後まできけよ。

　砕鱗槍術を身につけた猟師は、喜よろこび勇いさんで虎と戦ったが、全然通用しない。熊にも通用しないし、兎うさぎにすら通用しない。

　対龍用の槍術が、龍以外に通用しないのは至し極ごく当とう然ぜんの事でした。ってオチだ」

「なんか、泣けてきました」

「知ってるか。豹絶もある拳けん法ぽうの使い手なんだぜ」

「詳くわしくは知りませんが、波は握あく法ほうとかいう拳法ですね。

　二十年ぐらい昔でしたっけ、どこかの旅人がこの村に居ついて、食事を恵めぐんでもらう代わりに、村の子供たちに教えた拳法でしたよね」

「そうだ。三年間ぐらいこの村にいたな。結局まともに伝授されたのは豹絶だけで、他の子供は馬鹿らしくて、習うのをやめたんだ。

　波握法。炎えん応おう三さん手しゆ、八はつ掛か剣けんとならぶ三大奇き拳けんの一つだ」

「奇拳ですか？」

「そう。波握法は水中での格かく闘とうを想定されて編あまれた拳法だ。水の中で強ごう盗とうに襲おそわれた時にゃ、頼たよりになるだろうよ、けけけ」

「砕鱗槍術と波握法ですか。

　なんというか、色々な意味でいい勝負なんじゃないんですか？」

　願月は首を横に振ふった。

「いや。豹絶は波握法なんぞ使ってないだろうよ。

　そこが、勝利の分かれ目だ。

　どうせ使い物にならない技術なら、技術にこだわらないほうが勝つに決まっている。

　そんな簡単な理り屈くつが判わからねえとは、願月の野や郎ろうは大馬鹿だよな。

　ま、そんな大馬鹿だから、この村に力を貸してるんだろうがよ」

　そして、そんな大馬鹿を刺し客かくに使っている環樹老に、男は優やさしさを感じた。

　願月よりも頼りになる村人は、何人でもいる。もしも、豹絶の抹まつ殺さつを心から望んでいるのなら、もう少しましな手が打てるはずだ。

　男の心の動きを見み透すかしたのか、環樹老は怒ど鳴なった。

「くだらねえ考えだな！　最優先すべきは、封ふう印いんから逃にげ出した妖よう怪かいを、村の外に出さない事だ。その為ために全力を尽つくさねばならん。豹絶の始末に、優ゆう秀しゆうな人材の派は遣けんは出来ねえんだ」

　丘の上には混こん沌とんの円。混沌の円には豹絶の施ほどこした封印岩がある。

　その封印とて、完全ではない。どうしても雑ざ魚この妖怪が逃げ出す時もあった。

　村の要所には、交代で村人を配置してあった。環樹老と男も、その配置に従したがってここにいるのだ。

　男は言った。

「環樹老。守りについてですが、ちょっと隙すきがあるんじゃないですか？」

　環樹は首をふる。

「判わかっちゃいる。だが、宝貝の数には限りがあるんだ。完全な包囲など不可能なんだよ。

　どうせ、てめえは宝貝の使い手を二人一組で配置するのは、勿もつ体たいないとでも考えてるんだろ。

　でもな、一人じゃ最悪の場合に何も出来ないだろ？　一人が犠ぎ牲せいになっても、もう一人が生きられればまだ、どうにかなる」

「ですが」

「宝貝もってる奴やつを、全員丘の上に置いて見張るか？　冗じよう談だんじゃねえ。もしも、とんでもなく凄すげえ妖怪が出たら、全員倒たおされる。

　妖怪を始末するだの、見張ってるだの言ってるが、それは相手が手に負える範はん囲いの話だぜ。もしも、洒落しやれにならん奴やつが出て来たら、宝貝の力を使ってこの村から必死になって脱だつ出しゆつするんだ」

　男も充じゆう分ぶんに承知していた。が、男の疑問はもっと素そ朴ぼくなものだった。

「おっしゃる事はよく判ります。

　ですが……」

　と、その時、空を光の筋すじが駆かけていった。さながら、ほうきのように沢たく山さんの尻尾しつぽを持った光だった。光の尾おは三十一本。丘の方角から、環樹たちの頭上を超こえて光の筋は飛んでいった。

「私が言いたかったのは、人の目に見えない奴とか、地に潜もぐる奴をどうやって見張るのか？　って事でしたが、ああいうのもありですな。

　空を飛べる妖よう怪かいには、打つ手がないんじゃないですか？」

　自分の頭を軽くポンポンと叩たたき、環樹は肩かたの凝こりをほぐすかのように、首を曲げた。

　それは環樹なりの気まずさの表現なのか、ゆっくりと煙管きせるを吸い、答えた。

「空を飛べない奴や、姿の消せない奴は見張れてるし、始末もしてる。

　それでいいじゃないの。やれる事はやってんだし」

　光の出現から、しばらく間を起き、一つの土つち煙けむりが環樹たちに向かい走ってきた。

　豹絶だ。地面を滑すべるように駆け、左手に持った制せい流りゆう旗きが、嵐あらしの中の旗のようにはためいている。

「制流旗で封ふう印いんしてたんじゃ！」

　男は啞あ然ぜんとしたが、環樹の鋭するどい視線は豹絶から外れない。

　環樹と豹絶がすれ違ちがう瞬しゆん間かん、まだらの男はニヤリと笑う。

　不敵な笑えみを残像として残しながら、豹絶は駆け抜ぬけていった。

　その後に巻き起こった、突とつ風ぷうが環樹の煙管の煙けむりを吹ふき飛ばしていく。

　環樹は静かに言った。

「慌あわてるな。願月が言ってただろ。その柴陽とかいう女の持ってた宝貝を、新しい封印にしたんだろうよ。

　もし、封印が消しよう滅めつしてたらもっと大変な事になるはずだ。

　……それはそうと遅おそいな」

　環樹と同じように男も軽く、首を傾かしげて相あい槌づちを打つ。

「遅いですねえ」

　しばし遅おくれて、願月が駆かけてくる。もはや絶対に声の届かない差をつけられながらも、繰くり出される叫さけびは、ある意味健けな気げですらあった。

「ま、待て豹絶。待ってくれ」

　ドタドタと大きな足音を立てながらの追つい跡せきであった。が、見るまでもなく豹絶が立ち止まらぬ限りは、絶対に願月は彼に追いつけないだろう。

　視界の中に環樹たちを見つけ、願月も不敵に笑う。

「必かならずや奴やつを仕留めますよ！」

「……頑がん張ばっておくれ」

　豹絶を追い掛かける願月の背中を見て、男はポツリと言った。

「不思議な気がします。常じよう識しきで考えたら、願月殿どのは口だけが達たつ者しやで、実力が付いていってない武人でしかありません。

　礼儀の正しい方ですから、不快ではないのですが」

「何が言いたい？」

「ですが、私は願月殿を完全に信しん頼らいしているのです。

　こう見えても私は疑うたぐり深いんですよ。実績のない人間を手放しで認めるなんて、自分でも信じられません」

　環樹も同感出来る部分があった。自分がなぜ、願月を豹絶の刺し客かくとして使っているのか彼自身も納なつ得とくがいかなかったのだ。

　理由ぐらいは幾いくらでもついただろう。

　だが、回りくどい説明ではなく、ビシリと納得出来る理由がない。

　願月は弱いから、豹絶を仕留める刺客ぐらいにしか使い道がない。

　本当にその理由で自分は願月を使っているのだろうか？　本当は願月を凄すご腕うでの武人として頼たよっているが故ゆえに、豹絶への刺客として使っているのか。

　環樹は煙管きせるを口から離はなした。

「なんかこう、心の中に違い和わ感かんがあるな。

　なぜだ？　やはり、ゆっくりジワジワと俺も混こん沌とんに毒どくされてるのか」

　男は首を横に振ふった。

「全すべては儀堂と静嵐を倒たおした時にハッキリすると思います」

　自分でも判わかるぐらいに虚うつろな言葉だった。環樹の言うように、混沌は確実に人の心を侵おかしていくのか。

　妖怪を封じ続けたとしても、やがて混沌に侵され、村の人間たちの心は空くう虚きよな人形の心になってしまうのだろうか。
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　村の人達と、大地に横たわるもの、それぞれの喜よろこびや楽しみは、まるで一つの天てん秤びんの右と左の受け皿に乗っているようでした。

　片方の喜びは、片方にとって苦痛でしかなく、天秤は中なか々なか水平になりません。

　しかも天秤が上う手まい具ぐ合あいに水平になったとして、それでお互たがいが満足するという保証は一いつ切さいありません。

　ほんのつい先刻まで、天秤は村の人達の喜びの為ために傾かたむいていました。天秤が村の人達の為に傾いたのは、今回が初めてでした。長い長い、村の歴史の中で初めての事だったのです。

　今まで苦しめられてきた、大地に横たわるものをついに打ち倒たおそうとした、その時、天秤は再び大きく動きました。

「馬鹿な！」

　村の人達の間に、戦せん慄りつが駆かけ抜ぬけて行きました。

　村の誰だれもが、今、目の前で起きている事の本当の意味を知りませんでした。

　ですが、良くない事が起きているのは、本能的に判わかりました。

　苦しみ悶もだえる、大地に横たわるものの顔には笑えみが浮うかんでいます。

　例たとえるなら、それは小さな嵐あらしでした。もしも、とてつもなく大きな人間が天の果てから大地を見下ろした時、嵐という物はこういうふうに見えたでしょう。

　風や雨が荒あれ狂くるう代わりに、光と闇やみが荒れ狂っています。

　大地に横たわるものは、村の人達の驚おどろく顔を心から楽しみました。

　ですが、大地に横たわるものの傷が癒いえた訳ではありません。

　彼がとてつもない深ふか手でを負っているのは、変わりありません。

　いかに傷を負おうが、大地に横たわるものは、最後の仕上げをせねばなりません。

　大地に横たわるものは、大きな声で歌をうたいました。

　とてもとても大きな声でうたわれた、とても上じよう手ずな歌でした。

　歌はそれを聞いた者を、優やさしく狂わせていきました。もしも、大地に横たわるものの力が以前のままならば、歌の力で相手を殺す事すら出来たでしょう。

　ですが、大きな歌声ではあっても、歌の真の力は弱かったのです。

　村人の一人が叫びました。

「しまった！」

　全すべては手て遅おくれでした。上手な歌は、村の人達全員に届いたのです。

　歌自体はすぐに終わりました。

　傷つき弱っている彼ですら、この程度の『術』は造ぞう作さもありませんでした。

　それどころか、まだ少しばかり余分な力が残っています。

　大地に横たわるものは、一いつ瞬しゆんの隙すきをつき矛ほこを引き抜ぬきました。

　矛を持つ青年は、まだ希望を捨てずに矛を持っています。

　大地に横たわるものの視界の片かた隅すみでは、刀かたなを持つ娘むすめに数人の村の人達が駆かけ寄っていくのが見えました。

　大地に横たわるものは、口を開き言葉を喋しやべりました。

「矛使いよ！　貴様は許ゆるさんぞ！　その魂たましい引ひき裂さいてくれたいが、その力もないとは、なんと口くち惜おしい事か！」

　矛を持つ青年の理解出来ない角度から、大地に横たわるものの手が、彼に向かい伸のびました。

　正面で向き合ったまま、青年は死角をつかれたのです。

　それは、本当にわずかな隙でした。細こまかな鱗うろこがビッシリ生えた、大地に横たわるものの手は、グニャリと矛を持つ青年の頭に入っていきました。

　本来の力があるなら、そのまま魂を握にぎり潰つぶしていたのでしょうが、生あい憎にく彼にはその力がありませんでした。

　弱よわ々よわしい、自分の握あく力りよくに悪あく態たいをつき、指と指の隙間に絡からめるようにして、矛の青年の魂の一部を引きずり出しました。

「うぬからは『知』を引き抜き、喰くらうてくれる！」

　ゴクリと喉のどを鳴らし、大地に横たわるものは、青年の魂から抜き出したものを飲み込みました。

　村の人達の戦せん慄りつは、今は純じゆん粋すいな恐きよう怖ふに転じていました。

　まだ、大地に横たわるものには余力がありました。身近にいる者に、出来るだけ害を成そうと、彼は考えました。

　考えている間にも、荒れ狂う光と闇は、だんだんと空間を歪ゆがませていきます。

　歪んだ空間に、女と男が吞のみ込まれそうになり、煙管きせるを持った男と横よこ笛ぶえを持った男が、二人を助けようとしています。

　再び、鱗だらけの手が、今度は煙管を持つ男の頭に伸びました。

「貴様からは『情』を！」

　その手に、魂の一部を絡め、大地に横たわるものは、それを飲み干ほしていきます。

　別の手は、横笛を持つ男の頭に。

「喰らうてばかりでは芸がないな。

　貴様には『邪じや』をくれてやる」

「さあ、次は貴様か！」

　大地に横たわるものは、次の獲え物ものを狙ねらおうとしました。

　が、そろそろ使える力も時間も尽つきてきました。

　これ以上力を浪ろう費ひすれば、再生に影えい響きようが出るかもしれません。

　大地に横たわるものは、大きく笑い、そして何かが弾はじけました。

　どこかで猫ねこが鳴きました。
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　海かい鮮せん鍋なべ屋やの主人は、とてつもない不快感に襲おそわれていた。

　宿酔ふつかよいの翌日に漁りように出て、船酔いしたような気分であった。

　店の中の客の大部分が同じような気分らしく、卓たくにへばりつきながら水や茶を啜すすっている。

　元気なのは、一組の客だけだ。食材のフグに毒があるかも知れんと、無ぶ礼れいな悪あく態たいをついてた髪かみの長い男たち一行だけが、妙みように元気だ。

　髪の長い男と女。小さな子供、なぜか道服を着けている娘むすめの四人……いや、二人増えている。

　若い男が二人増えている。いつ、やってきたのだ？　男の一人は、盗とう賊ぞくをふんじばったかのように、グルグル巻きにされている。

　不ふ自し然ぜんな事は山のようにあったが、ともかく一つ一つ片づけるしかないと、主人は考えた。

「えぇと、そのなんです？　私もお客様たちも息が詰つまって倒たおれたと？」

　殷いん雷らいは主人の疑問に答えた。

「そうだ。冬場で締しめ切った店の中、暖だん房ぼうも入ってりゃ、鍋を煮てもいるんだ。

　空気が悪くなって、息が詰まっても仕方あるまい。なに、冬場にゃよくある話じゃないか」

「……換かん気きには気を遣つかってるんですがね。それに、昨日きのうは平気だったのに、今日に限ってこの有り様とは。昨日の方がお客様は多かったんですよ」

　塁るい摩まは露ろ骨こつに主人から視線を離はなし、口くち笛ぶえを吹ふき始めた。和かず穂ほが慌あわてて、それをやめさせた。

　和穂の額ひたいにはひとすじの冷ひや汗あせが流れている。

　誰だれが見ても、噓うそをつくのが苦にが手てな人間が一いつ所しよ懸けん命めいにこの場を取とり繕つくろうとしている姿としか見えない。

　しかも、塁摩は妙なイタズラ心を起こして、要いらぬ茶々をいれて喜んでいる。

　主人の疑ぎ惑わくがさらに広がる。

「それに、お客さんたちだけがたまたま、息の詰まりに気がついて、私や他のお客様を助けていただいたって？」

　形は違ちがえど、これもまた駆かけ引ひきの一つではあった。武器の宝ぱお貝ぺいでもある恵けい潤じゆんが、続けて答えた。

「ええ。急いで、空気の入いれ替かえをしなくちゃいけないと思って、窓を叩たたき割わってしまってごめんなさい」

　言葉の通り、窓まど枠わくが吹っ飛んでいる。

　塁摩は冷や汗を拭ぬぐう素そ振ぶりをして、再び口笛を吹く。同じように、和穂が口笛を止めさせるが、その顔は引きつった笑え顔がおだった。

　主人の疑惑は晴れない。

「失礼ですが、そちらのお二人は？」
















　豹ひよう絶ぜつが気の抜ぬけた声で返事をする。彼の顔にまだらはなかった。まだらと共に、気き迫はくも消えている。

「ここで待ち合わせしてたんだよな。殷雷君よ」

　塁摩は自分の頰ほおを指ゆび差さす。

「ね、ね。待ち合わせしてたんなら、私の名前を知ってるんでしょ？　この二人のお姉ちゃんたちの名前も、知ってなきゃおかしい……」

　抑よく揚ようのない、不ふ自し然ぜんな笑顔で和穂は塁摩に提てい案あんした。必ひつ死しになればなるほど、和穂の誤ご魔ま化かしはぎこちなくなっていく。

「はっはっは。塁摩、後で、杏あん仁にん豆どう腐ふを食べようか？　恵潤さんも食べます？　和穂も食べるよ」

「和穂は自分の事をいつも、『私』って呼んでなかったっけ？」

　疑ぎ惑わくは膨ふくらむばかりだ。おぼろな記き憶おくだが誰かが口から大きな尻尾しつぽを吐はき出してなかっただろうか。

　主人の疑問に殷雷がとどめを刺さす。

「いいじゃねえか、息いきの詰まりで。

　それとも、集団で食当たりを出したとでも言いたいか？」

　主人は慌あわてて首を横に振ふった。

「滅めつ相そうもありません。それじゃ、息が詰まったという事で」

　背を向けた主人に聞こえるように、塁摩は安あん堵どの溜ため息いきを吐く。

「はあ、やれやれね。どうにか誤魔化せた」

　聞こえぬ素そ振ぶりをしながら、確かに息が詰まったかもしれないと、主人は考えた。

　時間と共に意識が急速にハッキリとしてきたのだ。食当たりでは、こう簡単に楽にはならない。

　軽い息の詰まりならば、新しん鮮せんな空気を吸えば比ひ較かく的てきすぐに楽になる。

　主人は壊こわれた窓まど枠わくの掃そう除じを始めようとし、一つの事に気がつく。

「は！　これは！」

　殷雷たちの背中が、一いつ瞬しゆん、ビクついた。

　主人は自分に言い聞かせるように、独ひとり言ごとを呟つぶやく。

「おかしい！　もしも、店の中から窓枠を破ったのなら、枠の破は片へんは外に飛び散るはずだ！　それなのに破片は店の中にある！　これは」

　殷雷が泣きそうな声で言った。

「やかましい。意味のない鋭するどい推すい理りなんざやめてくれ！　窓枠の弁べん償しようをして欲ほしいなら、こいつらに請せい求きゆうしろ！」

　だらんと、卓たくの上に顎あごを乗せて豹絶は言った。

「俺は知らないよ。壊したのは願月だ」

「そ、そりゃそうだけど、あの場合は！」

　もう、どうあがいても誤ご魔ま化かし切れないと和穂は考えた。このまま、店を追い出されても仕方がないとすら考えたが、店主は何も言わなかった。

　息いきの詰まりにしておいた方が得だと、焦しよう点てんの合い始めた店主の頭が判断したからだ。

「まあ、深い事情は聞きません。店の中じゃ暴あばれないでくださいよ。

　それよりもですね、動物は勘かん弁べんしてくださいな。

　うちは食い物屋なんですから」

　材質の選せん択たくを間ま違ちがえられた、とてつもなく重たい操あやつり人形のような動きで、豹絶は背筋を伸のばした。そして、店主に言った。

「ええい。違うぞ。

　彩さい朱しゆを動物扱あつかいするな！　彩朱は普ふ通つうの猫ねこじゃないんだぞ」

　豹絶の言葉に、店主はやるせない表情をした。

　窓枠を破ったのは誰か？　本当に息の詰まりだったのか？　そういう論争ならばまだ実りがあったのかもしれない。

　が、間違っても、卓の上で魚のアラをしゃぶっている猫が、動物であるか？　普通の猫であるか？　という言い争いには、何の実りもあるはずがなかった。

　派は手でな旗はたを持ったダラダラした男にとっては、あの猫は普通の猫どころか、動物ですらないのだろう。

　しかし、それについて言い争うのは、勘弁願いたかった。

　こういう食い物屋をやっていると、犬や猫を溺でき愛あいして、一いつ緒しよに食事をしたがる客がたまにやってくる。

　いつも店主は、一いち応おう注意し、そのまま放ほうっておく。

　他の客が嫌いやがって文もん句くを言うのなら、客同士でやりあわせておく。

　店主の葛かつ藤とうを殷雷は充じゆう分ぶんに承しよう知ちしていた。出来るならば、彼もこんな奴やつの相手をしたくはないのだろう。

　だが、よりにもよって宝ぱお貝ぺいを持っていやがるのだ。店主のように適てき当とうに扱あつかうわけにはいかなかった。

「お前は宝貝を持っていて、俺たちが宝貝を回収しているのも知っている。

　でも、回収に抵てい抗こうする気はサラサラないんだな？」

　抵抗という言葉から全まつたく掛かけ離はなれた態たい度どを豹絶は取っていた。

　卓たくの上に寄っ掛かり、グニャグニャとしている。泥でい酔すいした酔よっぱらいでもこれだけグニャグニャにはなれないだろう。

　殷雷ははなから疑うたがってかかっていたが、和穂は豹絶のあまりに不自然な態度が、少し心配だった。

「大だい丈じよう夫ぶですか、豹絶さん。

　もしかして、宝貝のせいでそんな風になっちゃってるんですか？」

「そんな風って、どんな風なんだよ」

　豹絶の態度に、和穂よりも殷雷の腹が据すえ兼かねた。

「ああ！　面めん倒どうだ。てめえら二人を倒たおして宝貝を回収して、それで終わりだ！」

　殷雷の気き迫はくに、願月はビクリとした。が、豹絶は気にも留めずに、塁摩の前にいる彩朱の首ねっこを優やさしく摑つかみ、引き寄せる。

　引き寄せる豹絶の動きに、ゆっくりとしなやかさが宿やどっていった。

　猫を胸むな元もとに抱だき寄せたとき、豹絶の顔には縞しまが戻もどっていた。

「はっはっは」

　豹絶の高らかな笑い声をきいても、殷雷は表情を変えなかった。

　豹絶の鋭するどい視線が殷雷を射た。

「すまんすまん。この縞を人ひと目めにさらすと一ひと騒さわぎになると思って、隠かくしてたんだ。

　まあ、店の親父おやじも今いま更さら驚おどろきはしないようだから、この姿に戻った。

　こっちの方がいいだろ」

　豹絶に敵意はない。願月には、豹絶に対する敵意はあるが、殺意という程ほどのものでもない。願月は殷雷たちにさほど興味がなさそうなのが、殷雷には理解しがたかった。

　和穂がきいた。

「豹絶さん、この縞々は？」

　塁摩と恵潤は、事の成り行きを黙だまって見ていた。必要な質問は、殷雷か和穂が全すべて行うだろう。

　彼らの答えを分ぶん析せきする為にも、今は黙っているのが一つの手だ。

　豹絶が答えた。

「混こん沌とんのかけらさ。しゃくな話だが、このかけらを使わなければ全く気合が出ない。さっきの俺みたいになっちまう。

　この縞を魂たましいに引っ掛かけなけりゃ、ろくに会話も出来やしねえ」

　卓たくの一同によく見えるように、豹絶は卓の上にまだらの影かげを落とした。さすがの一同も驚く。

「混沌のかけらとは何か？　と聞かれたら、『判わからない』と答えるしかないがな」

　恵潤と殷雷の沈ちん黙もくは、成り行きを見守ろうとするものだったが、豹絶の言葉をきいて、絶ぜつ句くの沈黙に変わっていた。

　殷雷は言葉を吐はき捨て、沈黙を破った。

「馬鹿な。

　そんな話があり得るはずがない！」

　豹絶はニヤリと笑う。殷雷が豹絶を探さぐるように、豹絶もまた殷雷に探りを入れていた。

　混沌の大たい帝ていが恐おそれる、宝貝。その実力やいかに？　といったところだ。

　殷雷はもう一度、否定した。

「あり得ないぞ、絶対だ！」

「何がどう有り得ないのか、俺にはそれすら判らない。

　縞しまを使えば、色々と便利な事が出来るんだが、それだって完かん璧ぺきに把は握あくしててやってるんじゃないしな」

　反射的に殷雷は怒ど鳴なった。

「当たり前だ！　それが出来たら、お前は仙せん人にんだ！　それはかけらかもしれんが、混沌であるならば、混沌を利用する術は、即すなわち仙術でしかない！　いや、だからそれは混沌のかけらなんかじゃ」

　意外と普ふ通つうの武人じゃないかと、豹絶は値ね踏ぶみした。

「信じる信じないは勝手だよ。でも俺はこの縞をちょこっとは使えるし、この縞は、直接宝貝とは関係のない話だぜ」

　混こん沌とん。それが全すべての源であった。

　殷雷の言葉の通り、仙術とは混沌の無限の可能性を制せい御ぎよする術である。

　宝貝も仙術を利用して、創そう造ぞうされるのである。

　直接、間接の違ちがいはあれど、混沌なくして宝貝の、仙術の、存在は有り得ない。

　手を縛しばられ、窮きゆう屈くつそうな願月であったが、素す直なおな感想を述べた。その感想が、豹絶の怒いかりに触ふれる可能性までは考えていなかった。

「混沌か。いかにも悪って感じだな。

　豹絶よ。そうは見えないが、やはりお前は悪人なのか？　全身が混沌まみれなんだし。環かん樹じゆ老ろうの言葉も、それほど疑り深いってわけじゃ」

　殷雷が蟹かに足あしの殻からを、願月の目の前に突つき出す。

「勘かん違ちがいするな。

　混沌自体は悪ではない。ま、善でもないんだがな。

　善とは、その中に悪を含ふくめない。逆に言えば、悪を含めばそれは善ではない」

　願月はうなずく。

「そりゃそうだ」

「善でないのなら、それは悪だ。と、いう単純な考えで済ます奴やつもいるだろうが、現実はそうじゃない」

　豹絶は彩朱の頭を撫なでながら、殷雷の言葉を聞いていた。その身に混沌を浴びている豹絶である。本能的に、混沌は善や悪を超ちよう越えつしたものであると勘づいてはいたが、実際の理り屈くつを聞いてみたい気がしていた。

　豹絶の心の、ほんの僅わずかな部分ではあったが、彼自身も自分が悪の化身ではないかと疑っている部分はあったのだ。

　だが、願月にはピンとこない。

「善でもなけりゃ、悪でもない？　普通って事かな」

　的まと外はずれの言葉に殷雷は答えを返さずに、言葉を続けた。

「混沌、すなわち何でもありだ。これは判わかるな？」

「うむ」

「何でもありだ。さあ自由に好き勝手やっていいぞとなった。

　さあ、どうする」

「だから、好き勝手に自由にやるのが混こん沌とんならば、やはり悪じゃないか。

　好き勝手に悪い事をしてだね」

　殷雷がピシャリと言った。

「そこに誤解がある。

　自由に悪をやるのと、自由に善を行うのと混沌の視点から見たら同じに過ぎん」

　和穂がポンと手を打った。

「そうか。善人であろうが、悪人であろうが炎ほのおにあぶられたら、区別なく火傷やけどをするようなもんだね。炎自体は善でも悪でもない。

　混沌も同じようなもんだ」

　感心気に願月は息をつく。

「ほお。なるほど。お嬢じようさんは、中々頭が回るんだねえ」

　殷雷は言った。

「お前が鈍にぶいんだ。

　それに和穂よ、お前は仙せん術じゆつの知識を封ふうじられてるから、忘れてるだけで、今のは仙術の基本中の基本、大だい前ぜん提ていなんだぜ」

　微かすかに豹絶の声が曇くもる。彩朱を撫なでる指にも力がない。

「……大層なもんだな。混沌とは」

「当たり前だ。ありとあらゆる存在の元になってる物なんだぞ」

　ありとあらゆる存在。妖よう怪かい、鬼き怪かいを含ふくめてなのかと豹絶は考えた。

「その混沌を自在に操あやつるのは可能か？」

「け。仙術とて混沌を完かん璧ぺきに操っているんじゃないんだぞ。

　そうおいそれと、混沌が操れるか！　お前だってそれほど凄すごい使い方が出来るんじゃないだろ？　そうだな。炎やら水を出したり消したり出来たら、上等だ」

　豹絶は首を横にふった。

「生あい憎にく、この混沌の中に、物をしまいこんだり、さっきやったみたいなすり抜けぐらいしか出来ない」

　すり抜け。相手の攻撃を全て無効化出来そうだが、そこまでの技ではないと殷雷は見切っていた。

　和穂が疑問を口に出した。

「ねえ、殷雷。仙術が混沌を利用する技術なんだったらさ、仙術で造られた殷雷みたいな宝貝も混沌に関係あるんだよね。

　殷雷が敵の気配を察知したり、塁摩が重い物を動かしたりするのも混沌の力なわけ？」

「突つき詰つめていえばそうだ。

　けどよ、宝貝は能力を本能的に使ってるんであって、自分がどういう風に混沌を制せい御ぎよしてるかなんて意識はないぜ。混沌を利用しているが、どうやって利用しているかは知らねえな」

　豹絶の手の中で彩朱は、にゃあと鳴いた。

「一つ聞きたいが。自在に妖怪を呼び出すってのは、術としては高等なのか？」

　和穂の頭の中を狐きつねの姿がよぎった。

　殷雷は答えた。

「……。混沌の制御ってのは、実際問題としては瞬しゆん間かん的てきなものなんだ。

　気配を察する時も、察してる間中、混沌を制御してるんじゃない。

　気配を察する状態に、瞬間的に混沌の力で切り換かえるんだ。

　お前がその縞しま々しまの中に物を隠かくす時も、隠している間中、混沌を制御してるんじゃないはずだぞ。

　混沌の力で、瞬間的に隠してるんだ」

「質問の答えになってない」

「急せかすな。

　妖怪、鬼怪を呼び出すのは瞬間的な制御じゃ駄だ目めなんだ。混こん沌とんを開きっぱなしにする必要がある。

　それだけ危険性も上がるわな。

　混沌を開きっぱなしに出来るってのは、逆に言えば、それだけ混沌の制御に自信があるんだろ」

　豹絶はやれやれとばかりに首の骨を鳴らした。

「ふん。混沌の大帝の名は、伊だ達てじゃないわけだ。

　困こまったねえ、彩朱。

　どうやら、誤解されてるようだが、この彩朱は本当は猫ねこじゃない。

　人間なんだよ。俺の妻だ。

　混沌の直ちよく撃げきを浴びて、こいつは猫になっちまった。

　そして俺は、まだらの豹絶になったって寸法だ。たいした夫婦だろ。元の体に戻もどるには、混沌の大帝を倒たおすしかないと考えたんだが、それで正解なのかい？」

　今まで黙だまっていた恵潤が答える。

「なんともいえない」

「今までの俺の戦いは徒と労ろうだったのか」

「諦あきらめないで。術を食らったんじゃなくて、混沌を浴びてそうなった。てのが気にかかるわね。

　そこは混沌の事だから、混沌を浴びればどうなるか判わかったもんじゃない。でも制せい御ぎよされてない混沌を浴びただけなら、変容は一時的なはずなのよ。混沌が閉じれば、変容は復元するかも、混沌の開閉は瞬間的なもんなんだから」

　豹絶は不敵に笑う。

「そうか。ならば混沌の大帝を倒して、混沌を閉じれば、元の体に戻れるんだな！」

　殷雷も恵潤と同じ意見だった。

「おそらくな。

　相手は混沌を開きっ放しに出来る程ほどの腕うで前まえの奴やつだが。

　さて、豹絶。そろそろそっちの詳くわしい事情も話して貰もらおうか」

　豹絶はコクリとうなずく。

「簡単な話だよ。

　混こん沌とんの大帝とやらが、混沌を……あんたらの話じゃ、開いたんだろ。見た目は黒い円だから、混沌の円と皆みなは呼んでる。

　その混沌の円からは、妖よう怪かいやら鬼き怪かいやらが這はいずりだしてきた。そこで、俺は混沌の円に封ふう印いんを施ほどこし、村の連中は妖怪が出てこないように宝貝を持って、見張っているんだ」

　殷雷は願月を顎あごで差した。

「こいつは？」

「……村の連中は、俺が混沌を浴びたもんだから妖怪の味方だと思っていやがる。

　そこで、俺に向けて村の連中が差し向けたのが、この願月って訳だ。

　ま、村の連中は妖怪を相手にした生活に飽あき飽きしてるから混沌の円を消し去ってしまえば、宝貝を喜んで返してくれるだろうよ。俺の制せい流りゆう旗きも返すよ。

　な、単純な話だろ」

　豹絶の言葉に、殷雷と恵潤は大きく首を横に振ふった。不思議に感じながら豹絶は付け加えた。

「おっと。その混沌の大帝が、どういう訳だか殷雷刀とうの命を狙ねらっている。

　逆に言えば、殷雷よ。あんたが大帝を倒たおす鍵かぎなんじゃないのか」

　殷雷はこめかみを押おさえて言った。

「そのご大たい層そうな混沌の大帝の名前は？」

「静せい嵐らん。静嵐刀だ。そいつにつきしたがうのが儀ぎ堂どうという裏切り者で……どうした？」

　殷雷は腕うでを組み、首を傾かしげた。

　殷雷と恵潤の態度が和穂には理解出来た。和穂も静嵐の名には覚えがあったのだ。

　時を同じくして造られた四振りの刀、殷雷刀、恵潤刀、深しん霜そう刀、そしてもう一振りが静嵐刀のはずだった。

　和穂は、殷雷が恵潤と戦った時の、彼の辛つらそうな表情を思い出した。

　武器として生まれた宿しゆく命めいゆえ、仕方がないのかもしれないが、見知った友人と戦うのは辛い事に違ちがいない。

　自分の言葉で殷雷を力づけられるか和穂には自信がなかった。

　だが、黙だまっている事は出来なかった。

　和穂は殷雷の肩かたに手を置いた。

「殷雷。知ってるよ。その静嵐刀も殷雷の知り合いなんでしょ？」

　豹絶から彩朱を取り戻もどした塁摩が、吞のん気きに言った。

「静嵐なら、塁摩も知ってるよ」

　深く思案したが、答えを見つけられなかったらしく、殷雷は静かに言った。

「静嵐か。

　なんでよりにもよって、あのスットコドッコイが混沌の大帝なんぞを名乗ってる？」

　もう一度、和穂は殷雷が恵潤と戦った時の辛そうな表情を思い出した。が、今の殷雷の表情は辛いというより呆あきれ顔に近い。

「へ？」

「へ？　は、こっちだ和穂。人の肩に手を置いてどうする？　まさか、静嵐と戦うのに俺が気き後おくれしてるとでも思ったんじゃあるまいな。

　あの馬鹿め。よりによって、俺の命を欲ほしがるとはどういう了りよう見けんだ！」

　恵潤はクスリと笑う。

「だから言ったでしょ。あんまり静嵐をいじめちゃ可哀かわいそうだって。

　いつも殷雷は、静嵐をぶん殴なぐってたじゃない。あれじゃ、恨うらみもかうわよ」

「ふざけんなよ！　あいつの間ま抜ぬけさのせいで、俺は何度か死にかけたんだぞ！

『この死地をくぐりぬけたら、こいつを殴り倒たおしてやる』

　俺はいつもそうやって、あいつの巻き起こした厄やつ介かい事ごとを切り抜ぬけたんだ！」

「昔の話じゃない。欠けつ陥かん宝貝の封ふう印いんに封じられる前の話でしょ」

　考え方を変えたのか、殷雷の顔には笑え顔がおが戻った。

「面おも白しれえ。

　俺に逆さか恨うらみしてるようじゃ、殴り方がちょいと足りなかったようだな。

　二度とそんな考えが浮うかばないように、徹てつ底てい的てきにぶん殴ってやる！」

　恵潤が心配そうに言った。

「駄だ目めよ。あんまり傷いためつけたら、可哀そうじゃない」

「恵潤よ。お前は何かというと静嵐の肩かたを持ちやがるな」

「あら、妬やいてるの？　なんかこう、静嵐を見てるとさ、私が守ってあげなくちゃって感じがするのよ」

　殷雷が冷静に指し摘てきした。

「静嵐が鍋なべの蓋ふたの宝貝か、箸はし置おきの宝貝とかならまだいいが、とてもじゃねえが、刀の宝貝に対して言われる言葉とは思えねえな」

　誤解があると豹絶は感じた。

「待ってくれ！　奴やつは混こん沌とんの大帝なんだぞ」

　殷雷は取り合わない。

「混沌の大帝でも、静嵐なんだろ？　だったらたかが知れてる」

「俺のまだらや、彩朱を見てもそう言えるのか！」

「……それもそうだな。でも、本当に静嵐刀なんだろ？」

「そうだ」

「なら大だい丈じよう夫ぶだ」

　彩朱の後頭部の柔やわらかい毛に、塁摩は頰ほおずりした。

「混沌の大帝ってより、路地裏のひまわりって感じよね。静嵐て」

　珍めずらしく願月が鋭するどい意見を述べた。

「人と宝貝の間に、どれだけ違ちがいがあるのか知らないが、人は変わるもんだよ。

　その静嵐が、昔の静嵐であると限った訳じゃないだろ」

　殷雷の顔に真しん剣けんさが戻もどる。

「判わかっている。油断しているつもりはない。

　俺の命を狙ねらってるのなら、こっちもそれなりの覚かく悟ごで戦ってやるぜ」

　恵潤がぼそりと言った。

「静嵐には、昔の性格のままでいて欲ほしいんだけどね」

　殷雷は言った。

「いいじゃねえの。命を狙おうなんて、乱暴な事をほざくぐらいが、武器の宝貝としちゃちょうどいいのかもしれんぞ」




　　　　三




　混こん沌とんの円の中にも時間は存在した。

　だが、外の世界のように、厳げん格かくな流れは存在せず、断片的な過去が入り交じっていた。

　その中にいる者は、それが過去に起きた事を思い出しているのか、現実にこの瞬しゆん間かんに起きているのかを簡単には判断出来ない。

　混沌の円の中で、過去と現在がドロドロと融ゆう合ごうしている。

　もっとも、遡さかのぼれる一番遠い過去は、混沌が開いたその瞬間に限られていた。

　混沌の円の中で、静せい嵐らんは困こまっていた。

　彼は現在の事のように、過去を思い出していた。




　　　　＊




　さて、困ったなあ。どうしようか？　と、静嵐は思い悩なやんでいた。

　かなりまずい状じよう況きようなのは、充じゆう分ぶんに承しよう知ちしていたが、実際にこの窮きゆう地ちから自力で逃のがれるのはかなり絶望的であった。

　まず、体がグニャグニャになっている。曲がったり、歪ゆがんでいるという話ではない。

　粘ねん土どで造つくられた人形が、水の中で溶とけているのに似にているが、それよりも少しややこしい。体がどれくらい原型をとどめているか、体と一いつ緒しよに、自分を照てらしている光も溶けているので判断出来ない。

　赤い光の中で、赤いものを見ているようなものだった。

　奇き妙みようついでに体は溶けているが、分解はしていない。形が変わっただけの話で、意識はハッキリしていて苦痛もない。

　意識はハッキリしているが、体はハッキリしていない。腕うでを上げようとしてもどれが腕だかハッキリしないし、実際にグニャグニャの固まりが大きく引きつるような動きをするだけだ。

　恐おそらく、それぞれが腕の色々な部分なのだろう。

　意い識しきと共に、五感のうち聴ちよう覚かくは完全に正常だった。視し覚かくも機能していたが、体が溶けてしまったせいで視界が三百六十度に広がっている。その為ため、頭が中々広い視界を理解してくれない。

　静嵐が苦労しながら、視覚を操あやつると一人の人間の姿と、無数の鬼き怪かいの姿が見えた。

　たった一人の人間は若い男で、この空間の中では、場ば違ちがいな程ほどにこざっぱりした身なりをしている。

　髪かみの毛もキッチリと脂あぶらで固められていて、一歩間違えば神経質に見えそうだが、その蛇へびにも似た眼光は執しゆう念ねん深ぶかさを現しているようだった。

　静嵐は、男の視線に嫌いやなものを感じた。こちらを値ね踏ぶみするような視線でもなく、さげすんでいるような種類でもない。

　こういう類たぐいの人間が滅めつ多たに見せないであろう視線、すなわち崇あがめるような視線だ。

　こ、この男は僕を崇め奉たてまつっているのか？　と、静嵐はとてつもない誤解が生まれているのを感じとった。

　ともかく話してみようと静嵐は努力した。

『あの、こんにちは。僕の名は静嵐刀とう』

　途と端たんに、静嵐の体は沸わき立ち、男と鬼怪たちの間に恐きよう怖ふが巻き起こった。

　自分でやっておきながら、静嵐は吞のん気きに考えた。

　これだけ訳わけの判わからない肉体になってしまったんだ、下へ手たに動くとそれは迫はく力りよくがあるだろうな。

　青年はそれが命いのち綱づなとばかりに懐ふところから、横よこ笛ぶえを取り出した。黒くろ鉄がねを思わせる、重い光りを放つ鉄製の横笛。静嵐は、あの笛も宝ぱお貝ぺいであると予想を立てた。

　静嵐の考えを知ってか知らずか、男は大きく頭を下げた。

「おお、これは偉い大だいなる大たい帝てい。ついにお目め覚ざめになりましたか！」

　いかに吞気に構えた静嵐刀とて、その大帝と呼ばれているのが自分だと、すぐに気がつく。

　あまりの誤解に、静嵐はめまいを感じた。

　その途と端たん、静嵐の体から轟ごう音おんと共に稲いな妻ずまが迸ほとばしった。

　多分、ゴチャゴチャになった体の中の目の部分がめまいを起こすと、どういう理り屈くつだか稲妻が走る体質になったのだろう。これでは気楽にめまいも起こせはしなかった。

『いや、僕ぼくはそういうのじゃなくて静嵐刀という』

　沸き立つ静嵐の体、巻き起こる嵐あらしに、壮そう絶ぜつなる地じ響ひびきが広がった。

「おお！　どうか怒いかりをお静め下さいませ、静嵐大帝！」

　どうやら名前は知ってくれているらしい。自じ己こ紹しよう介かいをするだけで、天変地異を引き起こすのはあまり楽しくない。

　下手にしゃべると、大おお騒そう動どうになるのか。静嵐はどうしようかと考えた。幸さいわいにも、考えるだけでは異常な事態にはならない。

　静嵐の沈ちん黙もくを怒りが静まった証しよう拠こと考え、男は再び口を開く。

「私めは、儀ぎ堂どうと申します。静嵐大帝の超ちよう越えつした力に、平ひれ伏ふす者でございます！」
















　この儀堂という人は酷ひどい誤ご解かいをしている。

　こういう人に限って、事情がハッキリした途端に、『よくも騙だましてくれたな！』とかいって突つっかかってくるのだ。

　ともかく出来るだけ早く誤解を解かなければならないと、静嵐は焦あせった。

　が、下手に口をきくと、大騒ぎになる。実験をかねて、静嵐は出来るだけ静かに、短めの言葉を、ゆっくりと吐はいた。

『わ、が、な、は、せ、い、ら、ん』

　やはりゴロゴロと地響きがした。が、地響きの裏には音階が見え隠かくれし、どうにか言葉の体てい裁さいをとってくれた。我ながら迫はく力りよくのある言葉だなと静嵐は感心した。

　ともかくゆっくりと喋しやべる短い言葉だけが、どうにか通用する。

　静嵐のもどかしさに比べ、儀堂の言葉は澱よどみなくスラスラと流れている。

「我わが手にあります横よこ笛ぶえは、宝貝、律りつ令れい笛てきと申します。

　能力は、人とは形の違ちがう意思を、人に理解させその逆を行う為ための力を持ちます。

　出すぎた真ま似ねではございますが、この笛の力で鬼き怪かいに指示を出しております。

　静嵐大帝の威いを借かりるような真似まね事ごとをしておりますが、全すべては大帝の為を思っての事、どうかご容よう赦しや下さい。

　つきましては、僣せん越えつながら私め儀堂は大帝の陰おん陽みよう官かんとして、お仕つかえしたく存じます」

　陰陽官ってなんだったっけ？　静嵐は記き憶おくを探さぐった。天の意思を知るという意味で、確か本来は天気の予報官か何かだったっけ？

　でも、まさか天気の占うらない師になりたいと僕に言ってるんじゃないよな。

　つまり僕を天と仰あおいで、その補ほ佐さ官かんになりたいという意味なんだろう。

　なんてこった。

『だから、誤解してるんだってば！』

　混沌の円の中に、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが迸ほとばしり、氷の激流が流れ出る。静嵐の激しい言葉は、それだけで破は壊かい力を持っていた。

　先刻と同じように、鬼怪と儀堂の顔には驚きよう愕がくの表情が現れた。もっとも、鬼怪にとって何が恐きよう怖ふなのか静嵐は知らなかったが、少なくとも喜よろこんでいないのは確かだ。

「お気に召めしませんか！」

　さあ、これでも僕だって武器の宝貝だ。あんまり使ってないが、一応状じよう況きようの分ぶん析せき能力だってあったはずだと、静嵐は考えた。

　まず、ここにいるものの中で、全まつとうに意思の疎そ通つうが出来るのはこの儀堂という人間だけだろう。

　鬼怪の中にも意思の疎通を果たせる種類がいるかもしれないが、共通した認にん識しきがあるとは限らないから、やはり儀堂が一番信しん頼らい出来るとなる。簡単な話、文章は通じても鬼怪では固有名詞が通じない可能性があった。例えば鯖さばの話をして、鬼怪が鯖を知っている可能性なんて無に近いはずだ。

　陰陽官でも何でもいいから、側そばにいてもらいたい。誤解が解ければ、この厄やつ介かい事ごとから抜ぬけ出す手助けをしてくれるかもしれない。

　静嵐は静かに言葉を吐はく。

「よ、か、ろ、う」

「おお、これはこの儀堂、光こう栄えい至し極ごくにございます」

　軽い矛む盾じゆんを静嵐は感じとった。律りつ令れい笛てきがあるんだったら、こんな苦労をしなくても意思の疎通は可能なのではないか？

　鬼き怪かいと意思の交こう換かんが出来るぐらいならば、簡単な話ではないか。

　もしかして、儀堂は僕に対しては宝貝を使ってないのだろうか？　そう考えて静嵐は一つ探さぐりを入れてみた。

「ぎ、ご、ご」

「？」

　わざと意味の無い言葉を呟つぶやき、理解に困こまった儀堂が宝貝を使うように仕向けたのだ。

　我ながら鋭するどい考えに、静嵐は満足した。

　首を傾かしげた儀堂は横よこ笛ぶえに口を付け、軽やかに曲を奏かなでる。

　言葉を使わない、音としての意思が静嵐の頭に響ひびく。

『いかがなされましたか、静嵐大帝』

　よし、成功だ。今度はこちらの考えを読み取ってもらおう。

『いいかい。きみは誤解をしているんだ』

　だが、静嵐がどれだけ考えても、儀堂は首を傾げたままだ。

　儀堂はこちらの意思を理解出来ていない。

　混こん沌とんの円の薄うす闇やみを吹ふき飛ばすような、強い光が弾はじけた。静嵐が冷ひや汗あせを流したからだ。

　冷や汗の理由はただ一つ、静嵐は、律令笛の欠けつ陥かんを薄々と感じとったのだ。

　人間と意思の形の違ちがうもの、それが例たとえ鬼怪であれ、律令笛は疎そ通つうをはかる。

　が、意思の形が同じもの同士の疎通に関しては機能しないのだ。

　牛に対して律令笛を使えば、牛の意思、例えば『草が食べたい』を報しらせ、『草なら向こうだ』という意思を伝えられる。

　が、黙だまっている人間の意思は読み取れないのだ。

　意思の疎通が可能ならば、宝貝を使う必要はなし。ゆえに、元からその機能はない。

　かとも考えたが、儀堂の笛の音を意思として静嵐は理解した。やはり、機能はあるが作動していない、すなわち欠陥だ！

「静嵐殿どの！　怒いかりをお静め下さい！　光に弱い鬼き怪かいも大おお勢ぜい居おりまするゆえに！」

　判わかっちゃいるが、中々、自分の意思で冷や汗を止めるのは難むずかしかった。

　ゆっくりとまばゆい光は消しよう滅めつしていく。

　大体、体の自由が利きかないだけならともかく、冷や汗やめまいを起こしただけで、こんな騒さわぎが巻き起こるのか？　静嵐はその部分をもう一度考えようとした。

　問題が判らなければ解決のしようもない。




　まず原因不明の何かが起きた。

　その為ために僕の体はグニャグニャの目め茶ちや苦く茶ちやになってしまった。その癖くせ、意い識しきはしっかりしているし、基本的には苦痛もない。破は壊かいはしておらず、ともかく何かが歪ゆがんでいるのだろう。

　では一体、どうしたんだ？　と、静嵐の思考はそこでピタリと止まった。

　そういや、さっきから何でこんなに鬼怪がウヨウヨしているんだ？　仙せん界かいの魔ま窟くつや伏ふく魔ま殿でんならともかく、ここは人間の世界のはずじゃないか。

　静嵐の止まった思考は、坂道を転げ落ちようとする牛ぎつ車しやのように、ゆっくりと確実に動き出していった。

　どこかで混こん沌とんへ通じる穴が開きっ放しになっているんだ。

　……どこで開いているのかな？

　考えるまでもない。自分の体が混沌へ通じる穴と一体化しているのだ。その影えい響きようで体はグチャグチャになっている。混沌へと通じる穴のド真ん中に僕はいるんだ！

　混沌は変化を生み出すが、それがすぐに破壊に繫つながる訳ではないと、静嵐は本能的に知っていた。

『大変だ！』

　静嵐の声で闇やみは弾はじけ、虹にじ色いろの風が吹ふく。

「ははあ！　静嵐大帝。

　お怒いかりはごもっとも。我われ等らを封ふうじ込める、にっくき封印は、必ずや破ってみせましょう！」

　良かった。混沌の穴が広がらないように、外部から封印をしてくれているのか。

　ホッ、という安あん堵どの溜ため息いきを静嵐は吐いたのだが、溜め息のせいで巻き起こる地じ響ひびきは怒りの表現にしか見えない。

「どうか、お静まり下さい！」

　刀の宝貝としての機能が、どこかで僅わずかに食い違ちがったのだ。静嵐は自分の身に起きた事をゆっくりと理解していった。

　糸巻き車の上で麻あさ糸いとが絡からまるように、車しや軸じくの歪みが車を崩ほう壊かいへ導みちびくように、わずかな食い違いのせいで、混沌の穴が開きっぱなしになったのだ。

　混沌、すなわち仙せん術じゆつの源である力と、自分の肉体がこんがらがっているのだ。下手に体を動かせば、仙術もどきが意思とは関係なく勝手に発動する。

　それがさっきからの光や地響きの正体だ。

　そうか。

　静嵐は一つの事実に辿たどり着き、生なま唾つばを飲み込みそうになったが、すんでの所でどうにか我が慢まんした。

　大体、宝ぱお貝ぺいが作動に失敗したからといってこんな危き険けんな状態になるなんて、静嵐は聞いた覚おぼえはなかった。宝貝は混こん沌とんに対して、神経質なまでに安全なように設計されている。

　その証しよう拠こに、こんな混沌の穴の中でも儀堂は律りつ令れい笛てきの力で、平気な顔をしている。

　律令笛が混沌の影えい響きようを及およばさないように、儀堂を守っているのだ。

　静嵐は必死に考え始めた。

　つまり、混沌に対する安全装置の不確実さが、自分の欠けつ陥かんなのだ。混沌から身を守るどころか、自分のせいで混沌を暴ぼう走そうさせてしまったのだろう。恐おそらく、刀から人間、もしくは人間から刀の形態への変化の最中に、ちょっとした間ま違ちがいが起きて、この姿になってしまったのだ。

　殷いん雷らいは、僕の欠陥を『全すべて』だと言い張っていたが、ちゃんと別に致ち命めい的てきな欠陥はあったんだ。今度会ったら、そこらへんをハッキリさせてやろう。

　それはさておき、一体どうしたらこの状じよう況きようを打破出来るのだろうか？

　混沌の暴走の原因は、宝貝としての機能のほんのちょっとした、食い違いが理由ではないか？　もしも、本格的な動作不良なら、こうやってグニャグニャになりながらも、体を保ったり、思考を続けるのも不可能だろう。

　状況は厄やつ介かいだが、元に戻もどすのは、比ひ較かく的てきに簡単なはずだと、静嵐は半なかば祈いのるような気持ちになった。

　宝貝を本来の姿に戻すには、やはり例のアレしかない。

　ぶん殴なぐって気絶させるんだ。

　が、困った。目の前でひざまずいている儀堂は、間違っても僕を殴りはしないだろう。

　同様に、鬼き怪かいも僕に害を与あたえはしないはずだ。

　誰だれか、僕の置かれている状況を正確に察してくれて、手を打ってくれる宝貝が必要だ。

　静嵐の頭の中を数体の宝貝の名が流れていった。

　この状況を、外部から見て冷静に分ぶん析せきするのは無理だろう。ならば、直感なり本能で察してもらう必要がある。

　自分に近い宝貝ならば、この状態を理解してくれるかもしれない。いや、してくれるだろう。してくれなければ困る！

　自分を落ち着かせながら、静嵐は考えをまとめた。

　恵けい潤じゆん刀とう、深しん霜そう刀、殷雷刀。可能性が高いのはこの三体だ。この三体ならば、現在の窮きゆう地ちを理解してくれよう。

　恵潤の名を思い、静嵐は複雑な気持ちになった。恵潤には、色々と優やさしくしてもらっている。何かと失敗するにつけ、僕を庇かばってくれた。

　この中では一番信しん頼らい出来るが、これ以上迷めい惑わくをかけたくない気持ちもあった。

　単純に混こん沌とんを暴走させただけなら、まだしも、儀堂という少しややこしそうな人間も絡からんでいる。やはり、恵潤には頼たよってはいけない気がした。

　静嵐は次の名を思い浮うかべた。

　深霜刀。……全然駄だ目めだ。論外だ。僕がこんなへまをしたと知ったら、大笑いするだろうし、助けを求めたら、面めん倒どうな事に巻き込むなと怒いかり、手を貸してくれそうもない。

　そして、殷雷刀。

　深霜刀と、反応は似たようなものかもしれない。

　だが、奴やつは笑おうが、激げき怒どしようが協力はしてくれるだろう。

　どうせ協力してくれるのなら、喜んで協力してくれればいいのに、悪あく態たいを尽つきつつ、力は貸すような性格をしている。

　やはり、殷雷刀に助けを求めた方が良さそうだ。

　静嵐はゆっくりと、言葉を吐はいた。

「いん、らい、とう」

「いんらいとう？」

　儀堂には、静嵐の言葉の意味が理解出来ない。

　大帝のお言こと葉ばである。

　さぞや重要な意味があるはずだ、が知らない名では意味が判わからない。

　儀堂は強く、律りつ令れい笛てきを握にぎった。

『律令笛、殷雷刀とは？』

　途と端たん、律令笛から殷雷刀に関する簡単な情報が頭の中に流れてきた。

　人とは思考の形が違ちがうものとの意思の疎そ通つうを図はかる宝貝、律令笛である。

　律令笛の中に保存される情報に、該がい当とうする物があれば、それを補足的に使用者に伝える機能があった。

　海を知らぬものには海を、桜を知らぬものには桜の姿を教えられた。

　が、莫ばく大だいな種類の情報を持つ律令笛であったが、一つの情報の量はたかが知れていた。

　儀堂が知り得たのは、殷雷刀が刀の宝貝である事、そして刀の姿と人間の形態時の姿、そして殷雷刀と静嵐刀の基本設計が、近いというだけであった。

　しばし考えた儀堂は大きく、首を縦に振ふった。

「ははあ。判りました、静嵐大帝。

　この殷雷刀めの命をお望のぞみであらせられるか！　大帝と基本設計が近いとは、それだけ脅きよう威いになる可能性がありますからな」

『ち、違ちがう！』

　ドンガラガッシャンと、壮そう絶ぜつな稲いな光びかりが巻き起こった。

「おお！　そこまで大帝の逆げき鱗りんに触ふれる宝貝とは、何としてでも、その命を奪うばってみせましょう！」

『そうじゃない！　儀堂さん！　殷雷を連れてきてくれるだけでいい！　破は壊かいしちゃ本ほん末まつ転てん倒とうなんだってば！　出来るだけ機き嫌げんを損そこねないように連れて来て欲ほしいんだ！　そりゃまあ怒おこっていても力は貸してくれる奴やつだけどさ、あんまり迷めい惑わくかけないように。

　頼たのむよ、勘かん違ちがいしないでくれ！』

　とてつもない誤解に、静嵐は必死になって否定を繰くり返したが、それは正に仙せん術じゆつの奔ほん流りゆうとでもいうべき、凄すさまじい破は壊かいを巻き起こしただけであった。

　いかに鬼き怪かいといえども、小物はその衝しよう撃げきを受けて混こん沌とんの彼方かなたへと消し飛んでいく。

「お、お静まりを静嵐大帝。必ずや、必ずや殷雷刀を！」

　否定の言葉は逆効果だ。

　もしもここで『ち、が、う』と喋しやべった所で、「では、他の誰だれの命をお望みで？」となるに決まっていた。

　僕を混沌の大帝と勘違いしているんだ。誰かを大人しく連れて来て欲しがってるなんて、儀堂は考えてもいないだろう。

　やむなく、静嵐は沈ちん黙もくした。

「……しかしこの広い世界、殷雷刀を探すのも骨でありますな。

　大帝と基本設計が近いのならば、もしかして気配も近いのかもしれませんね。

　感覚の鋭するどい鬼怪を派は遣けんし、捜さがし出してみせましょう。

　出来るだけ早急に、殷雷刀の屍しかばねを静嵐大帝に捧ささげてみせます」

　儀堂の言葉が静嵐の聴ちよう覚かくを虚むなしく、通り過ぎていった。

　が、ともかく殷雷をこの厄やつ介かい事ごとに巻き込むのには成功したようだ。

　願わくば、儀堂が操あやつる鬼怪の群れを乗り越こえ、殷雷がここに来て欲しい。

　もはや、それしか手はなく、自分に打てる手はたったのこれだけしかない。




　混沌の円の中で、過去と現在はドロドロと融ゆう合ごうしていた。

　静嵐はそれが過去を思い出しているだけなのか、現在起きている事なのか判断出来なかった。

　混沌の円の中には、過去と現在がある。だが、未来は現在になるまで存在しなかった。

　ユラユラと虚うつろな気分で静嵐は、殷雷の到とう着ちやくを待っていた。
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　夜が明けるか明けないかの内に、宿を出た和かず穂ほたちであったが、豹ひよう絶ぜつの姿は人通りの少ない早朝であっても、かなり目め立だっていた。

　顔には縞しまがあり、その片手には派は手でな旗はたが握にぎられているのだ。

　だが、とうの豹絶は気にしていなかった。体中の縞を動かさない限り、異い様ようで目立ちはしたが、化け物だと騒さわがれる心配はなかったのだ。

「夕べの、娘むすめと子供はどうしたんだ？」

　恵けい潤じゆんと塁るい摩まの行き先を尋たずねる豹絶に、殷いん雷らいは説明した。

「恵潤は、ちょいと体が本調子じゃねえし、塁摩はアテにするには、危なっかしい」

「……他には戦力はないのか？」

「静せい嵐らんごときにどうして、大おお騒さわぎせねばならんのだ」

　歩きながら豹絶は、袂たもとの中の彩さい朱しゆをポンポンと叩たたいた。

「まあ、口で言っても信じられないなら、自分の目で確かめてもらうしかないな」

　ゴキゴキと首の骨を鳴らし、願がん月げつは和穂に礼を言った。

「いやあ、助かりましたよ。あのまま縛しばられてたら、只ただの泥どろ棒ぼうにしか見えませんでしたからね」

「肩は痛くないですか？」

「大だい丈じよう夫ぶです。これでも鍛きたえてますからね」

　殷雷は横目で願月をにらむ。

「言っておくが、本当にお前らを信じてる訳じゃねえんだからな」

　けけけと豹絶は笑う。

「ま、そりゃそうだろ。怪あやしいったらありゃしないもんな」

「ふん。怪しすぎて、疑うたがうのも馬鹿らしい。昨夜の化け物にしろ、お前の縞々にしろ、俺おれらを信用させる為ために使う芝しば居いの種にしちゃ、常じよう軌きを逸いつしてる」

　ぶっきらぼうな殷雷の言葉に、和穂は反論した。

「殷雷、失礼でしょ。

　二人とも悪い人じゃないよ」

「……お前にどれだけ人を見る目があるってんだかね」

　言葉とは裏腹に、殷雷は豹絶を疑ってはいなかった。

　豹絶が混こん沌とんを浴びる事によって、身に着けた、『すり抜ぬけ』の能力。すり抜けるまでの隙すきをつけば、恐おそれるに足りないが、万が一すり抜ける事が可能であると知らなければ、確実に致ち命めい的てきな隙が出来たであろう。

　豹絶が殷雷を倒たおしたければ、自分の能力を隠かくしたまま、行く手に立ちふさがるだけで良かったのだ。

　だが、豹絶はそうしなかった。

　全すべてが信しん頼らいさせる為の芝居である可能性も考えないではなかったが、そんな事をして一体どうするというのだ。

　俺を利用するつもりならば、面おも白しろい、やってみろという気分だった。餌えさとして静嵐をぶら下げるのも面白いではないか。

　それよりも、殷雷は願月の正体を探さぐり兼かねていた。

　強いのか弱いのか、さっぱり判わからない。豹絶を狙ねらっているのは本当のようだが、つかみどころがなさすぎる。

　和穂も願月が悪人でないと、感じても、だからどういう人かと質問されれば答えに困こまったであろう。

「願月さん。どうして豹絶さんの命を狙ったりしたんです？」

「環かん樹じゆ老ろうの命令です。豹絶は化け物です。災わざわいをなさないうちに、倒すのが環樹老の意思なのです」

　豹絶は刺し客かくを見てニヤリとする。

「そうさ。俺は化け物で、彩朱は猫ねこだ。でもな、村の連中に敵対する気は毛頭ない。

　信用なんてものは、『信用しろ』という言葉で得られるもんじゃない。

　願月よ。環樹を裏切れ」

「なんだって？」

「驚おどろくな。別に俺の側について環樹を殺せなんて言いやしねえ。ただ、俺や殷雷さんたちと一いつ緒しよに行動して、協力してくれないか。真実は自分の目で見み極きわめるもんだ。

　環樹も悪人じゃねえが、個人の意思を無視しやがるからな。それだけ自分の判断に自信があるんだろうが」

　願月は返答に困った。だが、和穂はその願月の顔を見ても悩なやんでいるようには見えなかった。

　豹絶は言った。

「図ずう々ずうしいとは思うが、願月に怪かい吸きゆう矛ぼうを返してやってくれんか。

　あんな妙みような技だが、一応、矛術には違ちがいない。少しは戦力になるさ」

　殷雷は少し考えた。

「和穂。怪吸矛を渡わたしてやんな」

「！　そりゃ、全部の結末がついた時に返してくれるんだったら構かまわないけど」

　願月は嬉うれしそうに首を振ふった。

「ええ、そりゃ静嵐を倒たおした暁あかつきには、喜んでお返ししますよ」

　和穂は腰こしの断だん縁えん獄ごくを外し、中から怪吸矛を取り出し、願月に渡した。

　ボンヤリとした願月であったが、さすがに矛ほこを持つ姿はしっくりとしていた。

　豹絶はあらたまった声で、和穂と殷雷に言った。

「俺らの事を信用してくれてありがとうよ。

　本当に恩に着る」

「ふん。お前らをちょいと泳がせて、状じよう況きようを把は握あくするだけだ。

　それに裏切るなら、どうやって裏切るか興きよう味みがあるな」

「ま、殷雷さんならそういうと思った」

　殷雷の声に真しん剣けんさが宿る。

「信用しているというなら、俺は静嵐を信用しているのさ。

　こんな怪あやしく無む茶ちや苦く茶ちやな話なんか、普ふ段だんの俺なら信用しない。だが、静嵐の大馬鹿が絡からんでるとなると、無茶苦茶加減が大きければ大きいほど信用出来るんだよ」
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「一体、私は何をしているのよ！」

　ここ数日、柴さい陽ようはイライラとしっぱなしだった。

　この村の、他の宝ぱお貝ぺい所持者を狙ねらおうとしても常に組で行動し、なかなかつけいる隙すきがありはしなかった。

　それだけならまだ良かったが、柴陽は一日に一度は恐きよう波は足そくを、確かく認にんに来なければ気が済まなくなっていたのだ。

　恐波足という名の案か山か子しの宝貝。その案山子たちが、混こん沌とんの円を囲み、呪じゆ文もんのような言葉を吐はき続ける限り、この封ふう印いんは決して破れはしない。

　封印の無事を確認しなければ、一日中落ち着かないのだ。

　何度も村から立ち去ろうと考えたが、封印の確認が出来なくなるのは、耐たえられなかった。

　柴陽の心の奥おく底そこでは、しっかりと理解はしていたが、彼女が認めたくない真実がたった一つあった。

　もしも、封印を確認し破れていた場合、自分にはわるあがきするだけの力もない。

　封印が消しよう滅めつすれば、この世は鬼き怪かいに包まれるかもしれないのだ。

　村の連中の宝貝だけで押おさえきれる保証がどこにあるのか。

　それでも、確認せずにはいられない。

　それは無意識の内に、彼女を苛いら立だたせる結果となった。

　今日もまた、柴陽は面めん倒どうそうに髪かみの毛をかきあげながらも、丘の上にやってきた。

　今日もまた、案山子たちは混沌の円の中に恐きよう怖ふを撒まき散ちらし、鬼怪たちを追い払はらっていた。

「ああ、もう。だからどうしたっていうのよ！　こんな事を日課にしてちゃ、どこにも行けないじゃないのよ！」

　愚ぐ痴ちを零こぼしながらも、その心の奥では無事な結界に安心感を覚える柴陽であった。

　長いは無用とばかりに、女は結界に背を向けた。

『うぬらの苦痛が我の糧かてなり』

　声と呼ぶにはあまりに虚うつろな物だ。誰だれの囁ささやきかと柴陽はゆっくりと振ふり向いた。

　案か山か子したちは一向に気にも留めず、己おのれの使命を全うしていた。

『なぜ、牛や豚ぶたではなく人の子であるか？　その意味は』

　得体の知れない寒気が柴陽を襲おそう。混こん沌とんの円から何かが這はいずり出すのかと身構えたがやはり、変化はない。

　たぶん、案山子の歌のような奇き妙みような呪じゆ文もんだろうと、柴陽は無理やりに納なつ得とくした。

　が、断片的だった言葉はよりか細く、その代わりに抑よく揚ようの幅はばを大きくし歌の形を取り始めた。

　案山子は案山子たちの呪文を歌い続けている。案山子の歌ではない。

　歌からは歌詞が聞き取れなく美しい旋せん律りつだけが柴陽の耳を通る。

　柴陽の背骨が、一いつ瞬しゆんビクリと跳はねた。

　そして、丘の上の案山子に向かい、一歩また一歩と進んでいく。

　途と切ぎれなく軽かろやかで、そして小さな歌は柴陽を貫つらぬき続けた。

　歩む柴陽の足がガクガクと震ふるえだしたが、それでも歩みは止まらない。

　死人のように柴陽の顔から血の気が引いていった。

　青ざめた時には、自分の体からは本当に血が消えたのかもしれない。そして、その消えた血を啜すする化け物の幻まぼろしを、柴陽は一瞬見たと感じた。

　また一歩、案山子へと近寄る。

　柴陽の恐きよう怖ふと無関係に、案山子は案山子で円の中に恐怖を送り続けていた。

　自分が何をしようとしているか、柴陽はとっくの昔に理解していた。歌を聞いた時から結末は判わかっていたのだ。

　青ざめた細い指が、一体の案山子に触ふれ、そして握にぎりしめる。

　恐きよう波は足そくは誰だれの宝貝か？

　かつては、柴陽、続いては豹ひよう絶ぜつ。そして再び柴陽の物へと返った。

　柴陽は一気に、恐波足を引き抜ぬいた。

　一瞬遅おくれ、分身の案山子たちの姿は消しよう滅めつした。

　恐波足は、柴陽の命令により機能を停止した。

　このままでは、混こん沌とんの円から鬼き怪かいが溢あふれ出す！　柴陽の恐怖は別の意味で裏切られた。

　真っ黒な円の中から、一人の青年が浮うかび上がった。

　儀ぎ堂どうであった。

　儀堂は柴陽の頭の先から爪つま先さきまで、不思議そうに見つめた。

「恐波足はいい宝貝だ。

　使い方によれば、こんなに便利なものはないかもしれん。

　だが、恐波足は事実、我われ等らの脅きよう威いであったし、再び脅威になる可能性もある。

　ならば、破は壊かいするのが得策なのだ。理解出来るな、女よ」

　儀堂の懐ふところから、まるで短刀を繰くり出すように律りつ令れい笛てきが取り出され、そのまま恐波足の軸じくをへし折った。

　ガチガチと柴陽の歯が恐きよう怖ふに鳴った。

　少し困った顔をしながら、儀堂は言った。

「恐おそれる必要はない。我等と共に行こうではないか、娘むすめよ。

　この封ふう印いんを解いてくれた礼ははずんでやろう。

　静せい嵐らん大たい帝ていある限り、貴様にも永遠の命を与あたえるというのはどうかね？

　どうせ、その手の見返りを期待して、結界を解いたのだろう？」

　柴陽は混乱した。この男の術で、自分が結界を解いたのではないのか？　ならばどういう意味だ。

　儀堂は柴陽の出方を窺うかがっていた。

「正しよう直じき、無数の鬼怪を解放しても、それほど効率はよくないんだ。

　村の連中たちは宝貝を持っているからな。

　宝貝は鬼怪に簡単に打ち勝つ力があるんだよ。

　では、我等と共に行くぞ！

　悪いが、きみには人間ではなくなってもらうが、それぐらいの覚かく悟ごは当然あるんだろうね？」

　答えを待つ儀堂ではなかった。

　恐怖に凍こおり付く柴陽の前で、儀堂は軽く横よこ笛ぶえを吹ふいた。

　恐おそろしく短い曲が終わった途と端たん、儀堂の足元から一羽の小さな鳥が羽ばたいた。

　雀すずめぐらいの大きさの小さな鳥で、その羽はどこか蝶ちようを思わせた。

　深い海の色をした鳥は、柴陽の肩かたに突とつ撃げきしそのまま体内にもぐり込んだ。
















　たまらず、柴陽は恐波足を手放したが、悲鳴は出なかった。

　悲鳴の代わりに柴陽の背中から二対ついの翼つばさが生えた。

「美しさで言えば、鳳ほう凰おうが一番なんだろうが君も中なか々なか美しい姿になるぞ。

　本質は全然違ちがうが、お前には大たい鵬ほうになってもらう。本物は完全に生き物だが、きみの場合は三割ぐらいしか生き物ではないからね。後は鉱物やらなんやらだ」

　二対の翼は派は手でな色ではなかった。どこにでもいる鳶とびや梟ふくろうのような茶色を基調にした色だった。

　が、儀堂の言葉に噓うそはなく複数の茶色が絡からみ合った、独自の艶つやが存在した。

　美しい翼はズルズルと伸のびていく。

　柴陽の恐きよう怖ふは臨りん界かいを越こえた。自分の身長の数倍の長さがある翼が視界の中に入った。

　変容がそれだけですむはずがないと、柴陽は妙みように冷静に感じた。

　予測通り、自分のうなじからワサワサと羽が生えていくのを柴陽は感じた。
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「か、環かん樹じゆ老ろう！　大変です！」

　自宅の寝しん台だいで寝ねていた環樹老は、青年の大声で叩たたき起こされた。

「どうした？」

　全すべては覚かく悟ごの上の話。いつかは封ふう印いんが破れる時が来ると環樹は確信していた。

　後は全力を尽つくすしかない。鬼き怪かいに食い殺されるもまた人生か。

「混こん沌とんの円の封印が破られたようです！」

「……判わかった。宝ぱお貝ぺいを持っている連中は、ともかく鬼怪の退治を優先させろ。

　強いのに構うな。数を優先させろ。弱い奴やつでも村から出られたらお手上げだ。

　それで、鬼怪は何百匹ぴきぐらい出た？」

「一匹です！」

「なんだと！」

「一匹ですってば。とてつもなくでかい鳥みたいな奴が一匹だけで、丘を食ってます！」

「なんじゃ、そりゃ！」

　青年の言葉の意味が、環樹には理解出来なかった。

　いかにでかくとも、一匹の鬼怪で何が出来るというのか？

　鬼怪、妖よう怪かいが恐おそろしいといってもそれは対たい抗こうする手段がない時の話だ。

　宝貝がある限りはある程度、宝貝を武器として対抗が可能だ。

　もしも、宝貝を鬼怪の立場から打ち崩くずすには、数を頼たのみにするしか手はあるまい。

　報告を聞いている余よ裕ゆうが、環樹にはなかった。この目で見て確かめるのが一番正確に違ちがいない。

　凝ぎよう命めい管かんを片手に、環樹は家を飛び出した。

　静嵐は、儀堂は何を企たくらんでいやがる？
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　環樹が丘に到とう着ちやくした時、村の宝貝所持者は既すでに殆ほとんどが集まっていた。

　そして、目の前にいる異い形ぎようの鳥を攻せめあぐねていた。

　それは確かに鳥であったが、どの鳥に似ているか、環樹老とて判わからなかった。

　背中からは巨きよ大だいな二対ついの翼つばさが生えている。一対が主であるのか、もう片方よりもガッシリと大きかった。

　翼の骨格はコウモリを思わせるものがあったが、優ゆう雅がな羽はねに包まれている。

　あれでは空を翔とぶ役には立つまいと、環樹が結論を出しかけた時、優雅な羽の奇き妙みような動きに気がついた。

　羽は羽そのものが、羽毛というより精密な器官であった。骨格の動きに合わせて羽が動くのではなく、羽は羽との組合せにより自由な翼の形をとる事が出来るようだ。

　鬼き怪かいを相手に常識を当てはめる無意味さを環樹も知っていた。

　その翼と羽に圧あつ倒とうされたが、よく見れば、この鬼怪と鳥との共通点は翼だけなのかも知れない。今の姿は丁ちよう度ど、犬が座すわっている恰かつ好こうに似ていた。踵かかとが異様に長い、犬類独特の足を持っている。

　形以上に環樹たちを圧倒するのは、その大きさだった。

　鬼怪は丘をついばんでいたのだ。

　今まで長い間、監かん視しを続けていた混こん沌とんの円は既すでに抉えぐられ、消えていた。

　混沌の円はあの鬼怪の中にあるのだ。

　儀堂の企たくらみの一部を環樹は理解した。儀堂は混沌の円を移動出来るようにしたのだ。

　環樹の到着を知った武器を持った十数人の宝貝所持者が指示を仰あおぐ。

「環樹老。一体あれは！」

　我に返り、環樹は怒ど鳴なる。

「かまうか！　ちょいとでかいが、的に当てやすくていいだろ！　宝貝を使えば、鬼怪と戦うのは造作もない事だ！」

　十数人の宝貝所持者は、手の中の宝貝を強く握にぎりしめる。

　環樹の到着を待ち兼かねていたのか、鬼怪は顔をこちらに向けた。

「やっと来たか、環樹め。今までは色々と我われ等らの邪じや魔まをしてくれたな」

　鬼怪から響ひびく儀堂の声に、環樹は言い返した。

「鬼怪に食われたのか？」

「食われるという表現は当たっているが、こいつはそれほど生きている者ではない。者であり物でもある。

　すなわち、生きた乗り物だ。体内にいるが消化される訳でもない。こいつの体内はある種の洞どう窟くつみたいなもんだ」

　環樹は煙管きせるから煙草たばこを吸った。

「ほう。やっぱりお前は利口な男だ。

　その鳥で飛んで逃にげようという寸法なのかい？　これだけの宝貝に包囲されてるんだ。

　死にものぐるいで逃げてくれよ。それだけでかい鳥なんだ、そう簡単には飛べまいて」

　余よ裕ゆうを見せながらも、環樹は考えていた。もし空を飛ばれたら、どう手を打つべきか？

　飛び立つまでの隙すきに、なんとか取りつければ大だい丈じよう夫ぶであろうが果たして可能だろうか。

　が、儀堂の狙ねらいはそこにはなかった。

「いいや。逃げはしない。今までの借りはきちんと返させてもらう」

「面おも白しろい。

　よし、あの鬼き怪かいに一いつ斉せいに仕し掛かけるぞ」

　儀堂は言った。

「鬼怪、鬼怪とほざいているが、この大たい鵬ほうは確かに鬼怪だが、元は人間だ。

　覚えはないか？」

　宝貝の使い手たちの間に、軽いざわめきが走った。

　この鬼怪と戦うのを躊躇ためらわさせたのは、その巨きよ大だいさだけではなかったのだ。

　彼らを押おし止とどめたのは、この鬼怪の持つ雰ふん囲い気きが妙みように人間じみていたからだった。

　姿形は全く人とは違ちがう。だがそれでいて、妙に人間臭くさい仕し種ぐさが見られた。

　舌打ちをしながら、宝貝の所持者たちは吐はき捨てるように言った。

「ちっ、人質か！」

　ここが肝かん心じんだとばかりに儀堂は説明を始めた。

「そうだ。あまり見ない顔だったのでよそものだろう。一人の女に鬼怪を取りつかせ、この大鵬の形にしている。

　意識は完全に鬼怪のものであり、その鬼怪は私の命令に従う。

　さあ、お前らの宝貝でこの鬼怪を殺すのは手間ではあるが可能かもしれん。

　が、鬼怪を殺すのは、すなわち人間を殺す事になるのだぞ。

　それでも構わないのか！」

　宝貝の所持者たちの動きがピタリと止まった。

　鬼怪の虚うつろな瞳ひとみの奥おくでは、儀堂が勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべているのか。

　無表情だった環樹は、唐とう突とつに笑い出した。

「ほう、面白い。人質だと？」

「そうだ。こっちの方が、無む駄だに鬼怪を操あやつるよりも余よ程ほど、効果的だろう。

　人に見えぬから人ではないと、自分に噓うそはつくなよ。

　鬼怪の中にある、人間としての同じ生き物の要素は、本能的に感じるはずだからな。人ではないと見みえ透すいた言い逃のがれもよせよ。万が一、静せい嵐らん大たい帝ていが倒たおれる事があれば、この女は元に戻もどれる。

　絶望的だが、絶対に手て遅おくれでもないんだ。助かる見込みも皆かい無むではない」

　環樹の笑いは止まらない。

「ああ、そうだろうよ。人間であるどころか人間であると言われれば、一体、どこのどいつであるかも、なんとなく判わかる。

　この数日、村の中をうろついていた柴さい陽ようとかいう女なのだろうな。

　鬼怪と化しても、雰囲気が残っていやがる。

　それより、儀堂。

　俺おれはお前を見み損そこなったぞ。

　この俺に人質が通用すると思われたとは、心外でもある。

　そうか、その鬼き怪かいは人なのか？　だが、だからどうしたというんだ。鬼怪をこの世にばら蒔まかぬ為ための犠ぎ牲せいとなり死んでもらおうではないか」

　今までの中で一番大きなざわめきが、宝貝所持者の間に巻き起こる。

　ざわめきを吹ふき飛ばすような声で環樹は叫さけんだ。

「うろたえるな！　我われ等らの使命を何と心得ているか！」

「し、しかし環樹老！」

「何を今いま更さら驚おどろく！

　豹絶の命を狙ねらった時から、俺はこの使命を人命より優先させるべきだと、覚かく悟ごを決めたのだ。

　いいか、命令だ。あの鬼怪を殺せ！」

　起こるのはざわめきだけで、鬼怪に挑いどみ掛かかるものはいなかった。

「環樹老！　その命令には従したがい兼かねます。我等の使命は人の為。その為に人の命を犠牲にしては」

「かっ！　ほざくな！　これが最善の手段なのだぞ！」




「やれやれ、敵も味方もろくな奴やつじゃねえって訳だ。

　救われない話だねえ」

　道服の娘むすめは、心の底から溜ため息いきを吐つき、言葉を続けた。

「豹絶よ。

　お前の苦労がちょいとは判わかったぜ」

　道服の娘の片手には、殷いん雷らい刀とうが握にぎられていた。娘の言葉は、娘の口を借り、殷雷刀がしゃべった言葉だった。

　和かず穂ほの隣となりの豹絶が答えた。

「前はもう少し、ましな爺じい様さまだったが、精神的に参まいってきたのかもな。なんせ激務なのは本当なんだから」

　珍めずらしく願がん月げつは慌あわてていた。

「あれが柴陽だって！　柴陽も豹絶や彩さい朱しゆみたいに、厄やつ介かいな体になったのかい？」

　鳥の鬼き怪かいは、絞しぼるような声を出した。

「その刀は殷雷刀！　村の連中を血祭りに上げた後に捜そう索さくするつもりだったが、その手間が省はぶけたようだな！

　静嵐大帝に貴様の残ざん骸がいを捧ささげてくれる！」

　環樹は沈ちん黙もくし豹絶たちの動きを見ていた。

　殷雷刀は、宝貝の所持者たちに向かい、言った。

「まあ、そんな訳で、お前たちには、あの柴陽とかいう人間を救う術はない。

　かといって、そこの物ぶつ騒そうな奴みたいに、殺そうというのにも納なつ得とく出来ない。

　それ以前に、全すべての元げん凶きようである静嵐大帝をどうにかしたいんだよな。

　全て引き受けてやってもいいぜ。

　ただし、全てが上う手まくおさまった時には、お前らの持っている宝貝を回収させて戴いただきたい。

　どうだ？」

　鍬くわの宝貝を持った男が答えた。男の答えは他の宝貝所持者の意見を、代表したものだった。

「もとより、我われ等らに宝貝が必要なのは鬼怪を退治する為ためです。

　もしも、混こん沌とんの円を消しよう滅めつさせていただけるのならば、宝貝はもはや無用の長物。

　喜んで返させていただきます」

　鍬の男に同意するように、一同は大きく頷うなずいた。

　和穂は素そ朴ぼくな喜びの声を上げた。

「わ、凄すごい。こんな、二十個近くの宝貝が一気に回収出来るなんて」

　途と端たんに和穂の声が凄すご味みを帯び、殷雷刀の切っ先が環樹の鼻へと向けられた。

　和穂の声を使い、殷雷刀は言った。

「さあ、お前も納得して貰もらえるか」

　しばし黙だまった環樹は疑うたがわしそうに言った。

「出来るとは思えんが、やるだけならやってみろ。お前らが死んでも、俺らに損失はないからな。

　それと願月。よくも裏切ったな！」

「いや、その、結局は混沌の円を閉じられればいいわけでして」

「黙れ」

　説明に苦しむ願月に豹絶は言った。

「どうする、願月。お前はそっちで見物してるか？」

「いや、柴陽なら知らない相手でもない。力を貸すよ」

「いいだろ。だが、一つ注意しておくぞ。俺がいいと言うまで絶対に矛ほこは使うな。判わかったな？」

「承しよう知ち」

　鳥の鬼き怪かいは静かに言った。

「それで打合せは終わったのかね？

　無む駄だな約束に終わらないと、いいんだがな！」

　言葉と同時に、豹絶たちを叩たたき潰つぶすように翼つばさが打ちつけられた。

　強大な翼の力で、壮そう絶ぜつな砂すな煙けむりが巻き起こった。

　ようやく砂煙が収まった時、豹絶たちがいた場所には何もいなかった。

　環樹に少なからず、不信の念を持っていた村の宝貝所持者たちだったが、いざとなるとつい環樹の意見を求めてしまった。

「環樹老！　豹絶たちは一体！」

「……攻こう撃げきを『すり抜ぬけ』たんだろうよ」

「それじゃ、あの鬼怪の内部への進入に成功したんですね！」

「進入に成功というより、進入を許ゆるされたんだろう。儀堂にしても、勝負は中で付けるつもりと見た。

　直接、殷雷を始末する気か？」

　鳥の鬼怪は環樹たちの視線を浴びながら、小さくグルルと呻うめき続けるだけであった。

　もし、次に鬼怪が儀堂の声で喋しやべったのならば、それは殷雷たちへの勝利の宣言であろうと、環樹は考えた。
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　まるで見えない外がい套とうで抱だきかかえるように豹ひよう絶ぜつは、和かず穂ほと願がん月げつの背中に、手を回していた。

　二人が気付いた時には、そこはもう鬼き怪かいの内部であった。

　和穂が言った。

「ここって、あの大きな鬼怪の中なんですよね？」

　豹絶が答えた。

「そうだよ」

「なんか生き物の中なんだから、もっとドロドロした感じかと思ったんですが、普ふ通つうの洞どう窟くつより乾かわいてますよね」

　和穂は天てん井じようを見上げた。そこは正に石作りの通路であった。生物どころか、人工的なようにすら見える。

　豹絶は壁かべを手で押おさえた。

「鬼怪ばかしは常じよう識しきが通用しないからねえ」

　願月も驚おどろきながら周囲を見回していたが、豹絶の仕し種ぐさに疑問を覚おぼえた。

「何をやってるんだい、豹絶？」

「いや、入るのは簡単だったが、出るのはちょっと無理のようだ」

　殷いん雷らい刀とうは分ぶん析せきした。

「たとえ、進入をこばもうとしても、豹絶は隙すきを見て、いつかは内部に入り込む。

　もしそうなって、外と中からの同時攻こう撃げきを仕し掛かけられると厄やつ介かいだ。

　それぐらいならば、最初に三人共、内部に進入させたほうが処置しやすいと考えたんだろうよ。

　ただし、一度内部に入れたら、ケリがつくまで逃のがしはしないぞって所か。

　豹絶の能力がお見通しならば、無難な作戦だな」

　殷雷刀は、通路のどちらへ歩くべきか思案した。

　ほんのわずかに、自分の感性にひっかかる気配を感じとる。

　静せい嵐らんは気配を隠かくそうとはしていない。

　殷雷は少し安心した。

　もしも、今回の事件が静嵐の名を語る、別の宝ぱお貝ぺいが引き起こしているのであれば、油断は全く出来ない。

　が、この中には確かに静嵐の気配があったのだ。

　それを隠そうとも、何ともしていない気配だ。

「こっちだ」

　和穂が先頭にたち、三人は通路を進んでいった。

　豹絶は歩きながら願月に再度念を押おした。

「いいか、願月。俺おれの制せい流りゆう旗きは、武器の宝貝じゃない。だからちょっとぐらいはやまった使い方をしても、相手に怪け我がをさせたりはしない。

　が、お前の怪かい吸きゆう矛ぼうは一応、武器だ。刃やいばに触ふれるものは問答無用で引き裂さくかもしれん。

　特に、ここで下手に暴あばれると柴さい陽ようの身に危険が及およぶ。

　だからだ。俺が倒たおされるまでは、矛ほこは使うな。いいな？」

「それは構わないけど」

　和穂は殷雷の笑い方をした。

「ふん。

　大だい丈じよう夫ぶだって。本物の静嵐がいるのは確実だ。そんな深刻な話にならないのは、保証してやってもいいぜ」

　豹絶は納なつ得とく出来ない。

「でも、儀ぎ堂どうは手て強ごわいですよ。

　柴陽をこんな目に合わせるような奴やつなんですから」

　コクリと和穂はうなずき、和穂は和穂の声で喋しやべった。

「そうよ。やっぱり、殷雷は油断してるような気がする」

　同じ人間が問いに対する答えを喋る。

「そうじゃない。

　だいたい、俺にはカラクリが見えてきた。その儀堂という奴は哀あわれにも勘かん違ちがいをしているな。

　静嵐を崇あがめたのがそもそもの間違いだ。直にその事を死ぬほど後こう悔かいするだろうよ。

　深刻になるよりも、拍ひよう子し抜ぬけしないように気をつけるんだな」

　だんだんと通路に尋じん常じようならざる空気が交じり出してきた。

　空気とよく似た空気でない空気。混こん沌とんの円から吐はき出される、異界の空気か仙せん術じゆつの源流に晒さらされた空気なのであろうか。

　さすがの豹絶の顔にも、緊きん張ちようが浮うかんでいく。豹絶には、混沌を浴び全身に縞しまが出来た瞬しゆん間かんの記き憶おくはハッキリとはなかった。

　だが、今いるこの場所によく似た場所、おそらく同じ場所でこの体になってしまったと確信していた。

　彩さい朱しゆも豹絶の懐ふところの中で、緊張に身を固めていた。

　背中を撫なでてやろうかとも考えたが、今ふいに体に触れたら、驚おどろきのあまり心臓が破は裂れつするかもしれない。

　豹絶は彩朱にふれない事にした。
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　どれだけの距きよ離りを歩いたのだろうか。

　実際の鬼き怪かいと化した柴陽の体と、この内部の空間の広ひろさには食い違ちがいがあったのかもしれない。

　だが、和穂たちはついに混沌の中心へと辿たどり着いた。

　火の消えかけた夕日のような、赤く丸い球体が部屋の奥おくに浮うかんでいる。

　そしてその球体の前には一人の青年が佇たたずんでいた。

「ようこそ」

　青年の声は儀堂の物であった。

　豹絶と願月は、儀堂の顔を見知っていた。見間違えるはずもない。

「あの人が儀堂？」

「そうだ、和穂」

　奇き妙みような事に球体は光と共に、闇やみも撒まき散ちらしていた。その闇の中に豹絶は気配を感じとっていた。

　闇の中には鬼怪がいる。

　儀堂の打つ手を豹絶は警けい戒かいした。

「願月。さっきの話は忘れるなよ」

「ああ」

　和穂はおくせず、抜ぬき身の殷雷刀を片手に持ったまま、儀堂を見ていた。

『哀あわれな話だ。なかなか利口そうな奴やつじゃないか。完かん璧ぺきな思考を繰くり広げられる癖くせに、最初の第一歩で間違いを犯おかしていたと、気がつかないとはな』

　殷雷の心を通じての会話に、和穂は疑問をぶつけた。

『殷雷、何が起きたか判わかったの？　あの赤い球体が……』

『そう。あれが偉い大だいなる混こん沌とんの大たい帝てい、静嵐刀だ。

　なんとまあ、無様な姿だろうね』

　儀堂は和穂を見た。

「それが殷雷刀かね、お嬢じようちゃん。

　ごく普ふ通つうの宝貝の刀にしか見えないが、静嵐大帝と時を同じくして造られた刀ならば、大帝に匹ひつ敵てきする力があるのだろうな」

　心で殷雷はつぶやく。

『失礼な』

「だが、それでも刀の宝貝には違ちがいない。鬼き怪かいを派は遣けんして命を狙ねらっても、やはり効率が悪い。そこでだ。

　私は直接、静嵐大帝に貴様を血祭りにあげてもらおうと考えている。

　貴様とて、真の仙せん術じゆつの奔ほん流りゆうの前には打つ手があるまい。それとも、貴様も大帝のように仙術が使えるのかね？」

　和穂が首を横に振ふった。

「いいえ、私も殷雷も仙術は使えません」

「そうか。なら、ここで死んでもらおう。

　それはそうと豹絶。くどいようだが、我われ等らの仲間にならんか？　封ふう印いんのない今、我等の前に立ちふさがるものはないんだぞ」

　地面を軽くトンと踏ふんだ。

「人質をとる奴やつは嫌きらいでね」

「ふむ。柴陽とかいう女の事か？

　馬鹿には馬鹿なりの仕打ちをしただけなのだがな」

「……柴陽が封印を解いたのか？」

「そうだ」

「なぜ？」

「知った事か」

　ゴゴゴと軽い地じ響ひびきが起きた。

　和穂は殷雷刀を構え、殷雷刀は言った。

「ほらほら、儀堂よ。静嵐大帝が俺おれの命が欲ほしくて痺しびれを切らしてるぜ」

　和穂の、殷雷の落ち着きに多少不安を感じた儀堂だったが、静嵐の仙術の前にどれだけ抵てい抗こう出来るものかと、考えた。

「では、静嵐大帝。贄にえとして殷雷刀を捧ささげます」

　ジリジリと殷雷は、静嵐との間合いを詰つめていった。

　和穂の額からは冷ひや汗あせが流れ出していく。

　儀堂は、和穂と殷雷が静嵐の術を警けい戒かいしてうかつに動けないと読んだ。

　どれだけの時間、見合ったのだろうか。

　和穂は唐とう突とつに殷雷刀を宙ちゆうに投げた。

　殷雷刀は空中で爆ばく発はつし、爆ばく煙えんの中から一人の青年が現れた。

　そして面おも白しろそうに言った。

「さ、あんまり芝しば居いをしてても飽あきてくるからな。

　静嵐よ。さっさと元に戻もどしてやるぜ」

　殷雷は大きく拳こぶしを振ふりかぶり、静嵐に向かい放った。

　拳に対応し、とてつもなく激しい稲いな妻ずまが宙を飛ぶ。

　殷雷の拳に思わず目を瞑つぶったがゆえの、落らく雷らいであった。

　殷雷は雷かみなりを地面に逸そらし、そのまま拳を赤い球体にぶちこんだ。

　ガシン。

　鋼はがねと鋼がぶつかる音が周囲に響ひびく。

　そして、少々歪いびつな爆発が起きた。

「！」

　儀堂と豹絶、願月は何が起きたのか、一いつ切さい判わからなかった。

　爆発の煙けむりの向こうには、一ひと振ふりの刀が転ころがっていた。

　儀堂に判ったのは、鬼き怪かいの気配が消えている事だけだった。

「一体、どうなった！　まさか大帝が！」

　殷雷は静嵐刀を拾い、怒ど鳴なる。

「説明は後だ。

　豹絶よ。さっさとここから逃にげるぜ。逃げたら、懐ふところからすぐに彩朱を出せ」

　わめく儀堂のみぞおちに、殷雷は軽く拳を走らせた。くぐもった声を吐はき出し、倒たおれかかる儀堂を、殷雷は肩かたに担かついだ。

「ほら、豹絶早くしろ。お前の縞しま々しまも大分薄うすくなってるぞ！」

　豹絶が腕うでに目をやると、確かに縞が薄くなっていた。それに懐の中で彩朱がもぞもぞとしている。

　さらに地面がグラグラと動き始めて来た。

「閉じたのか！」

「そうだ。だから早くしろ！」

　混こん沌とんの円が閉じた今、豹絶の能力も消えかけていた。

　渾こん身しんの力を込こめて、豹絶はすり抜ぬけた。







　　　終章







　恵けい潤じゆんの身長と、殷いん雷らいの身長は殆ほとんど同じだったので、静せい嵐らんもまた同じような体格かと和かず穂ほは思っていたが、それは違ちがっていた。

　静嵐は殷雷より頭一つ分、背が高かった。殷雷と同じような袖そで付きの外がい套とうを羽は織おっているが、殷雷の物とは違い、藍あい色いろをしていた。

　外套の背中には、目め立だたないが雄お牛うしの刺し繡しゆうがしてあるが、迫はく力りよくのある雄牛と静嵐は、全まつたくかけ離れていた。

　屈くつ託たくのない笑え顔がおは、彼が武器の宝ぱお貝ぺいであるといわれても、すぐには信じられなかったであろう。

　愕がく然ぜんとする村人の表情は、尋じん常じようではなかった。それだけこの村の人にとって、今までの戦いは辛つらかったのだと和穂は感じた。

　少し困こまった表情になりながらも、静嵐は事の次し第だいを説明した。

「つまり、うっかりと混こん沌とんを開きっぱなしにしちゃったんです。

　自分の力じゃ、どうしても元に戻もどせないんで殷雷の助けを呼んでたんです」

　殷雷は静嵐の腹はらに軽く拳こぶしをたたき込む。これが本当に武器の宝貝なのかというぐらい、簡単に静嵐の腹に拳は当たった。

　下がった静嵐の頭を殷雷は小こ脇わきに抱かかえ、村人たちに言った。

「そうだ。全すべてはこの間ま抜ぬけの間抜けな欠けつ陥かんによる、事故だった。

　殺しても殺し足りないかもしれん。どうしても許ゆるしちゃおけんというのなら、今からこいつを八やつ裂ざきにしよう！」

「い、殷雷！　庇かばってくれるんじゃないのかよ！」

「うるせい」

　今さら静嵐に当たって何になるかと、村の人間は考えた。原因はともかく、問題は解決したのだ。薪たきぎで火事が起きても、薪には罪はないのと同じだ。

　殷雷は続けた。

「でもよ。儀ぎ堂どうは許せないだろうな。

　静嵐ならともかく、そいつを怒いかりに任まかせて殺すのもあんまり後味がよくなかろう。

　罪ざい人にんとしてどこかに閉じ込めておくのが無ぶ難なんだと思うが」

　一番、放心状態だったのは儀堂なのかもしれなかった。
















　ときたま、狂ったように静嵐に悪態をついていた。

「馬鹿な馬鹿な。あれだけ仙せん術じゆつを使っていながら、本人の意思ではなかっただと！　ええいこの裏切り者め！」

　予想された罵ば倒とうなので、静嵐はあまりこたえなかった。

　和穂が早めに問題を切り出した。

「それでは約束通りに宝貝を返していただきたいんですが」

　文句が出る前に、殷雷が口を刺さす。

「欲を出すなよ。

　今回の一連の騒そう動どうは、宝貝が巻き起こした事件なんだぜ。下へ手たに宝貝を持っていたら、また厄やつ介かいな事になるかもしれん」

　殷雷の脅おどしは予想以上に効果的であった。村の人間は二度とあんな騒動に巻き込まれたくはなかったのだ。

　願がん月げつの怪かい吸きゆう矛ぼうを含ふくめ、全すべてで十五個の宝貝が回収された。

　和穂には少し心配ごとがあった。

「あの、柴さい陽ようさんと彩さい朱しゆさんの具合はどうなんでしょうか？」

　村の医師が答えた。

「判わからないが、少し衰すい弱じやくしてるな。でも大だい丈じよう夫ぶじゃろ。

　豹ひよう絶ぜつみたいに体格はそのままで混こん沌とんの影えい響きようを受けたんじゃなく、二人とも体格自体が変容したじゃろ。さすがに肉体に無理が出たんだわな。

　でも心配はいらん。回復に向かってはいるからな」

「そうですか」

　殷雷は静嵐の頭を小こ脇わきに抱かかえたまま振ふり回し続けていた。

「なんか今回は、騒動のでかさの割には、つまらねえ原因だったな」

　静嵐の悲鳴を殷雷は無視し続けていた。

　和穂は村人たちにペコリと頭を下げた。

「それでは、私は他の宝貝を探さがしに、また旅に出ようと思います」

　まだ、衝しよう撃げきから抜ぬけきれない村人たちは、気の抜けた声で頑がん張ばれよと、声せい援えんを送った。

　別の気の抜けた声も和穂に掛かかった。

　願月であった。

「どうですか、私も旅の身です。街かい道どうまでご一いつ緒しよしませんか」

「そうですね」

「かまいやしねえぞ」

　そういえば、こいつの惚とぼけた理由も判わからずじまいだなと、殷雷は考えた。やはりこいつは元からこういう奴やつなのだろう。

　和穂はもう一度、頭を下げ、村から出ていった。

　豹絶はニコリと笑い、和穂たちに手を振っていた。

　環かん樹じゆ老ろうは、今は見た目の通りの老人になった。

　環樹老は、解散しようとする村人たちに言った。

「判ってるだろうが、今年の畑は」

　軽けい蔑べつの混ざった視線が環樹に飛ぶ。

「環樹老。確かにあなたは、今までは素す晴ばらしい指導者でした。

　ですが、もうあなたを信用する気にはなれません」

「……好きにしろ」

　環樹は背を向け、家に戻もどった。




　　　　＊




　トボトボと和穂たちは畦あぜ道みちを歩いていた。

「い、殷雷。いい加減に放せ！　それより早く俺おれを回収しろよ。

　恵潤が中にいるんだろ！」

「なんか回収されたがってる奴ってのも腹がたつな、なんとなく」

　願月はどこを見るともなく、ボウとしたいつもの表情だった。

　が、和穂は何かを考え込んでいた。

　いい加減飽あきたのか、静嵐をすっ転ばして殷雷は和穂に言った。

「どうしたんだ和穂」

　和穂は首を上げた。

「ねえ。何か変じゃない？」

「何がって何が？　静嵐がか？　あんな武器の宝貝がいるはずない。て気持ちは判るがあいつは本当に刀かたなだぜ」

「そうじゃなくて。あの村よ」

「……そうか？　儀堂は悪人だし、環樹は褒ほめられたような人間じゃないかもしれん。

　でも、善人だけの村って方が現実には少ないぜ」

「そうじゃないってば」

「じゃあ、なんだ？」

「何か納なつ得とくがいかないのよ。だって絶対におかしい。

　村の人達はどうして宝貝を持っていたのかしら？」

「だから、静嵐の馬鹿のせいで開いた混こん沌とんの円に対たい抗こうする為ためだろ」

「本当にそう？　混沌の円が開く前に、村の人は宝貝を持っていたような気がする」

　願月は惚とぼけた声を出した。

「そうですよ。豹絶は、混沌の直ちよく撃げきを浴びる時にどうにか制せい流りゆう旗きで防ふせいだんですから。

　制流旗、知ってるでしょ？　沢たく山さんの旗がある代わりに、旗と旗との間に隙すき間まがあってあんな姿になったんだから」

　殷雷は面めん倒どうそうに言った。

「たまたま一つの村に宝貝が固まって落ちたんだろうぜ。

　その中に静嵐もいたのが運のつきってやつさ」

　和穂は立ち止まった。

「やっぱりおかしい！」

　殷雷は反論する。

「おかしかったらどうなんだ？　この事件の大裏には、全すべてを操あやつる黒幕の宝貝使いがいるとでもいうのか？

　この近所の宝貝は全部回収したんだろ？　つまり宝貝所持者はいない。

　気配を隠かくし続けるのも無理だ。今は索さく具ぐ輪りんは機能してるんだろ」

「そうだけど……」

「いいか、和穂。気にはなるだろうが、俺おれたちは他の宝貝の回収を優先しなければならないんだ」




　　　　＊




　寝しん台だいの上で彩さい朱しゆは上体を起こしていた。その隣となりでは豹ひよう絶ぜつが林檎りんごの皮をむいている。

　彩朱の顔色は悪く、豹絶も少し不ふ機き嫌げんであった。

「だから、まだ歩き回るのは無理だったんだよ。そんなに疲つかれてどうするんだ」

　彩朱は首を横に振ふった。切りそろえられた、短めの髪かみが揺ゆれる。

「儀ぎ堂どうさんに面会してきたの」

「け。あんな奴やつに何のようだ？」

「豹絶だって儀堂さんを知ってるでしょ？　そりゃ冷たい人かも判わからないけど、あんな事をしでかす人じゃなかった」

「人なんてなんの拍ひよう子しで豹ひよう変へんするか知れたもんじゃない」

「……そうかもしれない。

　でも判らないの。儀堂さんが悪い事をしたのは判ってるけど、どうして悪い事をしたのか判らないの。理由が無いでしょ？」

　豹絶は皿の上に林檎を置いた。

「静せい嵐らんなんていう間ま抜ぬけのお陰かげで、権力が手に入ると勘かん違ちがいしたんだ。

　それであんな事をしでかしたんだよ」

「……本当にそんな理由で人間が変わるかな？　変わるかもしれない。

　でもそれは普ふ段だんから権力を渇かつ望ぼうしていた人が、その機会に巡めぐり合ったからじゃない。

　儀堂さんはそういう人じゃなかった」

　豹絶は儀堂を弁護する彩朱の気持ちが理解出来なかった。

　豹絶はもう一つの寝台の上で呻うめき続ける柴さい陽ようを顎あごで差した。

「見てみろ、あの女を。可哀かわいそうに。ある程度まで回復した途と端たん、うなされっぱなしだ。儀堂のせいで余よ程ほど恐おそろしい気持ちになったんだろう。

　それだけの理由でもあいつを許さない理由には充じゆう分ぶんだぜ」

　彩朱は答えられなかった。

　柴陽は耳を押おさえ、小さくうずくまっていたのだ。

「あ。あ。う、歌が」

　彩朱はほんの少し、話題を変えた。

「環かん樹じゆ老ろうにも会ってきたの」

「お前の悪あく趣しゆ味みにもほとほと参るな。この村の中でろくでなしの一番と二番争ってるような奴と面会かい」

「環樹老も、何か様子が変だった。昔から厳きびしい人だったけど、人を見殺しにするような人じゃなかった」

「冗じよう談だんにしちゃつまらねえな。

　環樹は俺を殺そうとしていた。最初は願がん月げつなんぞを刺し客かくに使ってるから、形式だけだと思ってたが、そこの女が人質に取られた時の態度を思い出せよ。猫ねこの姿でも記き憶おくはあるだろ？

　それに俺と一いつ緒しよに、お前の命も狙ねらわせてたんだぜ」

「でも」

「判ってる。状じよう況きよう的てきにそうするしかないのかもしれん。

　俺や彩朱が儀堂の手先でない保証はなかったし、あの体じゃそう思われても仕方ない。

　だが、せめて葛かつ藤とうしてくれよ。あの爺じい様さまは即そつ決けつで見殺しにしやがるんだぞ。

　そうさ、昔はああじゃなかった。

　でもだからどうした？」

　彩朱にも自分が何をいいたいのか、理解出来ていなかった。

「願月さんをどう思う？」

「どうしたんだ彩朱！

　願月か？　間ま抜ぬけな武人。それが酷ひどいというのなら、お人ひと好よしの武人だ。でも弱い武人なんて」

「願月さんて、弱かった？」

「弱いも何も、俺は刺客としての奴やつと戦って生き延びてるんだぞ」

「弱い武人て、変じゃない？　ある程度の腕うでがあって初めて武人なんじゃ。

　豹絶を殺そうとしていた環樹老は、どうして願月さんを刺客に選んだの」

　豹絶は大きく溜ため息いきを吐く。

「まったく、彩朱よ。いいたい事があるなら結論をいいなさいな」

　そういわれると、彩朱も返答に困った。豹絶も彩朱の困った顔を見るのが好きではない。

「じゃ、彩朱よ。俺は変わったか？」

「ううん。全然変わってない」

「なら、いいじゃないか」

「今のはちょっと気の利きいた台詞せりふだけど、生あい憎にく甘あまえたいなんて思ってないのよ」

「せっかく見み舞まいに来てるんだから、ちったあ甘えろ！」

　剝むいた林檎りんごを豹絶は一人でバクバクと食らいついた。




　　　　＊




　そして夜がやってきました。

　冷え込んだ冬の空に浮うかぶ星は、他の季節よりも、一層輪りん郭かくを際きわ立だたせているようでした。

　抉えぐられた丘はしばらくほうっておく事になりました。冬の間の土は、凍こおると作業しにくいからです。

　数日前まで混こん沌とんの円があった丘の中腹が僅わずかに崩くずれました。

　崩れた穴から、ゆっくりと這はいずり出してくる物がいます。

　星の明かりだけでは、輪郭を照らし出すのがやっとでした。

　それは、かつて大地に横たわるものと呼ばれたものでした。

　そして、それはかつて龍りゆう衣いの鏡きよう閃せんと呼ばれたものでした。

　這いずり出したものは、もう地面に横たわってはいません。

　忌いま忌いましい矛ほこの傷もだいぶ癒いえてきました。

　もう、彼は龍衣の鏡閃としての力を取り戻もどしかけていました。

　龍衣の鏡閃は、天に向かって吠ほえました。

　雄お叫たけびと共に、彼の龍の衣ころもは緑色の輪郭を帯びていきます。

　彼は怒おこっていました。

　とてもとても怒っていました。

　彼に捧ささげられた子供たちは、彼の物であるべきだと考えていました。そして、その考えが覆くつがえされる事は長い間、ありませんでした。

　彼は人の苦しみを糧かてとして生きています。苦しみが深ければ深い程ほど、彼は満たされていきます。

　もしも、頭からバリバリと食べるだけならば、牛や豚ぶたの方が美お味いしかったでしょう。

　しかし、彼は、苦しみを糧としているのです。




　人程ほど、苦しむ動物は他にはいません。




　彼は彼に捧げられた贄にえを、普ふ通つうの人間として普通の村の中で育てました。贄たちだけの村です。

　その村では、希望は絶望の為ためへの前ぜん奏そう曲きよくでしかなく、苦痛は綿密に計算されたものでした。

　それは苦痛を彼に提供する為の牧ぼく場じようともいえました。飼われている贄は、そんな事も露つゆ知らずに生きていました。

　ですが、宝ぱお貝ぺいがこの世の中にばらまかれてしまったのです。

　巧たくみに隠かくされた、彼の存在を暴あばきたてる能力を持った宝貝たち。彼の存在を消しよう滅めつさせるだけの力を持った宝貝たち。

　村人たちは、寸前の所まで鏡閃を追い詰つめました。

　しかしたった一本の刀かたなの為に、鏡閃には逃にげられてしまいました。

　村人たちは、自分が戦うべき相手を鏡閃の術によってすり替かえられてしまったのです。

　全すべては混こん沌とんの円を封ふうじる為、と、噓うそを塗ぬりこまれたのです。

　そして龍衣の鏡閃の傷は大分癒いえてきました。

　彼はとても怒っていました。贄たちの反乱だけは許せません。

　ですので、もう鏡閃は今の贄たちの村を止める事にしました。また、最初から新しい村を作るつもりです。

　今の贄たちはもう、必要ありません。絞しぼれるだけの恐きよう怖ふ、苦痛、絶望を絞りとって捨てるつもりです。

　龍衣の鏡閃は大きな声で歌い始めました。とても美しい声です。

　その歌をきいた村人は、ゆっくりゆっくりと丘へ向かって歩いていきました。

　それは彼の贄にだけ通じる、不ふ思し議ぎな歌でした。




　　　　＊




　歌は柴陽の頭の中で反はん響きようを続けていった。朝も昼も夜も。

　脳の中にこびりつくような歌は、いつまでも消えなかった。

　が、ある晩、柴陽は瞬しゆん間かん的てきに正気づいた。

　似ているが、別の歌が実際に耳を通して聞こえてきたのだ。

　実際に聞こえる歌が、頭の中の歌を打ち消していった。

　診しん療りよう所じよの寝しん台だいの上で、柴陽は汗あせ塗まみれになって目が覚さめた。冷気が忍しのび寄る。まだ夜中のようだ。

　隣となりの寝台には、見知らぬ女が寝ねていた。

　柴陽が枕元に置かれた濡ぬれた手て拭ぬぐいで汗を拭ふこうとした時、隣の女、彩朱がムクリと起き上がった。

　柴陽は、もしかして酷ひどくうなされて、睡すい眠みんの邪じや魔まをしたのかもしれないと声を掛かけた。

「ごめんなさい。起こしちゃいました？」

　彩朱は答えずに、寝台から下り、立ち上がった。

　その歩み方に柴陽は覚えがあった。

　歌に操あやつられていた時の自分の動きと同じであった。

「ちょっと、あんた！」

　声には反応しない。聞こえているかどうかも判わからない。

　彩朱はゆっくりと部屋から出ていった。

　何かが起きる。

　柴陽はどうするか悩なやんだ。だが、自分のあの恐きよう怖ふを思い出し、女を無理やりにでも連れ戻もどす事に決め、後を追う。

　診療所から外へ出て、柴陽は啞あ然ぜんとした。歩いているのは隣の寝台の女だけではなかった。村の人間が恐おそらくは、ほとんど、あの歩き方であるいていたのだ。

　村の人間は真まっ直すぐに、丘を目指しているようであった。

　あの丘、自分が恐きよう波は足そくを引き抜ぬいたあの丘だ。どうしたものかと思案していると、柴陽の背中を誰だれかが叩たたいた。悲鳴を飲み込み、柴陽は後ろを振ふり向いた。




　　　　＊




　丘の斜しや面めんにある石の上に、龍衣の鏡閃は座すわっていた。彼の前には村人たちが直立して整列していた。

　龍衣の鏡閃は村人の顔を全員見回した。忘れるはずもない、俺おれの贄にえたちだ。

「さて、心をいじるのはあまり好きではないのだ。造りものの恐怖や苦痛は、たいして美う味まくないんでな。

　が、好きでもないが、やらなければならない事もある。

　今、お前たちの記き憶おくは操そう作さされている。それを解除してやる」

　龍衣の鏡閃は一声、唸うなった。

　唐とう突とつに眠ねむりから覚さめたような表情が村人たちに浮うかんだ。

「さあ、術は解いたが、瞬しゆん間かん的てきに記憶が戻もどる訳でもない。

　今までの長い話をしてやろう。聞けば思い出せるはずだぜ。

　それに儀堂と環樹。お前らに与あたえたものは返してもらい、奪うばったものは戻してやろう。

　憎にくき願月も、やっと正気に戻ったろうが、今さらどうにもなるまい。

　怪かい吸きゆう矛ぼうのない願月など片腹痛いだけだ」

　龍衣の鏡閃は、今までの話をした。自分たちが贄だとも知らず、用意された苦痛に呻うめきながら生きてきた日々。

　そして、宝貝を手にいれ、呪じゆ縛ばくから逃のがれる手段を得た事。

「そう。お前たちは俺を仕し留とめそこなった。

　俺を狙ねらうべき心の衝しよう動どうを、あの静せい嵐らん刀とうという宝貝にぶつけてしまった。

　静嵐の問題を処理し、お前たちは安心感を得て、宝貝を和かず穂ほたちに手て渡わたしてしまったのだ。

　俺を仕留める可能性を術の使えぬ元仙せん人にんに渡してしまったんだ」

　村人たちの間に、後こう悔かいの表情が浮かんでいった。

　龍衣の鏡閃は絶望を楽しんだ。

「実に惜おしかったな。この俺は一つや二つの宝貝では、倒たおせやしない。

　俺が潜ひそむ場所を知るには、土や植物から知識を得る必要がある。

　律りつ令れい笛てきがなければ、俺の存在を信じられはしなかっただろうな。

　勘かんづかれずに俺を探さがしだすのに、間ま違ちがいは許されない。確実に次の一手を探す為ためには、凝ぎよう命めい管かんが必要であった。

　怪吸矛の使い手が、この村に来たのは正に宿命といった所だな。

　俺に真の傷を負わせられるのは、あの矛ほこぐらいのものだ。

　後は純じゆん粋すいな戦力となる宝貝が多数いる。そして、豹絶よ。

　俺を本当の意味で倒せるのは、制せい流りゆう旗きだけだったんだ。

　全すべての物を本来の状態に戻もどす宝貝、この世ならざる不自然な物を払はらい退のける能力。

　あれだけが、俺を消し去れる。

　実に惜しかった。

　お前たちは俺を倒せたんだよ。

　和穂たちは、次の宝貝を目め指ざしているだろうよ。

　さて、お別れの前に俺の名前を教えておいてやろう。

　宝貝共とて、俺の存在は暴けても、名前までは知らなかっただろうからな。

　俺は龍りゆう衣いの鏡きよう閃せんだ」

　儀堂の記憶がゆっくりと蘇よみがえっていった。

　喜びに比べて、あまりにも苦しみの多かった村の生活。

　神仙を祭まつるような性格ではなく、どちらかというと極きよく端たんなまでの現げん実じつ主しゆ義ぎ者しやであった儀堂でさえ、この苦しみが人間以外のものによってもたらされているのではないかと、心の片かた隅すみに思い浮うかべた時もあった。

　そんなのは甘えた考えだと、いつもはすぐに消し去るのだが、あの日だけは少し様子が違った。

　苦しみから逃のがれたいという願がん望ぽうは、苦しみの原因を知りたいという願望に変化し、呆あつ気けなくそれは叶かなえられた。

　宝貝、律令笛。森しん羅ら万ばん象しようの中で人が知ち覚かく出来るのはなんとわずかな部分なのか。彼は律令笛の力を借かり、空気に大地に川に真実を問とい掛かけた。

　そして、儀堂は村の本当の主あるじの存在を知った。主は龍衣を身にまとう化け物だった。

　さすがの儀堂も、慌あわてふためき環樹の所に報告に向かい、そこで他の村人たちの手にも宝貝が渡っていた事を知る。

　儀堂は気付いた。宝貝は、その能力を望のぞむ者の前に、姿を現あらわすのだと。

　自分をはじめとして、村人たちは、自分たちが知覚出来ない敵を倒す事を望んでいたのだ。

　村人たちは自分たちの望みを知らなかったが、宝貝たちは村人の望みを知っていた。

　仙術により、村人たちの知覚の外に陣じん取どり苦しみをすする村の主。

　相手に痛いたみを全まつたく与あたえずに、血を吸すえる巨大な蛭ひるが背中に張りついている。意い識しきは蛭の存在を知らなくとも、魂たましいの一部は鋭く、自分の体にとりつくものの存在を漠ばく然ぜんと感知していたのだ。

　複数の宝貝は、複数の人間の一つの望みを叶えるべく、好こう機きの到とう来らいを待っていたのだろう。

　儀堂は村の主の存在を教え、その化け物が今夜、数か月に一度、闇やみより深く眠る晩ばんを迎むかえていると伝えた。村の主は、なんの危機も感じず、今宵大地に横たわっているのだ。

　さらに、宝貝と共に現れた一人の武人、願月。

　彼もまた己おのれが持つ、龍りゆう殺ごろしの技わざを試ためす望みを叶えるべく、あの夜、この村へと宝貝に導みちびかれたのだ。

　環樹は好こう機きを逃さぬ為ために綿めん密みつな策を練ねり、あの夜、大地に横たわる村の主、龍衣の鏡閃を追おい詰つめたのだ。

　儀堂は苦く悶もんした。

　そして、龍衣の鏡閃を倒たおし損そこねたのだ。

　そして、龍衣の鏡閃は今、目の前で勝利を確信している。




　儀堂や他の村人と同じように、豹絶の全身にも脂あぶら汗あせが流れた。記憶は完全に蘇った。

　記憶は蘇り、絶望が豹絶を襲おそう。既すでに宝貝はない。

　目の前では龍衣の鏡閃が、自分の絶望を啜すすっているのだ。絶望を断ち切ろうと、豹絶は怒りに身を任まかせようとした。

　龍衣の鏡閃は豹絶に笑顔を振りまく。緑色の光だけの瞳ひとみが作る笑顔にしては、とてつもなく心地ここちよさそうに見えた。

「豹絶。

　絶望や苦しみを喰くらうこの俺だ。やり場のない怒りも中なか々なか口に合うんだぜ！

　さて、お前らは鶏にわとりと一いつ緒しよだ。今までは苦痛という卵たまごを喰くわせてもらったが、俺に逆さからったからには、潰つぶして鶏とり肉にくとして喰ってやる。

　今から脳のう髄ずいが破は裂れつする程ほどの純じゆん粋すいな痛みをくれてやるから、せいぜい苦しめ」

　鏡閃は大きく口を開け、ゆっくりと歌いだした。歌に合わせ、鏡閃のボサボサの髪かみが蠢うごめいていく。

　広がる音の波は村人たちを包みこんでいった。

　苦悶の叫さけびすら許ゆるさぬ、絶対の激痛が村人たちを襲う。

　神経を引ひき裂さくような痛みではなかった。

　神経を引き裂いたのなら、切れた神経は痛みを伝えられなくなるからだ。

　あくまでも繊せん細さいに、神経を傷きずつけないよう細さい心しんの注意を鏡閃は払はらっていた。神経こそが苦痛を伝える道である。無数の神経の隅すみ々ずみにまで溶よう岩がんよりも熱い痛みを鏡閃は送り続けていた。

　激げき痛つうの奔ほん流りゆうの中で環樹は目を見開いた。瞼まぶたを持ち上げる事ですら、壮そう絶ぜつな痛みに逆らう必要があった。

　だが、環樹は目を閉じなかった。

　環樹は目を開け、小こ刻きざみに振しん動どうする視界の中で龍衣の鏡閃を睨にらみ続けていた。

　睨む。

　このまま死のうが、絶対に目を逸そらすつもりはなかった。

　睨む。

　どこか遠い所、遠い昔、今と同じように鏡閃を睨みつけた記憶が、環樹の頭の中に蘇った。




　バサッ。




　村人たちは風が吹いたと錯さつ覚かくした。一いち陣じんの涼りよう風ふうが、火ほ照てった体を冷ひやすように、一いつ瞬しゆん、全身の痛みを打ち消したからだ。

　バサッ。

　さらに痛みが消える。

　バサッバサッバサッ。

　音が鏡閃の歌を打ち消す。痛みは消しよう滅めつし体の身動きも自由になった。

　バサバサバサバサッ。

　豹絶には、この羽ばたくような音に覚おぼえがあった。

　制流旗の旗と旗が当たる音だ。制流旗の能力、この世ならざる不ふ自し然ぜんな物を払いのける音だ。

　娘の声がした。

「……なんて酷ひどい事を。そうやって何十年もの間、村の人を苦しめていたなんて」

　バサッバサッバサッ。

　声の主は和穂だった。和穂は片手に持った制流旗を、一いつ所しよ懸けん命めいに振っていた。

　村人たちと鏡閃の視線が、丘おかを登のぼる和穂に注そそがれた。

　和穂の横には、柴陽と殷いん雷らいがいた。

　片手に断だん縁えん獄ごくを持った、殷雷は言った。

「仙術は仙術だが、たいした術じゃねえな」

　殷雷の背中に隠かくれるようにしながら、柴陽は問いただす。

「ちょ、ちょっと大だい丈じよう夫ぶなの！　あの旗はたの力で術は消せるかもしれないけど、あの旗が奪うばわれでもしたら！」

「心配するな。制流旗がなくても、俺おれが『歌』を叩たたき斬きってやる。

　村の連中に奴やつの歌がてきめんに効きくのは、生いけ贄にえとしてぶん取ってきた時に、赤あか子ごの頃ころの髪の毛やら爪つめを手に入れてるからだ。

　そんな小こ道どう具ぐを使うとは、低級な術じゃねえか」

「何よ！　だって、私もあいつの術にかかって恐きよう波は足そくを外はずしたのに」

「宝貝も持たずに、あいつの側そばに寄よりすぎたからだ。宝貝があれば、あれぐらいの術は簡かん単たんに防ふせいでくれるぞ。

　ま、もっとも、宝貝が対たい混こん沌とん防ぼう御ぎよに力を裂いてりゃ、あんな安物の術でも効くだろうがな。

　そういう事だな、龍衣の鏡閃よ」

　突とつ如じよ現れた邪じや魔ま者ものに、龍衣の鏡閃は鋭い視線を投なげ掛かけた。

「なぜ、貴き様さまらがこの村に！」
















　片手でお手玉をするように、殷雷は断縁獄を軽く宙に放ほうり投げ、そして受け取る。

「残ざん念ねんだったな。恨うらむんなら、和穂の頑がん固こな性格を恨みな。

　宝貝を手に入れて、この村にゃ用はなくなったが、和穂がどうしても納なつ得とくしやがらねえんだ。仕方がないんで途中で引き返して、しばらく潜せん伏ぷくしてたんだ。

　結けつ局きよく、頑固者の勘かんは大当たりだったな」

　言葉を切り、殷雷の瞳ひとみが鋭するどくなり、声がわずかに低くなった。

「さあ、龍衣の鏡閃。お前は軒けん轅えんの鏡閃なのか？」

「我われは龍衣の鏡閃！」

「ほお。同じ名前の別人だとでも？　俺おれたちの聞いてる情報と、お前とじゃ姿すがた形かたちが掛かけ離はなれすぎてるから、別人なのかもな。

　まあいい。お前がこの村でやってきた事ってのは、ちょいとばかし気にくわんのでな。

　こんな事は特別だが、ほんの少しの間だけ村の連中に宝貝を貸かしてやる。

　それでお前を倒してやるよ。

　豹絶！　制流旗で時間を稼かせげ！」

　途と端たん、豹絶は和穂のもとに駆け寄り、制流旗を受け取る。

　そして、疾しつ風ぷうのごとく龍衣の鏡閃の前に走り込む。

「龍衣の鏡閃！　今こそ貴様を無に帰してやるぞ！」

「出来るかな？」

　幾多の旗をなびかせ、制流旗の竿さおは龍衣の鏡閃の腹はらを打った。緑色に点滅する龍の鱗うろこの刺し繡しゆうが引ひき裂さかれる。

「！」

　が、制流旗の真の能力、この世ならざる不自然な物を払いのけ、全すべてを本来の状じよう態たいに戻もどす能力は作動しなかった。そして、引き裂かれた刺繡はすぐさま再生を始めた。

　殷雷は取とり敢あえず、断縁獄の中身からこの村で回収した宝貝を全てばらまく。

「いいか！　正しよう直じきいって、あの鏡閃の『底そこ』が判らん。

　だがな、宝貝がお前らの前に降おりたって事は勝ち目があるって事だ。

　同じ相手と二度目の戦いだ。この前と全まつたく同じ手は通用しないと考えろ」

　村人たちは、大急ぎで、かつて自分たちが所しよ持じしていた宝貝に手を伸のばす。

　和穂に近寄りながら、殷雷は豹絶に忠ちゆう告こくを与えようとした。

「豹絶！　そいつが他人にかける仙術は、宝貝である程度防げる！

　だが、そいつがそいつ自身にかける仙術は防げない！　油ゆ断だんはするな、簡単に制流旗の能力はくらわんぞ！」

「判わかってる！　そうだ、この前もそうだったんだ」

　最初の戦いは怪かい吸きゆう矛ぼうと幾いくつかの宝貝で龍衣の鏡閃を弱らせてから、制流旗でとどめを刺す作戦だったのだ。

　いきなりの制流旗では通用はしない。

　だが、それとて龍衣の鏡閃が必ひつ死しに制流旗を防御しているからこその話だ。

　今、戦う事が無む意い味みではない。

　必死になり、希望に燃もえる村人の気き迫はくを龍衣の鏡閃は嘲あざ笑わらった。

「無む駄だだ無駄だ。

　思い出せ、思い出すんだ。

　お前らは、眠っていた俺を襲って仕し留とめようとしたんだぞ」

　制流旗の攻撃をかいくぐり、言葉が続けられた。

「ならば、正面から戦って俺に勝てる道どう理りはなかろう！」

　豹絶は鏡閃の横よこっ面つらを、制流旗でブン殴なぐった。顔の輪りん郭かくを歪ゆがめながら吹き飛ぶ鏡閃であったが、その歪む輪郭には笑え顔がおが浮かんだ。

「けけけ。あまり効かぬぞ。誰だれかが、敗はい北ぼくを恐おそれている、その恐れが俺を支ささえる」

　体たい勢せいを立て直そうとする鏡閃の背中に、和穂の足そく刀とうが飛んだ。手には殷雷刀が握にぎられている。

　今の和穂は殷雷刀の能力により、達たつ人じんの能力を得ていた。

　和穂の足刀は龍衣の背中に命中し、そして弾はじかれた。刺繡を縁ふち取どる緑光が一瞬強く明めい滅めつした。

「やはり硬かたいな。龍衣の名は伊だ達てではないようだな」

　豹絶と入れ代かわるように、戦いの主導権は和穂に移うつった。

「鏡閃、どうして村の人たちを苦しめたんですか！」

　和穂の中には強い怒りがあった。

　いかに和穂とて、この村の一件に関しては部ぶ外がい者しやでしかない。宝貝が巻き起こした事件とは、少しばかり性質が違うからだ。

　だが、和穂は怒っていた。和穂の怒りは、村人たちの怒りと変わらないものだった。

　和穂は強く怒っていた。

　彼女も知らない心の奥底で、和穂は村人たちに自分の兄の姿を重かさねていたのだ。

　人生を玩もてあそばれていた兄と、苦しみを搾しぼり取るために、鏡閃に飼かわれていた村人たちが、心の中で重なりあっていたのだ。

　戦いながら、龍衣の鏡閃は和穂の強い感情を感じとっていた。

　あまり張り切られては、少し面めん倒どうだと龍衣の鏡閃は口を開いた。

「黙だまれ。貴様に何が判る？　俺は苦しみを糧かてとしなければ、生きていけぬのだぞ？　他に何が出来るというのか！」

　龍衣の鏡閃の言葉を聞いた途と端たん、和穂の怒りがゴッソリと、こそげ落ちた。

　そして、和穂が笑った。殷雷刀が笑ったのだ。

「冗じよう談だんはよせよ。龍衣の鏡閃よ。感情を喰らうしか存在する手しゆ段だんのない幽ゆう鬼きが、こんなに頑がん丈じような体をしているか！

　お前は何だって食えるんだよ。感情であろうが、物質であろうが。気の宿やどる物ならなんだっていいんだろ。

　苦しみや絶望にこだわるのは、それが貴様の嗜し好こうにあっているだけの話だ！」

　垂たれた髪の隙すき間まから鏡閃の瞳が光った。

「け。知っていやがったか」

「鏡閃！」

　それは殷雷も初めて見る、和穂の怒りの迸ほとばしりだった。

「何を怒るか、この術も使えぬ仙人よ！

　これは正当な報ほう酬しゆうだ。

　贄にえと引ひき換かえに、俺がどれだけの人間を救すくってやったか。無理やりに人間をさらった覚おぼえは一度たりともないんだがな！」

「それでも！」

「俺は仙術が使える。仙術を人の為ために使い、報酬として人を受け取った。

　それとも、この偉い大だいなる仙術で魚を釣つったり、猪いのししを捕つかまえて食いつなげとでも言うのかよ？

　贄を差し出したのは人間だ！」

　和穂の怒りが再び弱まろうとした。

　そしてまた、和穂の声の調子が変わった。殷雷が喋しやべっているのだ。

「そういうのを弱みに付け込むというのだ。

　それと和穂。

　間ま違ちがってもお前にこんな忠告をするとは思わなかったが、怒りに身を任まかすな」




　戦いから少し離れ、荒あらく息を吐つきつつ、豹絶は村人に向かい叫ぶ。

「勝利を信じるんだ。我われ等らの宝貝が揃そろえば奴を倒せる！」

　一いち陣じんの黒風が鏡閃から巻き起こり、殷雷刀は和穂に間合いを空あけさせた。

　鏡閃はその隙に一人の村人に近づき、その手の中にある鎌かまの宝貝を拳こぶしで叩たたき割わった。

　まさに、瞬しゆん間かんの出で来き事ごとであった。

　鎌の破は片へんが村人の頰ほおを掠かすめ、そして僅わずかに切った。

　さらに村人を襲おうとする鏡閃の脇わき腹ばらを、再び間ま合あいを詰めた殷雷刀がなぎはらう。

　鏡閃は吹き飛ぶが、傷は負おっていない。吹き飛び、転ころげる鏡閃に他の村人が銛もりの宝貝を突き刺すが、銛は鏡閃の体に触ふれると同時にへし折れた。

『！』

　驚く和穂に殷雷は心を通して説明する。

『奴の龍衣は、言葉の通とおり、龍の衣ころもだ。そう簡単に破やぶれんぞ。武器の宝貝はともかく、普通の宝貝で攻撃すれば逆に折れる。それほど硬いんだ』

『じゃ、勝てないの？』

『やかましい。こちとら、武器の宝貝だ。気き勢せいがのれば、あれぐらいの装そう甲こうはどうにでもなる。が、簡単じゃねえんだよ』

『あ、塁るい摩まの力じゃ？』

『笑わすな和穂。釘くぎを金かな槌づちで殴なぐるようなもんだ。それも曲がるような甘い釘じゃない』

　地面を転がる鏡閃は、歓かん喜きの笑い声を上げ続けた。

「くっはっは。豹絶よ！　我われ等らの宝貝が揃えば奴を倒せる！　だと？　既すでに二つの宝貝は破は壊かいされたぞ？　我を倒すのに必要な宝貝はもう足たりないのじゃないか？」

　苦痛、絶望が鏡閃に力を与える。豹絶は必死に村人から絶望を取り払おうとした。

「大だい丈じよう夫ぶだ。力を合わせれば、奴を倒せる。諦あきらめるな！」

　二つの宝貝が破壊された事により、村人の間に勝利に対する疑ぎ惑わくが広がっていった。

　全ての宝貝があるから、鏡閃を倒せるのではないのか？

　煙管きせるを口にし、再び若返った環樹老が、ツカツカと豹絶の側に歩み寄った。

「か、環樹老」

「どあほ」

　環樹老の言葉の意味が判らない。

「は？」

「どあほ。と言ったんじゃ、この馬鹿め！」

　環樹老は力ちから任まかせに凝命管で、豹絶の頭を殴なぐる。

「な、何をするんですか！」

　環樹は豹絶に向かい、怒ど鳴なった。が、実際には村人に言い聞かせる為ためであった。

「何が皆で力を合わせれば勝てる、だ。根こん拠きよのない、甘い話をしてるんじゃねえ。

　いいか。他人の力なんざ、あてにするな。

　信じられるのは自分だけだ。

　今、目の前に敵がいる。そして、自分の手の中には宝貝があるんだ。

　ならば、宝貝で敵を攻撃せんでどうする。協きよう力りよくや信しん頼らいなんざいらん。

　ともかく、自分の宝貝で奴をぶちのめせばいいんだよ。判ったか青あお二に才さい！」

　半なかば自や棄けな話であった。だが、環樹は自棄になるほうが、敗北に恐怖し結果として鏡閃に力を与えるよりはましだと判断したのだ。

　環樹の言葉に反応し、村人の間からすくなくとも恐怖や絶望は消えていった。

　ただ、手にある宝貝で今まで苦しめてくれた鏡閃に一度でもいいから攻こう撃げきを加えたいという願いだけが膨ふくらんでいく。

　鏡閃と戦いながら、和穂の体を借かりて殷雷は笑った。全く、環樹の言うとおりだと思ったのだ。




　　　　＊




　戦いは長引いていった。殷雷刀は龍衣を突き破る好機に恵めぐまれず、鏡閃は確実に武器以外の宝貝を破壊していった。




　　　　＊




　和穂や豹絶をはじめとした、数人の武器の宝貝を持った者たちが鏡閃との戦いを続けていた。柴陽は、少し離れた場所で怪かい吸きゆう矛ぼうを抱えて佇たたずんでいた。

　一度、戦いに加わり鏡閃に怪吸矛の一撃を見み舞まうのに成功したが、矛ほこは鏡閃の龍衣を貫つらぬけなかったのだ。

　怪吸矛があれば、鏡閃を大地に永遠に釘付けに出来るかもしれない。万が一、制流旗が破壊された時の為に、柴陽はここで怪吸矛を持っている事にしたのだ。自分の腕うで前まえでは怪吸矛を使っても鏡閃を倒せないと、柴陽は悟さとっていた。

　その柴陽の肩かたを一人の男が叩いた。

「手こずってるようだな」

「あ、願月？　願月なの？」

　顔を隠している訳わけではなかったが、それは柴陽の知る願月とは掛かけ離はなれていた。スラリと伸びた背に、鋭い眼まな差ざし。軽く吹く風に髪かみがなびいている。

「……体の方は大だい丈じよう夫ぶか？」

　自分の体の事だとはすぐに気がつかない柴陽であった。

「あ、まあね。それより力を貸してよ、怪吸矛はあるから鏡閃をなんとかして」

「判わかった」

　願月は左足を大きく前に踏ふみ出し、どっしりと腰を落とした。

　そして、弓ゆみを構かまえるように矛を両手に持った。左手の親指と人指し指の間に、矛を乗せ右手で矛の反対側を摑つかむ。そして、矛の先せん端たんを戦い続ける鏡閃に向けた。

　柴陽が呆あきれて言った。

「何考えてるのよ。こんな所から攻撃出来る訳ないじゃないの。怪吸矛は私もちょっと使ったから知ってるわよ。

　投げて相手に当たるような宝貝じゃないじゃないの。

　まさか、その矛を投げようっての？　それで鏡閃を倒そうなんて……」

「相手が龍に縁えんのある者なら、砕さい鱗りん槍そう術じゆつで砕くだけぬ事はない！」

　そして、壮そう絶ぜつなる気き合あいと共ともに、願月は矛を投げた。

　その掛かけ声ごえを聞いた途と端たん、鏡閃の、いや龍衣の動きが瞬間的に止まった。

　次の瞬間、怪吸矛は龍衣を貫き、そのまま鏡閃を地面に串くし刺ざしにした。

　呆あつ気けにとられる鏡閃の顔から視線を外し、殷雷は和穂の声で言った。

「砕鱗槍術か。よくもまあこんな応用しようのない術を伝えてきたものだ」

　喋しやべりながら和穂の手から殷雷刀は離れ、軽い爆発と共に殷雷が現れる。

　鏡閃は呻うめいていた。

「う、うぐぐ。ま、まさか」

　ゆっくりとゆっくりと、怪吸矛は鏡閃の命を吸い取っていった。村人たちもだんだんと鏡閃の周まわりに集まってくる。

　もはや、抵てい抗こうする力がないと見て、豹絶は制流旗を鏡閃に突き刺した。

「これで、全すべては終わる。貴様を倒して、この永ながき戦いに終しゆう止し符ふをうつ」

　豹絶の隣となりで、彩朱は涙なみだを零こぼしていた。

「これで、全ては終わる。我等の涙は我等の業ごうによってのみ流される。貴様の為ために流される涙は、もう一ひと粒つぶたりともあってはならぬ」

　そして、龍衣の鏡閃は緑色の炎ほのおを巻き散らし燃もえ上がった。




　　　　＊




　夜。もう一人の鏡きよう閃せんの屋や敷しき。

　鏡閃は血を吐はいた。

　寝しん台だいの上に真まっ赤かな血がドクドクと流れていった。

　血を流しながら鏡閃は笑った。

「滅ほろびたか我わが半身。これで俺も正しよう真しん正しよう銘めいの人になったという訳だな」




　　　　＊




　無傷のままで静せい嵐らんの騒そう動どうは終しゆう了りようした。しかしその時の喜びは小さなものだった。

　だが、今回の勝利は流された血が多かったが喜びも大きかった。

　ついに長年の呪じゆ縛ばくは解けたのだ。

　環かん樹じゆ老ろうは言った。

「腐くされ忌いま忌いましい化け物め。俺おれにろくでなしの真似まね事ごとをさせおって、なあ儀ぎ堂どう」

「左さ様ようで」

　彩さい朱しゆも飛び跳はねて、喜んでいた。

「だから言ったじゃない、環樹老も儀堂さんもおかしいって」

「へいへいそうですね」

　村人たちは勝利に沸わき立っていた。

　喜よろこびの喧けん騒そうの中で、和かず穂ほは龍りゆう衣いの鏡きよう閃せんであったものを見つめていた。今、和穂の目の前にあるのは、黒く焼やけ焦こげた上うわ着ぎだけであった。

「どうした、和穂」

「うん。ねえ、龍衣の鏡閃て一体、何だったのかしら？」

　殷いん雷らいは龍衣の残ざん骸がいを見つめた。

「滅めつ多たにない希け有うな話だ。やはりあいつも妖よう怪かいや鬼き怪かいの類たぐいだったんだろうよ。恐おそらく、龍の鱗うろこか何かが時を経へて、あんな化け物になったんだ」

　まず、龍の鱗がそうそう存そん在ざいはしない。さらにその鱗が化け物と化す確率がどれだけ低いか、殷雷も承しよう知ちしていた。その為ため、彼も説明しながら居い心地ごごちが悪そうだった。

「あり得ないが、それが起きちまった。原因が宝貝じゃなかったのは驚おどろきだが、まあ実じつ際さいにあったんだから仕方があるまい。

　さてと、ほとんど壊こわれちまったが村の連中に貸した宝ぱお貝ぺいを取り戻してくる」

　殷雷は断だん縁えん獄ごくを片手に、村人の中へと走っていった。

　和穂は、龍衣であったものに手を触れた。

　龍衣の残骸はまるで蛇へびの脱ぬけ殻がらのようにボロボロになっている。本当に、あれは龍の衣ころもだったのだろうか。鏡閃という同じ名を持つ、軒けん轅えんの幹部との関係はなんだったんだろう？

　和穂はもう一度、龍衣を摑つかもうとした。

　だが、強い風が吹ふき、一気に吹き飛ばしてしまった。

　龍衣の塵ちりの中に、和穂は一つの小さな珠たまを見つけた。

「！」

　それは和穂の兄、程てい穫かくから彼女に託たくされた白い珠と酷こく似じしていた。

　ただ、違ちがうのは龍衣の中の珠には真しん珠じゆを思わせる輝かがやきがなかった。

　だが、これは同じ物だ。

　和穂がもっと観察しようと、指に力をいれると、龍衣の白い珠は割れて粉になり、消し飛んだ。

「一体あれは？」

　和穂の疑問を余よ所そに、陽気な村人たちは和穂を引っ張り出してきた。

　豹絶は和穂の肩に手を起き、村人たちに言った。

「まあ、結けつ局きよくの所ところ、我われ等らが鏡閃の呪じゆ縛ばくから逃のがれられたのも、和穂が宝貝を持って帰って来てくれたお陰かげです」

　彩朱がパチパチと拍はく手しゆをする。

　興きよう味みなさそうな願がん月げつの顔を見て、柴さい陽ようは混こん乱らんした。

「本当にあんた、願月なの？」

「俺おれの贋にせ物ものがいて、どうなる？」

　豹絶は言葉を続けた。

「てなわけで、感謝の気持ちを込めて、胴どう上あげでもしちまいましょう」

「わ、あのちょっと！」

　景気づけに和穂は胴どう上あげされ、軽々と宙を舞まう。

　殷雷は舌した打うちしながら回収を続けた。

「なにを遊んでいやがる、和穂の奴やつめ」

　殷雷は僅わずかに残った龍衣の塵と白い珠の粉を蹴けり飛ばしたが、全く気にはしていなかった。

　村人たちの騒そう乱らんは朝まで続いた。







　　　あとがき







『封印石』




　ワシが生まれてこのかた住んでいるのは、一つの同じ市なのである。

　引ひっ越こしても、同じ市の別の場所という訳わけだ。

　だから、同じ市に、もう二十数年住んでおり、家からの最も寄より駅えきというのも一緒なのであった。

　ここで盲もう点てんが生まれる。

　物もの心ごころつくかつかないかの内から、日常的に目にしている物は、それが少しばかり奇き妙みような物でも不ふ思し議ぎには感じなくなるのであった。

　実は駅前の通りに、石が祭まつってある。

　なんだ、御ご神しん体たいが石なんてのは、それほど珍めずらしい話じゃないぞ。と思われるかもしれない。

　実際ワシも最近までは、気にも留とめてなかったのだ。

　が、これはどうも御神体を祭っているのではないようなのだ。

　その石……罰ばちが当たるとおっかないので御お石いし様さまと呼ぶ。御石様のすぐ側そばには、神社がある。

　これが妙ではないか？　すぐそばには立りつ派ぱな神社があり、片方には御石様だ。別に境けい内だいでもなんでもない。

　御石様の祭り方も少し変わっていて、まずお墓を想像して欲しい。

　あんな感じで砂利じやりを綺き麗れいに敷しき詰つめた二メートル平方ぐらいの場所に、墓ぼ石せきのように苔こけの生はえた御石様が立っている。

　墓地のお墓のように、御石様の近くには寄れないようになっていて（結界？）砂利の側には、お参り出来るような屋や根ね付きの場所がある。

　さあ、これは何でしょう？

　故こ人じんの偉い業ぎようを讃たたえた、記き念ねん碑ひの小さい奴やつに見えなくもないが、その割にいわれの書かれた看かん板ばんはなく、いつも綺麗に掃そう除じされているが、掃除をしている現場は一度も見た覚おぼえはなし。

　何が一番凄すごいかといって、二十数年間生きていて、この石が意識の上にあがったのがつい最近というのが凄い。

　果たして、御石様の正体は？




『花子。といっても山田に非あらず』




　さらに妙といえば、ここらへんの小学校、中学校では、不自然なまでにお化けの噂うわさ話ばなしがないのである。

　学校に限らず、近所でも幽ゆう霊れい騷ぎなんてとんと聞いた覚えがない。

　やはりこの地域の有名人が（出身地という意味じゃなく、逸いつ話わがある人という意味だ）聖徳太子や、ヤマトタケルノミコトだと、お化けも出にくいのかも知れない。

　そして、御石様との関連は？




　八月刊行なのに、小説中の季節は思いっきり冬。それで無理やり怪談話をして、季節感を出そうとしてやがるな。という鋭い読みはしてはいけない。

　でも、前の話は作り話ではないぞ。




『彩さい朱しゆ』




　二十代半なかばの、知り合い同士の男が二人、駅に向かっているとしよう。

　一人がふと立ち止まり、駅の側そばの駐輪所を指差しながらこう言った。

「おい、見てみろ。可愛かわいい子こ猫ねこちゃんがいるじゃないか」

　もう一人の男は露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。

　それは、可愛い子猫ちゃんというのが、綺き麗れいな娘むすめさんとかではなくて、本当に可愛い子猫、小さな猫であったからだろう。

　かくも、男の猫好きというのは、かなり怪あやしげな目で見られるものである。

　ああ悪かったな。今まで黙だまっていたけどワシは猫好きなんだよ。

　さあ、今から始まる猫讃さん歌か、書いているのが徹てつ夜やで頭がフラフラで、不ぶ精しよう髭ひげが伸びすぎて、既すでに不精髭じゃなくなりかけている、三十前の男が書いていると想像して読むと、かなりスリリングな気分になる事、請うけ合いである。




『猫ねこ道どう』




　猫道。獣けものが通る、獣道という意味ではなくて、書道や柔道、剣道などと同じ意味での猫道である。

　さて、ついさっき書いておいてなんであるが、小猫が可愛いというのは、猫道の本質からは少し離れておる。

　本来、人類は哺ほ乳にゆう類るいであるが故か、他の哺乳類の子供も可愛く感じるように、オツムの中身が出来ておるのだね。

　簡かん単たんな話、子猫が可愛いという感覚は、子犬が可愛い、という感覚と基本的に同列なのである。

　待ちな、ヒヨコだって可愛いじゃねえか！　との意見もあるかもしれないが、別に否定はしない。

　種族の範はん囲い的には〔哺乳類、鳥類〕はまだ近い方だからのう。

　てな理由で、猫道では基本的に子猫の可愛さには言げん及きゆうしないのであった。

　犬好きの猫嫌いにいわせると、

「猫は何の役にも立たないし、忠ちゆう誠せい心しんのかけらもないから好きではない」

　との意見をよく聞く。全まつたくもってその通りで、主人の帰りを何年も待ち続けた、忠ちゆう犬けんハチ公みたいな話はまず聞かない。というか絶ぜつ対たいにないわな。

（全然関係ないけど、ワシは長年西さい郷ごう隆たか盛もりの銅像が連れている犬の名前を、ハチ公だと勘かん違ちがいしていたのは内ない緒しよである。

　本当の名前を知った訳じゃないので、偶ぐう然ぜんにもハチ公で正解の可能性もあるが、時間の都つ合ごうで調査出来ず残念。個人的には破は軍ぐん丸まるとか、屠と英えい号ごうがいいと思うがどうか？）

　本当は、猫の忠誠心を描えがいた物語もあるにはある。

　そう、化け猫話なのだ。

　化け猫の物語は、基本的に時代劇で、猫を苛いじめたから祟たたられたというのではなく、猫を可愛がっていたお姫ひめ様さまが非ひ業ごうの死をとげて、その仇かたきを取る為ために猫が化けて出ると、なっている。

　でも、猫にゃ忠誠心なんかございません。只ただの気まぐれで、人間に恩おん義ぎを感じたりはしませんぜ。

　当然の事ながら、そこがいいのである。

　犬をかまっていると時とき々どき、

「む、もしやこいつは本当はワシの事を鬱うつ陶とうしく感じているが、忠誠心を発はつ揮きして我が慢まんしてやがるんじゃないか？」

　と思うときが、皆さんにもあるだろう。

　これが猫なら、何年飼かっていても、引ひっ搔かかれる。

　忠誠心はないが、ともかく正しよう直じきな動物なのだ、猫は。




　とかなんとか、ハッタりをかましてみたりしたが、猫が可愛いのは理り屈くつではないのである。

　フニャフニャしてて毛も柔やわらかく、ヒゲが生えててニャアと鳴く動物が可愛くないはずがないであろう。

　これが猫道の真理であり、問もん答どう無む用よう。




『珍しく私信』




　よくファンレターをいただくのであるが、最近、返事が書けておらず、本当に申もうし訳わけない。

　絶対に読んではいるので、返事は期待しないで待っててちょうだいな。

　手が空あいたら、一気に書こうと予定はしております。

　後あと、切手や封筒は同封してくれなくていいから、住所はハッキリと書いておいてくださいな。結けつ構こう、住所がよく判らないから返事が出せないというのがあるのです。




　あぁ、いかにも、あとがきらしい事を書いてしまったところで紙数も尽つきた。

　ではまた。

















口絵・本文イラスト　ひさいちよしき
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